




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「この離り宮きゆう、春しゆん霞か宮きゆうは取り潰つぶす。よって昭しよう季き公こう主しゆ、そなたには即そく時じ退去を命ずる」

　顔を俯うつむけていた昭季公主こと葉よう彩さい華かは、新たな皇こう帝ていとなった高こう朗ろう清せいの宣告に顔を上げた。

　白粉おしろいが施ほどこされた彩華の顔の中で、瞳ひとみは黒くはっきりしており、視線一つに射い貫ぬかれるような印象強さがある。結ゆい上げてなお、背に流す余よ裕ゆうがあるほどに豊かな髪かみは、光こう沢たくが白く映はえるほど黒々として美しく、左右に並んだ皇帝の兵たちは彩華の可か憐れんさに息を詰つめた。

「お……っ、お待ちくださいませ」

「ならん。これは決定事じ項こうだ。元より、葉氏はもはや宗室ではない。故ゆえに、葉氏の王には領地と身分を返へん還かんさせている。公主も例外ではない」

　冷れい淡たんに言い放つ朗清は、淡々と征せい服ふく者としての決定を告げるのみ。

　日に焼けた肌はだ、腰こしに差した剣けんの柄つかの使い込まれた風ふ情ぜいが、皇帝となって半年経たった今なお、武人としての鍛たん錬れんを怠おこたっていないことを物語る。

　皇帝のみが着用を許された冕べん服ぷくを纏まとう姿は重じゆう厚こうにして荘そう厳ごん。

　他人に命令し慣れた雄お々おしさのある朗清は元もと、啓けいと呼ばれる小国の王だ。いや、元はと言えば、啓王から王位を譲ゆずり受けた有徳の将軍だった。

　真っ直すぐに伸のびた眉まゆ、はっきりした目鼻立ちが、意志の強そうな朗清の顔貌をさらに際きわ立だたせている。

　ただ纏う空気に張りつめた緊きん張ちよう感かんが強く、威い圧あつ的でさえあった。

　彩華は、今すぐに撤てつ回かいを申し立てたい気持ちが喉のど元もとまでせり上がるが、明確に撤回を要求する言葉は浮うかばない。そんな状態で口を開くのは不敬だとわかっていても、抑おさえつけようと必死になればなるほど、心中の混乱はいや増した。

　そう思えば、人慣れない彩華が動どう揺ようを面おもてに出さなかったのは褒ほめられた忍にん耐たいだと言える。

　生まれて十六年。春霞宮からほとんど出たことのない彩華でも、皇帝が禁止した行こう為いを強行すれば、左右に並んだ兵が剣を抜くのは想像がついた。

　それでも言わなければならないことがあり、彩華は目が回りそうな緊張を圧おして唇くちびるを動かす。

「へ、陛下のご決定に異議を申し上げるつもりなど、ございません」

　王朝交代という事態を考えれば、朗清の命令は当たり前であり、公主も例外ではないという主張に異議はない。

　それでも、彩華には今の朗清の言葉を受け入れられない理由があった。

　だからこそ突とつ然ぜん百を数える兵士を招き入れることになった今日、恐きよう怖ふと混乱を押し込めてこうして新帝を迎むかえ入れたというのに。なんとかそう言い訳を口にして、彩華は必死で会話の糸口を探す。

「一つ、一つだけお答えください。何故なぜ、接収ではなく、取り潰しなのでございましょう？」

　接収ならまだ、この皇帝の離宮、春霞宮にいる者たちは据すえ置かれる。公主としての彩華が春霞宮を有していたのであって、春霞宮に暮らす者たちは春霞宮に属しているのだから。

　新たな宗室に接収されるというのなら、公主である彩華が住む根こん拠きよを失なくすだけ。春霞宮が存続するなら、受け入れられもした。

　それを朗清は取り潰すと告げたのだ。

　春霞宮自体がなくなるのなら、春霞宮に生きる者たちはどうするつもりなのか。追い出して終わり、で済まされる話ではない。

　先帝であった叔父おじは、朗清率いる軍に包囲される直前逃にげ延びたため、都は無血開城で戦乱に荒あれることはなかった。

　その後、先帝は逃げた先で生活の安あん堵どを条件に帝位の移い譲じよう、禅ぜん譲じようを行ったが故ゆえに、葉氏によって大たい京けい藍らん陽よう府ふと名づけられた都さえ捨てた、己おのれのみが可愛かわいい腰こし抜ぬけと悪評が立っていた。

　その姪めいである彩華に恩情はないとは思っていたが、新帝の訪おとずれに際して想定していた流れとは全く違ちがう現状に、答えを求めて朗清を見つめた。

「口ではなんと言っても、不服そうだな」

　朗清は呆あきれたように言う。彩華は朗清のことを張りつめていると感じたが、己こそが緊張で表情も対応も硬かたくなり、内心の焦あせりを不満と誤解されたことに気づけなかった。

　朗清は、説明を促うながすように帯同した文官を見る。

　すると官服でもある赤い背はい子しを着た文官は、まず自己紹しよう介かいから始めた。

「わたくしは杜と裕ゆう民みん。安あん世せいとお呼びください。陛下のお召めしに従い学士となりました。さて、公主、いえ元公主さまのご質問に答えさせていただくならば、端たん的てきに申し上げてこの離宮の維い持じ費が無む駄だであるという点に尽つきます」

　彩華と身長が変わらず、若い顔に顎あご髭ひげを蓄たくわえた安世が言うには、春霞宮は広大で華か美びなため、維持修しゆう繕ぜん費ひだけでも無駄である。先帝の浪ろう費ひで国庫は逼ひつ迫ぱくしているため、経費を削さく減げんできる項こう目もくを探していたところ、この春霞宮についての記録を見つけたのだという。

　埒らち外がいの指し摘てきに彩華が目を瞠みはっても、安世は気づかずつらつらと喋しやべり続けた。

「なんでもこの離宮、三代前の皇帝の頃ころより、献けん上じようされた珍ちん獣じゆうを飼育するために使われ、先帝の時代にあなたさまの母君が賜たまわり、死後はあなたさまへと領地の代わりに下か賜しされたそうで」

　三代前、つまり彩華の祖父の代の記録はあっても、母に下賜されてからのまともな記録が見つからないと、安世は愚ぐ痴ちのように零こぼす。

「ですので、経費は建造時の状態を維持する前提で算出させていただきました。まぁ、公主の領地代わりにというのでしたら、宗室に返していただくことになりますが、返されたところで用よう途とがない。維持するだけでも金銭がかかるのなら、離宮を潰してしまったほうが土地も有効活用できます」

　一方的な言い分に彩華が翻ほん意いを促すため口を開こうとすると、今度は朗清が片手を振ふって発言を拒きよ否ひした。

　その姿は皇帝というには洗練された風情がない。ただ、確かに人の上に立つことを知る指揮官の威風があった。

「安世の言うとおり、無駄に割さく余裕はない。また、幾いく人にんもの葉氏の王から領地安堵の嘆たん願がんを聞いた。これ以上、同じ話の繰くり返しはいらない」

　短く息を吐つく朗清は、心底うんざりしているようだった。

　本当に返還を拒否する嘆願に飽あき飽きしていようと、彩華としては退ひけない。

　なおも発言しようとした途端、左右に並んだ兵たちが一いつ斉せいに彩華を見下ろした。

　重ささえ感じそうなほど殺気立った空気に、喉が動かなくなる。戦いの場に身を置いてきた者たちの無言の威圧が、一いつ瞬しゆんにして室内を満たした。

　彩華はあまりの恐怖に涙なみだが浮かびそうになる。

　ただでさえ、見知らぬ男性ばかりで萎い縮しゆくしていたというのに、突然の廃はい園えん宣告に話さえ聞いてもらえないのだ。

　先帝である叔父にも忘れ去られ、公主の位を失くす今になっても、守りたいもの一つ守れない。そんな不ふ甲が斐いなさに涙を落としそうになった瞬間、背後で蹄ひづめの音がした。

「え……？」

　彩華たちがいるのは、春霞宮の前庭にある金きん烏う館かんと名づけられた建物。

　採光のため大きく開いた金烏館の扉とびらに、朗清のみならず並ぶ兵たちも視線を注いでいる。

「あれは……馬？　白馬、ではないですな。何やら模様が、葦あし毛げの馬ですかな？」

　訝いぶかる安世の言葉で、彩華は馬の判別がついた。同時に、どうしているのかという疑念が口を突ついて出る。

「星せい斗と、どうして……？」

　誘さそわれるように振り返った彩華は、見知らぬ人間たちの姿に身を固くし、動きを止めた立派な体たい軀くの馬を見つけた。

　馬体には黒い肌が透すけ、白や灰色の体毛が規則的な斑まだら模様を描えがく。額から鼻筋には星のような十字の模様があり、そこから彩華が名づけ育てた馬だった。

　彩華を見つけ近寄ろうとした星斗は、突然の怒ど号ごうにも似た混乱の声に大きく身を震ふるわせる。

「りゅ、龍りゆう馬まだ！　龍馬がいるぞ！」

「おい、あいつ絶対そうだって！　あの龍馬だ！」

　龍馬とは龍と馬の間に生まれる妖よう怪かいであり、龍と馬の混じったような姿であると言われる。

　星斗の斑模様は確かに遠くから見れば[image: 鱗]うろこに見えなくもない。鬣たてがみは良くうねり、頰ほおから生えた龍の髭ひげのようにも見えた。

　口々に叫さけんだ兵と共に、朗清も高い位置に据えた平座から身を乗り出し星斗を凝ぎよう視ししている。

　状じよう況きようがわからないのは彩華だけではなかったようで、安世は朗清へと説明を求めた。

「陛下、陛下。いったいあの馬がどうしたというのですか？」

「あれを、見たことがある。都藍陽包囲前の戦場だ。疲ひ弊へいした国軍など敵ではなかったが、敗走時に必ず、あの龍馬に乗った将がこちらの追つい撃げきをかわし、見事な撤てつ退たいを繰り返したのだ」

「なんと、勇名を馳はせる陛下の手から逃のがれるような者が？　その龍馬の将は今何処どこに？」

「わからん。国軍を調べても、撤退を指揮したことになっている将は別人だった」

　思わぬ話に彩華が茫ぼう然ぜんとしていると、何処か目を輝かがやかせた朗清が首を巡めぐらせてきた。

「あの龍馬は、何故ここにいる？」

「せ、星斗は、元もとこの春霞宮で生まれた者にございます。知人の武官が戦場に立つ際、貸し与あたえました。陛下が藍陽へ入られる前に、もはや戦場には出ないと返へん還かんされたのです」

「なるほど、元から宗室に近い者か。俺が藍陽に入る前、戦場に出ることはない、そうか。あれだけの腕うでだ。都から逃とう亡ぼうする先帝に従ったのだろう」

　彩華は肯こう定ていも否定もせず、星斗を見るように顔を逸そらした。

　下手に答えて、今なお都にいる知人に害が及およぶのは避さけたい。と同時に、知人から聞いていない事実を耳にして、どう対処していいかわからなかったのだ。

「陛下、良くご覧なさい。額にある星のような白い模様。これは龍馬などではなく、的てき盧ろではありませんか。乗り手を死に誘うと言われる凶きよう馬ばなど、近づいてはなりませんぞ」

　兵の向こうで、安世が忠告の声を上げた。

　彩華は星斗を見た目で悪く言う安世に、不服を申し立てようと振り返り、柱から身を乗り出す兵たちの威容に身が竦すくんでしまった。

　胸むな元もとに手を添そえ、彩華が不服の思いを飲み込む間も、朗清は星斗から目を離はなさなかった。

「言われてみれば、的盧か。戦場では額当ての馬具に隠かくれて気づかなかったな。しかし、見るからに駿しゆん馬めだ。凶馬と言われながら乗る者の話を聞くのは、良馬だからだろうか」

　忠告を聞きながらも、星斗への関心を失わない朗清に、彩華は少しだけ胸むねを撫なで下ろした。

　凶馬を見て不快を催もよおしたので、処分しろと言われても従えない。皇こう帝ていの命令に従わないとなれば、廃園を阻はばむことさえできなくなってしまう。

　一身に注目を集めた星斗は、不ふ機き嫌げんさに頭を低く据え、前足は地面を何度も搔かいていた。

　彩華は星斗を落ち着かせるため立ち上がると、金烏館の隅すみに控ひかえていた老人の一人に声をかける。

「老ろう趙ちよう、すぐに星斗を廏うまやへ……、え？」

　背後に迫せまる足音に気づき、彩華が振り返ると、興味深そうに星斗を見つめる朗清が近づいてきていた。

　その上、柱の間に並んでいたはずの兵まで動き出す。黒い鎧よろいを纏まとった兵が、見通せないほど並んで一斉に動くさまは、金属の擦こすれる音も相まって圧がすごかった。

　彩華も身が竦む思いがする朗清たちの動きに、元から敏びん感かんな生き物である馬の星斗は、警けい戒かい心に満ちた嘶いななきを一つ上げると、金烏館の前から走り去ってしまう。

　駆かけた方向が廏であることを確かめて、彩華は偉い丈じよう夫ふである朗清に恐こわごわ申し入れた。

「あの、あちらでお待ちくださいませんか？　落ち着かせて、廏に戻もどすだけですので」

「そうか、廏があるのか。他ほかにも龍馬が？」

　明らかに廏を見たいという気配を漂ただよわせる朗清の言葉に、彩華は廏担当の老趙に目を向けた。すると、重々しく首を横に振られる。

　朗清を連れて行くのは危険との判断だ。

　彩華としても至し極ごく当然の判断だった。どう考えても、朗清が行く所には鎧や剣けんが騒そう音おんを立てる兵が帯同するだろう。

「その、あのような模様の馬は他におりません。もう一頭馬を飼育しておりますが、そちらはとても気き性しようが荒あらく、廏に近づくことはお勧すすめでき──」

　彩華は穏おん便びんに断ろうと、習い覚えはしても使うことのなかった礼れい儀ぎ作法を必死に頭に浮うかべながら言葉を発した。

　そんな彩華の努力を遮さえぎるように、突とつ如じよ、前庭と庭園を区切る壁かべの向こうから、化け鳥ちようの叫びが連続して迸ほとばしる。

「そんな…………っ」

　得体のしれない奇き声せいに、朗清たちは警戒を強める。

　比して彩華と数少ない春霞宮に仕える老人たちは、顔色を失なくした。

「珍獣たちが、逃にげ出している……？」

　朗清を迎むかえるにあたって、珍獣は全すべて飼育するための部屋に確かに収容したはずだ。だというのに聞こえた声は建物越ごしの響ひびきではなかった。

　先ほどの星斗も、馬小屋に繫つないでいたはずが目の前に現れている。庭園でも同じように珍ちん獣じゆうたちが闊かつ歩ぽしているとしたら、相性の悪い珍獣同士では喧けん嘩かをして怪け我がをしてしまうだろう。

「た、大変！　老趙はともかく廏の確かく認にんを。皆みなはすぐに庭園へ！」

　彩華はもはや朗清たちのことなど眼中外に置いて、金烏館を飛び出した。向かう先は庭園と前庭を繫ぐ二門。

「さ、彩華さま……っ」

　二門を開けようとした彩華は、背後からかけられた老女の困こん惑わくの声に振り返った。

　そこには、朗清を先頭に金烏館にいた兵も文官も全員が揃そろっている。

「ぁ、あ、皆と言ったのは春霞宮の者を呼んだだけで……。ど、どうぞ金烏館でお待ちください。珍獣たちが興奮してしまいます」

「何をそんなに慌あわてているのですかな？　元よりこの離り宮きゆうは陛下のものですぞ。見て回ることになんの問題があるというのですかな？」

　出で遅おくれたのか、兵たちの間を朗清に向かって進みながら、安世が怪あやしむ様子で問う。

「陛下がご覧になるものはございません。何より、皆さまの身を案じてのことにございます」

「身を？　無用だ。どうするかは俺が決め──」

　朗清が何かを言おうとしたが、二門越しにも響く遠とお吠ぼえに、彩華は珍獣が心配でもはや人間の相手をしている余よ裕ゆうはなくなった。

　彩華は振ふり返らず、二門を開くと中に飛び込む。

「な、なんだこれは……」

　足を踏ふみ入れた朗清は、埒らち外がいの光景に戸と惑まどったようだ。

　二門は前庭よりも高くなっており、二門の階段を登ると庭園にある二に門もん閣かくと呼ばれる建物の内部に繫がっている。

　閣は四方に出入り口があり、庭園の景観を楽しむための建物だ。そのため壁はなく、柱が並ぶ広間になっていた。

　が、本来の用よう途ととしては使っておらず、今や珍獣の世話のための用具置き場と化しており、二門閣内部には雑多に干し草などが積み上げられ、畜ちく産さん用具が立てかけられていた。

　臭におい消しで金烏館に焚たいていた香こうも二門の内部には届いておらず、隠しきれない獣けもの臭くささが漂い、離宮と呼べる風ふう雅がさは感じられない。

　構っていられない彩華は、庭園に通じる二門閣の戸をいっぱいに開いた。

「……………………は？」

　眼前の光景に絶句した朗清の隣となりで、安世が瞬まばたきを繰くり返し呟つぶやく。

「命じずともすでに、廃はい園えんと化しておりますなぁ」

　冷れい徹てつかつ的確な表現に、彩華のみならず老人たちも、否定できない悔くやしさに動きを止める。

　建造時、最も贅ぜいと趣しゆ向こうを凝こらしたはずの広い庭園は、今や見る影かげもなく鬱うつ蒼そうとしている。樹木にも建物にもひと目でわかる爪つめ痕あとがあり、修しゆう繕ぜんも手入れも行き届いていないありさまだ。

「庭園の形は保っていても、もはや人の住む場所ではないのでは？　珍獣の飼育とはありましたが、いったい、どれだけの珍獣がこれほど立派な庭園をここまで荒あらしたのですかな？」

「そうだな。庭園ではなく、もはや珍獣園と言っていいんじゃないか、これは？　それに修繕費をどうやって工面しているのかと思えば……」

　朗清は別の木材で根ね接つぎされた二門閣の外柱に手を添えて呟く。

　無む駄だを削さく減げんするために維い持じ修繕費のかかる離宮を潰つぶそうとしていたのだ。元よりそんな経費など存在しないため、彩華たちが自ら修繕を行っていたにすぎない。まともな記録がないと言っていたが、出されていない経費の記録など最初からないのだ。

　言いたいことはあるが、彩華は唇くちびるを引き結んで庭園に目を凝らす。鳴き声は止やんだものの、辺りには獣が息を殺し、こちらを窺うかがう気配が漂っていた。

　見知らぬ人間が大勢入ってきたことに警戒し、姿を隠したのだろう。沈ちん黙もくを破るように、重い足で茂しげみを搔きわける音がする。次いで轟とどろいたのは、腹の内にまで響く猛もう獣じゆうの咆ほう哮こうだった。

　瞬しゆん間かん、兵たちは四方に目を配るように剣を構えた。

　その動きは良く訓練された兵士の動きだったが、姿の見えない猛獣に、切っ先が定まらない。

　朗清は抜ぬかず柄つかに手をかけた状態で、猛獣の姿を探そうと庭園を見下ろす欄らん干かんに寄った。応じて横に並ぼうとする安世を、朗清は片手で制す。

「安世、後ろにいろ。どうも昔一度だけ聞いた、虎とらの鳴き声に似ている」

「虎？　虎が都の中にいるのですか？　な、なんたること」

　安世が責めるように見るが、彩華は本心から反論した。

「皆さまに驚おどろいただけなのです。決して悪い子ではございません」

「虎が都にいることを否定しないのですかな！」

　安世が声を高くした途と端たん、頭上で緩ゆるんだ瓦かわらが音を立てた。気づいたのは、軒のき先さきにいた朗清と安世、そして彩華だった。

「蛇へびです！　避よけてくださいませ！」

　言うも遅おそく、朗清の頭上へと落下するものがあった。

「なんだと……っ、この！」

　武人としての反射か、朗清は大きな袖そでで身を庇かばいつつ、頭上で腕うでを大きく振る。

　途端に、縞しま模も様ようのある蛇が払はらい除のけられ、彩華のほうへと弾はじき飛ばされた。迷わず蛇を受け止め庇うように胸へと抱かかえ込むと、蛇も縋すがるように彩華の首元へと身をくねらせる。

「白黒の縞は毒蛇ですぞ！」

　垣かい間ま見みた姿に安世が悲鳴のような声を上げた。

「おとなしい性格なので、何もしなければ嚙かみません。毒蛇でもいい子なのです」

「何を言っているんだ！　危険な真似まねをするな！」

　自らが払ったためか、朗清は彩華を叱しつ責せきしながら毒蛇を放すよう慌てて指示する。

「大だい丈じよう夫ぶですから、どうかお静かに。刺し激げきしないでくださいませ」

　彩華が硬かたい表情ながら必死に願うと、朗清は険しい顔のまま口を閉じる。そんな朗清の態度に倣ならうように、兵たちも剣を構えた姿勢で動かなくなった。

　引いた気配を察したのか、朗清を確かめるように蛇は彩華の首周りに身を擦こすりつけて、二対の双そう眸ぼうを露あらわにした。

　瞬間、朗清の目が限界まで見開かれる。

「……っ、双頭の、蛇？　しかもなんだ、その色は。白黒の縞じゃなかったのか？」

　彩華は左手で双頭蛇の二つの頭を撫なでる。本来は暗あん紫し褐かつ色しよくで、安世が指し摘てきしたとおり白黒の縞のはずが、全体的に白っぽく、黒いはずの部分が茶色や紫むらさきに見えるほど薄うすい色しかない。

　生来とても臆おく病びようで、人間に飛びかかることなどないはずの性格をしている。それが朗清の頭上へ姿を現したことを思うと、それだけ見知らぬ人間の存在が怖こわかったのだろう。

　彩華が双頭蛇の心中を慮おもんぱかって視線を下げていると、安世が震ふるえる声で呟いた。

「…………委蛇いい？　まさか、双頭人面、紫の蛇など、本当に存在するわけが……」

　委蛇とは、その姿を見て生きていた者は世に覇はを唱えると言われる存在であり、為い政せい者の吉きつ兆ちようとも言える。

　確かに双頭蛇は、普ふ通つうの蛇に比べて目が人間のように正面を向いていた。彩華としては色が珍めずらしいだけの蛇なのだが、珍獣と言えば珍獣だ。いつの間にか庭に入り込んだ毒蛇が産んだ卵を、たまたま孵ふ化かさせて手ずから育てたにすぎない。

　それでも為政者となった朗清からすれば興味深い存在らしく、双頭蛇を凝ぎよう視ししていた。

　伝説の獣に出会えたという夢を壊こわさないほうがいいだろうか、と彩華が迷う内に、珍獣たちを回収すべく、老人たちが庭園へ降りていく。

　二門閣の正面には、人工の小川を跨またぐ弓なりの橋が架かかり、左手には閣に沿って湾わん曲きよくした溜ため池いけ。右手の離はなれた場所には、溜池に注ぐ小川の元である真円の池があり、どちらも草木が蔓延はびこって水面みなもに影を落としていた。

　不意に、溜池のほうを指して一人の兵が声を上げる。

「おい、亀かめだ！　とんでもなく大きな亀がいるぞ！」

「いや、あれは霊れい亀きだ！　見ろ、毛の生えた緑色の長い尻尾しつぽを持っている！」

「それはただの藻もの生えた亀です」

　訂てい正せいしてみるが、鎧よろいが擦こすれ合う音に彩華の声は搔かき消される。

「こっちの池には猿さるがいるぞ！」

「なんだあいつ？　膝ひざから爪つめが生えている？」

　亀がいる池とは別の真円の池を指して騒さわぎ声が上がり、反応した安世が盛大に眉まゆを顰ひそめた。

「膝から爪？　それは幼子を襲おそうと言われる水すい虎こかもしれませんな」

「いいえ。ただ騒ぎに立ち上がっただけの江獺かわうそです」

　確かく認にんして訂正してみるが、彩華の声をまともに聞く者がいない。

「わぁぁああ！　なんだあの大鳥は！」

「あの子は真ま孔く雀じやくと言って──」

「赤青黄、黒白、五ご彩さいが揃っている……っ。あ、あれは、鳳ほう凰おうだ！」

「いえ、赤みが強いくらいで、ただの孔雀……」

　木の上から滑かつ空くうするように二門閣の前を横切る、美しい孔雀。長く風に靡なびく尾お羽ばねを揺ゆらして木立の中へと消えていった。

　押し寄せる疲ひ労ろうに彩華が項うな垂だれると、朗清も疲つかれたような声を出した。

「なんなんだ、ここは……？」

「先ほど安世どのが仰おつしやっていたとおり、珍ちん獣じゆうを飼育する場所にございます」

「うむ、あぁ。そう、だったな……。いったい、どれだけの種類がいるんだ？」

　ふと、彩華は朗清が普通に話を聞いてくれていることに気づく。

　発言さえ拒きよ否ひされていた金烏館でのことが噓うそのようだ。

「うん、あれはなんだ？　あの老人たちが肉で誘ゆう導どうしている巨きよ大だいな……蛇か？」

「いえ、蛇ではなくただの大おお蜥蜴とかげです」

　彩華の答えと同時に姿を現した大蜥蜴を目にして安世が叫さけんだ。

「あんな大きさ、蜥蜴のわけないでしょう！」

　人間と同じくらいの腹回りに、尻尾まで入れれば人の身長など軽く超こえる長大な体。地面を踏ふむ太い四し肢しには鋭するどい爪が並んでいた。

「ですから、大蜥蜴です。正確には水みず大おお蜥蜴とかげといい、時には水中に潜ひそむこともあるのです」

　泳ぐ姿は悠ゆう々ゆうとして見み応ごたえがある。ただ今は正直、水に隠かくれる前に見つけられて良かった。

「水にまで住めるのか？　あれほどの威い容よう、いっそ、無角の龍りゆうだな」

　朗清の呟きに、狼ろう狽ばいしていた安世は大蜥蜴を改めて見た後、孔雀が隠れた木立を凝視して考え込む。朗清の兵も警けい戒かいは続けながら、中には好こう奇き心に目を輝かがやかせている者がいた。

　いけるかもしれない、と彩華は一人息を詰つめる。

　突とつ然ぜん廃はい園えんを言い渡わたされたことで戸と惑まどってしまったが、最初から、珍獣に興味を持ってもらい春霞宮の存続を願おうと、老人たちと相談して決めていた。想定していた状じよう況きようとは大きく違ちがうものの、当初の目的は達成されている。

「陛下、珍獣に関する記録は、全すべて春霞宮に保管してございます。母の代に移管されたのです。もちろん、飼育する珍獣の記録もございますので、お時間をいただけるようでしたら、全ての記録を隠さず提出させていただく所存にございます。まずは珍獣についてお知りになりたいのでしたら、金烏館にてお答えさせていただきたく」

　老人たちと相談して決めていた台詞せりふを状況に合わせて変えながら、嚙まずに言えたことで、彩華は心中密ひそかに喜ぶ。

　話し合いを仕切り直そうと、彩華は緊きん張ちように強こわ張ばった顔で訴うつたえた。硬すぎて無表情になってしまっている顔の中で、瞳ひとみだけは黒く濡ぬれて強い意志を感じさせる。

　そんな目で見上げられた朗清は、言葉に詰まった。

　やはり、金烏館で拒きよ絶ぜつした時ほどの冷れい淡たんさはない。彩華がもうひと押しになる言葉を考えていると、思わぬ方向から後押しがあった。

「よろしいのでは、陛下？　この状況でございますし、記録をすぐに用意するだけの人手もおらぬようですし？　待つ間に話を聞くならば、ここよりも前庭のほうが安全かと」

「安世……。お前が言うなら、そうしよう」

　何やら朗清と安世の間で、視線だけの意思疎そ通つうが行われたようだ。

　不安はあるが、摑つかんだ希望の端たん緒しよを離してはいけないと、彩華は唇くちびるを引き結ぶ。庭園の珍獣たちは老人に任せて、一人朗清たちを金烏館へ案内し直すこととなった。

　途と中ちゆう、二門閣の中で、安世が朗清へと囁ささやく。周りを鎧の音で囲まれているせいか、安世の声は本人が思うよりも大きい。

「陛下、これは思わぬ拾いものでしょう。瑞ずい獣じゆうを陛下が得たとなれば、旧臣たちからの非難を逸そらす大義名分に使えるかもしれませんぞ。瑞ずい祥しようを天よりの啓けい示じとして、改革の正当性を補強し、推おし進めるのです」

「しかし、珍獣は元より葉氏が集めていたものだ。この様子では記き憶おくしている者も少なかろうが、欺ぎ瞞まんがばれた時のことも想定すべきではないか？」

「何、瑞祥を疑い検証するなど天に唾つば吐はく行こう為い。何よりここには凶きよう兆ちようの類たぐいにも似た珍獣がおります故ゆえ。ここの瑞獣のみを陛下が手の内に収めたなら、残る凶兆に手を伸のばす者にはそれを理由として、相応の処分を下せば良いこと」

　身勝手な安世の言葉に、彩華は胸に湧わく怒いかりを抑おさえ込む。

　道具のように利用するだけの打算とは言え、興味を持たれていないよりもましなのだ。珍獣が健すこやかにすごすためには、珍獣の良さをなんとしても理解してもらわなければいけない。

　ふと彩華は、見知らぬ人間に囲まれるより、手のかかる珍獣たちとすごすほうが、ずっと心穏おだやかでいられることに気づく。

　気づいてしまえば現状が重く肩かたにのしかかり、彩華の意気を挫くじく。奮い立たせようと息を吸い込んだところで、朗清のすぐ側そばから情けない叫びが上がった。

「ふぁぁああ……っ、な、何かが、わ、わたくしの袖そでを嚙かんでおりますぞぉ！」

「落ち着け、安世。これこそただの蜥蜴だ。よく見れば、面おも白しろい顔をしているじゃないか」

「いやいや、陛下！　なんですかな、この大きさ。わたくしの二の腕うでくらいありますぞ。ぜ、全然袖を離さないのです」

　金烏館へ続く廊ろう下か。飾かざり窓の縁ふちに鉤かぎ爪づめのある足をかけているのは、黄みがかった鰐わに蜥蜴とかげという珍獣だ。凹おう凸とつのはっきりした[image: 鱗]うろこが特とく徴ちようで、水辺の生き物なのだが、どうやらこちらまで逃にげてきてしまっていたようだ。

　思えば二門閣と二門をしっかり閉じずに庭園に向かってしまった。他ほかにも庭園から移動してしまった珍獣がいるかもしれない。そう彩華が考えた途と端たん、飾り窓の向こうから、短く鳴き続ける甲かん高だかい声が上がった。

「また何かわからない生き物がいますぞぉ」

　どうやら動物が得意でないらしい安世は、うんざりした様子で外を指差した。

　地面に四つ足をついて飾り窓を見上げるのは、全体的には赤毛で、腹と足が黒く、顔には白い模様の入った猫ねこ熊ぐま。丸い目で人間を見返し、愛くるしく薄うす紅べに色いろの小さな舌を覗のぞかせている。

　甘えるように短く甲高い声を発する猫熊は、縞しま模も様ようの入った太い尻尾をくねらせ、大きな三角の耳を動かしている。猫よりひと回り大きく、熊のようにどっしりとした脚あしを持っていた。

　その猫熊が、突とつ然ぜん前足を高々と頭上に挙げて、後こう肢しで立ち上がる。短い脚を必死で挙げる姿は愛らしく、兵の中からも微かすかに笑いが起きた。

　次の瞬しゆん間かん、猫熊が口を開くと、頭上から激しい雷らい鳴めいの音が轟とどろく。

　人間はもちろん突然の雷鳴に身を硬くしたが、安世の袖を嚙んでいた鰐蜥蜴も、大きく口を開けて全身に力を入れていた。

「なんだ、今の雷鳴は？　今日は雲などなかっただろう！」

　驚おどろいた朗清が窓から空を見上げるが、やはり雷鳴を轟かせるような雲などない。

「ま、まさか……、今の雷鳴は…………」

　袖を取り戻もどした安世が、恐こわ々ごわと飾り窓から猫熊を見る。猫熊は何ごともなかったかのように四つ足をついており、見つめる安世に小首を傾かしげてみせた。

「雷鳴のような鳴き声を持つ、四足の獣、雷らい獣じゆう。そして、雷鳴を聞かなければ決して獲え物ものを離はなさない、雷らい公こう蛇だ…………？」

「ほ、本物の…………！」

　安世の言葉に兵たちがざわめく。

「いえ、ただの猫熊と鰐蜥蜴、と申し上げても聞いておりませんね。雷鳴の正体は……」

　彩華が窓から腕を出すと、羽ばたきが近づき、鮮あざやかな緑色の鳥が舞まい降りた。

　彩華の腕にとまって首を伸ばす鳥の羽う毛もうは、目の覚めるような緑の羽に、青みがかった部分もある。木の実のような赤い嘴くちばしを持ち、鳩はとよりひと回り小さいくらいだ。

　安世は、新手の珍鳥の姿に喉のどを攣つらせた。

「ひぃ、あれは……っ。紫むらさきと緑の羽、長い首、赤い嘴。伝承よりも小さいが、あの姿は鴆ちん！」

「鴆？　あの羽を漬つけるだけで毒酒を作れるという、毒鳥の？」

　確かに羽は青紫にも見えるが、鴆のような毒などないことを彩華は知っていた。

「そんな、違います。この子は輪わ掛かけ本ほん青せい鸚哥いんこの」

「ん？　なんと言った？」

　聞き慣れない名めい称しように、朗清が顔を顰しかめる。兵たちも毒どく蛇へびの次には毒鳥かと、眉み間けんを険しくして殺気を高めている。

「鸚哥、鸚哥という南方の鳥です。毒などございません」

　雷鳴の音に本能を刺し激げきされ、動きを止める動物は多い。そのため、鸚哥の声真似まねの習性を利用し、珍獣たちが喧けん嘩かなどをした際には、雷鳴を響ひびかせるよう躾しつけていたのだ。

「驚かせてしまい、大変申し訳ございません。お怪け我ががないようでようございました。それでは、参りましょう」

　厳しい視線から逃げるように鰐蜥蜴と猫熊も回収した彩華は、雷鳴の発生源がわかっているので動どう揺ようもなく金烏館への先導に戻る。

　逆にその落ち着き払はらった彩華の背中を見つめて、瑞獣や凶獣も本物ではないかと、低く囁きが交かわされていた。

「えぇ…………、それで、だな……」

　最初と同じように、平敷の座に腰こしを据すえた朗清の歯切れが悪い。柱の間に並んだ兵も、落ち着かない様子だ。安世に至っては、彩華の膝ひざにいる猫熊から目を離せなくなっていた。

　なんだあの公主と聞こえた気がした彩華だったが、朗清が動いたのでそちらに集中する。

　ただ、慣れない人間の相手に疲ひ労ろうする心を慰なぐさめるため、猫熊の柔やわらかな毛並みを撫なでる手を止めることはなかった。

「その、膝にいる珍ちん獣じゆうは……、先ほどのようなことを、頻ひん繁ぱんにするのか？」

　朗清の問いに、彩華は良心の呵か責しやくを覚えながら、表情には出さず答えた。

「頻繁というほどではございませんが、本日におきましては初めて見る人の多さに驚き、威い嚇かくをしただけのことにございます。ご覧のとおり、慣れた人間の手であれば、心許し身を任せ、決して傷つけることなどございません」

　もしかしたら、雷鳴を本当に猫熊の力だと考えているのかもしれないことは、反応を見れば想像がつく。もし本当だと信じて畏おそれ、春霞宮の取り潰つぶしを撤てつ回かいしてくれるなら、と期待を込めた答えだった。

　彩華の言葉を肯こう定ていするように、猫熊は膝から離れようとはしない。鸚哥は普ふ段だんよりも高く結ゆった髪かみが気に入ったのか、頭上で大人しくしている。鰐蜥蜴はじっと動かず肩に乗り、反対側の肩からは臆おく病びような双そう頭とう蛇だが髪に隠かくれて、二対の双そう眸ぼうで朗清を見つめていた。

「懐なつく、ものなのか？」

「はい。常つね日ひ頃ごろ、心を通わせ世話を続けるなら」

　彩華の答えに、安世が確かく認にんを取る。

「つまり、あなたなら、珍獣たちの世話も操縦もできると？」

　嫌いやな言い方だとは感じても、彩華は表情を動かさず淡たん々たんと肯定した。改めて今までにない数の視線に晒さらされると、緊きん張ちようが高まり表情も声も硬かたくなってしまう。

　その間に、また何ごとかを考える安世が、朗清へと耳打ちをする。

　応じて朗清は、窺うかがうように彩華を見た。

「……それも、一つの手、か」

「そのとおり。これならば一挙両得。庭園を見た時には無む駄だ足あしだったと落らく胆たんしたものですが、なんにでも利用価値というものはございますな」

　安世の言葉選びから、あまり良い相談ではないらしい。

　朗清も決断を迷うらしく、難しい顔で黙だまってしまった。

「陛下も故国からの申し入れに苦く慮りよなさっていたではございませんか。花は飾るだけでも良いのです。実をつける木は、陛下が望む良木を選ばれれば良い」

　朗清の反応の鈍にぶさに、安世は一度言葉を切ると、黙もつ考こうして説得の方向性を変えた。
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「これも、安あん寧ねいのため。山積した問題を片づけるには、まずこの都を安んじなければならないのです。そのために使えるものが無む為いに存在しているのなら、有意義に使うべきでしょう」

「そう、だな……。使える手が増えると思えば、悪いことではない」

　彩華も内心で、朗清の言葉に頷うなずく。

　この際、珍獣たちが権けん威いを喧けん伝でんするため利用されることを、受け入れてもいい。春霞宮を潰され、間接的に殺されるよりはましだ。

　元から公主としても忘れ去られた存在だった。春霞宮を所有する名分以外に公主の座への執しゆう着ちやくがあるわけでもない。

　できれば、珍獣たちの飼料の援えん助じよくらいは引き出したいが、彩華を見下ろす朗清は、まるで最初に金烏館で向かい合った時のように、何処どこか冷れい淡たんな雰ふん囲い気きを纏まとっていた。

　彩華も猫熊を撫でる手を止めて、朗清からの言葉を待つ。

　覚かく悟ごを持って朗清の言葉を受けた彩華だったが、その内容はあまりにも想定の埒らち外がいだった。

「後宮へと入れ、葉よう絹けん英えい。その際、瑞ずい獣じゆうであれば後宮での飼育を許可し、飼育に必要な環かん境きようを整えることを約束しよう」

　静まり返った金烏館に、朗清の声が波は及きゆうして消えた。

　朗清の言葉は、申し入れではなく命令だ。上位者のみに許される諱いみなをあえて口にすることで、彩華に拒きよ否ひ権がないことを告げていた。

　後宮に入れる、つまり妻とするという発言に、兵の間からも遅おくれて驚きよう愕がくの声が上がる。

「瑞獣、のみ……？」

　思わず漏もれた彩華の声に、安世が当たり前だと答えた。

「今のところ、龍りゆう一体に鳳ほう凰おう一羽、霊れい亀きにそこの委蛇、といったところでしょうか。他ほかにもいるようでしたら、言ってくだされ」

　つまり、凶きよう馬ばと言われた星斗や鴆と見なされた鸚哥は、受け入れを拒否するということだ。

　それでは、半分も連れて行けない。

　その上、安世は二門閣の中で不ふ穏おんなことを言っていた。

「…………この春霞宮は、どうなるのでしょう？」

　彩華は取り乱しそうになる自身を抑おさえ、少しの期待を込めて問う。

　春霞宮が存続する可能性があるなら、と。

「取り潰しは変わりませんが、即そつ刻こくというわけではないですな。あ、もちろん離り宮きゆうと珍獣は宗室の所有となりますので、勝手なことは考えぬよう」

　彩華が珍獣を生かすため余人へと譲じよう渡とするのは、凶兆であっても許さないということ。

　吉きつ兆ちようでも凶兆でもない珍獣も、春霞宮がなくなれば結局は住み処かを失なくし、死ぬしかない。

　しかも安世は二門閣で言っていた。凶兆に手を伸のばす者には相応の処分を、と。

　凶兆に手を出したと処分される人間が出れば、凶兆と言われた珍獣はどうなるのか。厄やくを祓はらうために、一いつ緒しよに処分されると見るべきだろう。

　罪もない、ましてや凶兆という無実の迷めい信しんで、家族同然に暮らした珍獣が殺されるかもしれない。

　考えた途と端たん、彩華は血の気が引いた。

　そんな彩華の気配の変化に珍獣たちは敏びん感かんに反応し、それぞれが口を開いて威嚇する。

　雷らい獣じゆうかもしれないと思っている兵たちは、猫ねこ熊ぐまの動きで緊張を一気に高めた。

　すると安世が、威嚇する珍獣から身を引いて、釘くぎを刺さすように言う。

「現状陛下に妃ひ嬪ひんはいらっしゃいませぬ故ゆえ、相応の位は授さずけますが、この離宮の所有を望むことのないよう、申し上げておきますぞ。先のとおり、先せん帝ていのために国庫の逼ひつ迫ぱくは深刻。まぁ、今の生活よりも良くはなりましょうが、弁わきまえた暮らしというものを心がけていただきましょう」

　彩華は公主として与あたえられる禄ろくのみを頼たよりに、春霞宮の維い持じに心血を注ぎ、珍獣たちを優先して暮らしてきた。

　後宮で皇帝のために身を飾かざる生活は、明日の食料を心配する必要も、荒あれる都の治安に心細らせる不安もないだろう。

　ないが、ただ、それだけだ。

　心配も不安もなくなると同時に、今体に寄り添そう温ぬくもりを発する珍獣たちがいないのでは、安らぎも喜びさえもなくなる。

「位が上がっても、禄が増えても、それじゃ意味がない……っ」

　彩華は自分にしか聞こえない声で心中を吐と露ろした。

　公主の位も妃嬪の位もいらないから、春霞宮の存続と珍獣の助命を申し入れたいというのが彩華の本心だ。

　それでも皇帝から直接命令された後宮入りを、拒否することはできない。

　この場で拒否したところで、皇帝に対する不敬を理由に並ぶ兵に殺されるだけだ。

　そうなってしまっては、春霞宮の取り潰しを回かい避ひするために動ける者さえいなくなる。

「さて、後宮入りとなると、先帝のほうにも使者を発さねばなりませんな」

「あぁ、すでに両親は……。後見は先帝本人なのか？」

　拒否することなど考えていない、できないとわかっている朗清と安世の会話に、彩華は思い余って声を上げた。

「私は、亡父の祖そ廟びよう守もりをいたしたいと存じます！」

　彩華の言葉は、太陽の化け身しん、金きん烏うを描えがいた天てん井じように高く木霊こだまする。

「…………はぁ？」

　誰だれからともなく上がった疑問の声に、彩華は硬い声こわ音ねで訴うつたえた。

「先々帝であった父の祖廟は、宗室である葉氏皇帝の廟にございました。ですが今、宗室の祖廟はすでに高氏のもの。宗室ではなくなった今、父たる先々帝を祀まつる廟はなくなり、子も女児のみで、穢けがれなく心しん霊れいに仕えられる者は私のみにございます」

　昭季公主と呼ばれたように、彩華は季が示す、四番目の子女。上三人の姉はすでに結けつ婚こんしており、祀るのは婚家の廟だ。

　葉氏として先々帝を祀ることができるのは、未婚の彩華のみ。

　祖廟守は先祖の霊を慰めると同時に、災いを起こさぬよう、怨うらみ呪のろわぬようその身を捧ささげて鎮ちん魂こんに生しよう涯がいをかける。つまり、彩華は生涯未婚を貫つらぬきたいと、皇帝に申し立てたのだ。

「祖廟守、祖廟守……か。孝徳の志、だな」

　確かめるように呟つぶやいた朗清は、彩華の申し出を一いつ蹴しゆうできない。

　親への献けん身しんは、孝徳として徳目の中でも上位に位置する。世間的に正しく、己おのれを犠ぎ牲せいにして尽つくすと表明した彩華の申し出を、力ちから尽ずくなら覆くつがえすことはできる。不快を理由にこの場で彩華を手打ちにしても、朗清は許される。

　許されるが、後々の面めん倒どうを考えれば、この場で彩華を責めることはできない。

　皇帝の命令とは言え、祖廟守の申し出を却きやつ下かしては世せ間けん体ていが悪く、彩華の孝徳の道を閉とざして後宮に入れたとなれば、非難は免まぬがれ得ないのだ。

　瑞獣を大義名分として得ながら悪評がついては、瑞獣を手にする意味が半減してしまう。

「考えましたね……」

　舌打ちするように口を歪ゆがめて、安世が呟く。

　注がれる朗清の視線に、彩華は瞬まばたきさえせず動かなかった。

「翻ほん意いはない、か」

　沈ちん黙もくの中、諦あきらめたような朗清の声が広がる。

　この日、叔父おじを帝位から追った新帝と顔を合わせた彩華は、珍ちん獣じゆうのため、意に染まない求婚を正面から叩たたき返してしまった。
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　皇帝である朗清たちが帰り、彩華は庭園の奥、生活の場である内院で長ちよう嘆たん息そくした。

「……泣きそう…………」

　石いし畳だたみの敷しかれた内院は、北に春霞宮で最も大きな御ご殿てんを有し、そそり立つように湾わん曲きよくした屋根の軒のき飾かざりも優美。庭園とは白い塀へいによって隔かく絶ぜつされ、春霞宮の風ふう雅がさを留とどめている場所だ。

「だから言ったんだ。皇帝がわざわざ来るなんて、いい報しらせのはずがないって」

　屋外に据すえられた石せき卓たくと揃そろいの椅い子すに座る彩華の前には、幼おさな馴な染じみであり武官の趙ちよう相そう真しんが立っている。

　相真はこの春霞宮に仕える老趙の孫で、幼い頃ころは老趙と共に珍獣の世話をしてくれていた。

　今は大人となり武官として宮城に勤めているが、時間があるとこうして顔を見せては昔のように手伝いをしてくれるのだ。

「その上、こいつらが悪戯いたずらして閂かんぬきと戸を全すべて開けるなんて、あり得るってわかってただろ。皇帝と直接会うより、まず文面で詰つめたほうが良かったんだよ」

　彩華から成り行きを聞いた相真は、憤ふん懣まんやる方ないと言わんばかりにいきり立っている。

　そんな相真の片手には荒あら縄なわが握にぎられており、その先には不ふ機き嫌げんそうに荒縄に爪つめをかける赤あか狐ぎつねがいた。

　珍獣に与えた芋いもを盗ぬすんで追い詰められていたところを保護した元野の良らの狐で、今回珍獣たちの飼育部屋の戸を開けた悪戯者である。

　野性の荒波に揉もまれて育ったため賢かしこく、その賢さ故に閂を外すことを覚えてしまっていた。

　いちいち尤もつともな相真の指し摘てきに、彩華も嘆息するしかない。

「そう、ね。お持て成しをするつもりで宴えん席せきも用意したのに、無む駄だになってしまって……」

　相応の準備をしたつもりだったのに、何一つ上手うまくいかなかったような気がする。

　目を潤うるませ俯うつむく彩華に、幼馴染みの気安さで苦言を呈ていしていた相真も視線を泳がせると、慰なぐさめるように声をかけた。

「えっと、ほら。彩華さまが気合い入れてこれだけ粧めかし込んだから、後宮入りなんて話も、出たの、かも？　そ、それがどうしたってわけじゃないけど、えっと」

　朗清が帰ってからまだ着き替がえていない彩華の装いは、伝統的な礼服である上じよう衣い下か裳もであり、女性の基本形の襦じゆ裙くんを纏まとっている。

　袖そでのない打うち掛かけである半はん臂ぴは薄うす桃もも色いろで、表面には金糸の色取り。上衣の襦は大たい紅こう色しよく。襟えりと袖の縁ふち取どりに入れられた翠すい緑りよく色しよくは、下裳である裙と揃いの色だ。腕うでにかける帯状の薄うす織おりである披ひ帛はくは透すける黒。白い大帯の上から巻いた黒い布帯が全体を引き締しめ、前まえ掛かけの蔽へい膝しつの緋ひ色いろと、半臂の裾すそから覗のぞく紐ひも飾かざりである綬じゆの緑が装いの華はなやかさを引き立てながら、伝統的な落ち着きを与えていた。

　ふと彩華は、纏まりのない言葉を連ねる幼馴染みを見上げて朗清の言葉を思い出す。

「それより相真、戦場で陛下と出会っていたなら、教えてくれても良かったと思うの」

「それよりって……。いや、出会ったなんてもんじゃないだろ。こっちは必死で敗走してんだぞ？　星斗見ると騒さわがしくなるのは知ってたけど、龍りゆう馬まの将なんて呼ばれてたのも初耳だ」

　相真は凜り々りしい顔つきを不機嫌そうに顰しかめて言った。

　首の後ろまで長く布の垂れた幅ふつ巾きんを被かぶる相真の髪かみは赤みが強く、特とく徴ちよう的な模様のある星斗に乗っていれば印象にも残るだろう。

　龍馬、的てき盧ろ馬ばと呼ばれた星斗を借り、戦場に立った武官はこの相真だ。朗清が皇帝となった後も、国軍はそのまま残されたので、相真は今も宮城に仕えている。

「武官って言っても、軍事の文官でしかないから、戦場には立たないなんて言っていたのに。どうして相真と星斗が見覚えられるようなことになったの？」

「……俺が管理する兵ひよう糧ろうも、非ひ戦せん闘とう員いんも全て置き捨てて、将軍が逃にげやがったからだよ」

　彩華は詳くわしく聞こうと見上げたが、渋じゆう面めんになった相真のほうが先に言葉を発した。

「もう終わったことはいいだろ。それより、彩華さま。春霞宮も地位も据え置きになったはいいけど、このままってわけにはいかないぞ？」

「えぇ。陛下は、私がいなければ珍獣を、いえ、欲ほつする瑞ずい獣じゆうを御ぎよしきれないと見て、廃はい園えんにすることを保留なさったにすぎないのよね」

　春霞宮を存続させる理由が朗清にはなく、公主として与えられていた禄ろくがなければ彩華も春霞宮を維持できない。

　このままなら、いずれ珍獣の飼育は破は綻たんする。

　幼馴染みであり二つ年上の相真は、職を得て春霞宮を離はなれた今も、彩華の悩なやみに耳を傾かたむけ、共に解決しようと親身になってくれていた。

　彩華はそんな相真を見上げて、自らも成人した大人として判断すべきだったと後こう悔かいする。

「…………いっそ、後宮入りを受けていたほうが良かったのかしら」

「はぁ……？　なんでそうなるんだ？」

　声を裏返らせる相真の激しい反応に、彩華は頰ほおに手を添そえて考えを伝えた。

「後宮に入れば、妃ひ嬪ひんとして禄が貰もらえるでしょう？　生活の保障がされるなら、禄は全て春霞宮に残す珍獣たちの世話に充あててもらったほうが、良かったかと思ったのだけれど」

「いや、ここはどうあっても潰つぶすって話だったんだろ？　だったら延命にしかならないし、だいたい、瑞獣だけ後宮で飼うなんて無理だってわかってるだろ」

　共に珍獣を育てたからこそ、相真は朗清の提案の問題点を指摘する。

「……瑞獣と言えば白びやつ虎こも、そうよね」

「あと、百獣の王と言われる獅し子しな。瑞獣しか受け入れないなんて言うなら、猛もう獣じゆう従えてから言ってみろって。ま、珍獣の名めい簿ぼ渡わたしたなら、なんで宮城じゃなく離り宮きゆうに隔かく離りしたか理解して、今いま頃ごろ頭抱かかえてるんじゃないか？」

　いい気味だと言わんばかりに、相真は笑った。

　朗清たちが聞いた虎とらの声は、四神とも呼ばれる白虎なのだ。

　実は庭園の中にはあの時、虎と獅子が逃げ出していた。

　たとえ生まれた時から世話をする彩華であっても、猛獣に襲おそわれる可能性はある。春霞宮でことなきを得ているのは、彩華が珍獣と暮らす中で確立した飼育方法を実じつ践せんしているため。

　この春霞宮でなければ猛獣を御しきれないと知らず、朗清は命じていたのだ。

「ちゃんと説明ができたら良かったのだけれど、慌あわててしまって……。祖そ廟びよう守もりなんて言い訳しか出てこなかったの」

　咄とつ嗟さのこととは言え、何故なぜ祖廟守なのかと、今さらながら彩華は懊おう悩のうする。

　もちろん、祖廟守になりたいという彩華の意志表明に対しても保留が言い渡されていた。

「いや、それは断って正解だ。使えそうだから後宮に入れてやるなんて、そんなふざけた申し出、叩き返して蹴けり入れてもいいくらいだ」

「相真、そんなことを言ってはいけません」

　普ふ段だんよりも激しい語気に、彩華は窘たしなめるが、相真は拳こぶしを握って反論する。

「いいや、彩華さまは春霞宮から離れたことがないから、危機感薄うすいんだ。禅ぜん譲じようこそ無血で済んだが、まだ乱世は終わってない。武装を解かない小国もあれば、禅譲を不当と非難して不ふ羈きを表明する国もある」

「まぁ、藍陽の外ではそんなことが？」

　彩華は生まれこそ後宮だが、目も開かない内にこの春霞宮へ母と共に移った。用件があれば人がやって来る公主という地位のため、春霞宮の外も満足に歩いたことはない。

　そんな彩華は都の様子にさえ疎うとく、共に住む老人たちから噂うわさを聞くか、こうして相真から伝え聞く話でしか、春霞宮の外を知らなかった。

「先せん帝ていの時から続発した地方での農民反乱は、秋の収しゆう穫かくを前に自然終息したんだけどな。根本的な争いの火種は、王朝交代だけで消えるわけじゃない」

　皇帝を頂点とした国土の中に、自治を許された国が存在し、国には王が据えられている。皇帝の近親者は王として領地を治めていたが、王朝の交代によって葉氏の王は罷ひ免めんされた。

　葉氏の王がいなくなった今、王を名乗って己おのれの国を保つのは、かつて葉氏が王朝を建てる際、勲くん功こうをもって王位を得た功臣。世せ襲しゆうを許され長く王として領地を守るため、一代限りの葉氏の王と違ちがって下手に王位を奪うばおうとすれば、国一つが敵に回ることになる。

「何より今地方じゃ、国境付近で異民族に占せん領りようされてる地域もある。このまま手を打たないと、また地方の反乱が始まるぞ。そんないつ潰れるかわからない後宮に入ろうなんて考えるな」

　強い言葉で反対する相真は、拳を握っていない片手で石卓を叩たたく。

「それに、無血開城って言っても、軍事力で脅おどし取っただけっていう見方する奴やつもいる。藍陽の奴らも、田舎いなかからよくわからない将軍がやってきて、先帝追い払はらって新しく皇帝になったらしいなんて、曖あい昧まいなまま冬に占領、春に即そく位いして半年だ」

「そんな……、陛下はこの半年、能のう吏りを得ようと広く採用の手を広げていると──」

「能吏を得たとして、それを上手く使えるかは別問題だ。都入りしてから、陛下が率いてきた兵の一部が、夜市なんかで乱暴狼ろう藉ぜきを働いてるって噂もある。先帝の時はそりゃ、藍陽の市政に回す金渋しぶったなんて不満言う奴はいたけど、今の皇帝は軍を連れてるってんで文句を言うことすら憚はばかるようになってる」

「今日見た兵は、私語は多かったけれど陛下の下もとに統制されていたように見えたのに」

「側そば近くに置いてるなら、それだけ陛下の息に染まってる精兵なんだろ。それより下が問題ってことだ。人を上手く使えないんじゃ、皇帝を名乗る資格自体怪あやしいかもな」

「けれど、地方の混乱を収めるために改革に前向きなお方だと……。だったら、時と共に兵の横暴も鎮しずめられるのではない？」

「なんか妙みように肩かた持つな、彩華さま……」

　何処どこか拗すねたように呟つぶやく相真に、彩華のほうこそ困こん惑わくしてしまった。

「……能吏の登用も、改革の動きも、前王朝からの旧臣や戦った国軍を許して今なお職務を全うさせる恩情ある指示も、全すべてあなたが私に教えてくれたことでしょう？」

　朗清が皇帝として立った時、悪いようにはしないはずと言って慰めてくれたのが、相真なのだ。そう指摘した途と端たん、相真は耳を赤くして口くち籠ごもる。

　当時は武官である相真の身も心配だったが、彩華は都を追われ、遠くへ行ってしまった叔父おじである先帝の身も案じ、不安が尽つきなかった。

　半年が経たち、葉氏には身分を失った者もいるが、葉氏であるというだけで粛しゆく清せいされた者はいない。相真が言うとおり、軍を率いて皇帝となった朗清だが、何ごとも力ちから尽ずくで推おし進めるような暴の者ではないと、彩華は納なつ得とくし、今日を迎むかえたのだが。

「は……っ。相真、あなた。宮城で何か異変でもあったの？　あなたの功労を何一つ評価しない上司がいると言っていたわね。あの方と何か、いえ、あの方を陛下が重用する動きでも？」

　心底心配して想像を飛ひ躍やくさせる彩華に、相真は手で顔を覆おおって上を向いてしまった。

「後宮入りって、つまりは、求きゆう婚こんされたんだろ……。そこらへん、そんなすんなり受け入れるのかよ…………。そんなに、あの皇帝、気になってんのか？」

　呻うめくような相真の問いに、彩華は意図がわからず小首を傾かしげた。

「姉上方は、十五で簪かんざしを挿さすと同時に結婚なさったでしょう？　私も、そういう話が来てもおかしくない歳としだと、思うのだけれど」

「そうじゃなくてぇ……」

　今度は石せき卓たくに両手を突ついて項うな垂だれる相真。赤あか狐ぎつねが下から相真を見上げた後、毛け繕づくろいをするように前足を上げる。その姿は何処か、忍しのび笑いを漏もらす人間のようだった。

　彩華は気になったが、今の状態では聞いても答えてはくれないだろうとぼんやり考える。

「誰だれでもいいのかよ、彩華さま？　その、結婚したい相手の理想みたいなもん、ないの？」

「そうね、考えたことがないわ。先帝陛下がお命じになった方に降こう嫁かするものだと思っていたし。相真に言われるまで、緊きん張ちようがすぎて求婚されたという意識がなかったもの。ただ……陛下への輿こし入いれには、今回のことで少し、恐おそろしく思う部分があるわ」

　残す珍ちん獣じゆうへの心配もあるが、ふと見せる冷れい淡たんな眼まな差ざしや身に纏まとう張り詰つめた空気が、拒きよ絶ぜつされているようで近寄りがたい。

　そう彩華が零こぼすと、項垂れていた相真は途端に顔を上げた。

「うん、そうだ。どうせ彩華さまを後宮にって言ったのも、瑞ずい獣じゆうを手に入れるついでだし、葉氏の妃を迎えれば、禅譲が平和的に行われたって宣伝になるし。そんな打算で命じられた婚こん姻いん、結ばないほうが正解だ！」

　一変して元気になった相真に、彩華の困惑は深まるばかり。

「そうか、結婚自体に忌き避ひ感がないし、相手に大きく望むこともないなら、俺も…………」

　相真が口早に呟くと、音もなく背後に忍び寄る老趙が、皮の厚い手で腰こしを叩き払った。

「痛……っ、てじいちゃん。いきなり何するんだよ。その音消して近づくのやめてくれよ」

　孫の泣き言に、古ふる強つわ者ものである老趙は鼻を鳴らす。片手には、今回の珍獣脱だつ走そうのもう一匹ぴきの首しゆ謀ぼう者である、茶虎の猫ねこをぶら下げていた。

　許しを請こうように高くか細い声を上げる猫を無視して、老趙は白くなった眉まゆを上げた。

「なぁにを身分不相応な妄もう言げんを吐はくか、和わ正せい。そんな夢はな、軍に趙和正ありと謳うたわれるくらいになってから口にしろ！」

「……じいちゃん。身分弁わきまえて諦あきらめろとは言わないんだな？」

　何やら祖父と孫で、熱く視線を交かわし始める老趙と相真。

　老趙の手元では、首根っこを摑つかまれた猫が、怒おこられるとわかっているらしく、子猫のような声で解放を求め続けていた。

　幼い頃ころから男同士の話とやらをすることのある祖父と孫なので、彩華は特に口を挟はさまず仲の良い姿から視線を外す。

　相真の足元では、赤狐が不ふ貞て腐くされた様子で伏ふせていた。

「ふふ、まるで昔の私と相真みたい」

　彩華は幼い日、一度だけ相真に連れられ大人に黙だまって外へと出たことがある。

　相真の友人と遊ぼうとしたのだが、それまで春霞宮から出たことのなかった彩華は、知らない子を怖こわがって泣いて帰ってしまったのだ。

　春霞宮から抜ぬけ出した上に泣いて帰ったことで母は狼ろう狽ばいし、老趙は赫かく怒どして二度としてはいけないと叱しかった。老趙のお説教を前に、相真は何も悪いことはしていないと不貞腐れ、彩華は気持ちを言葉にもできず泣き続けていたのを覚えている。

　ただ友人と遊ぶために引き合わせた相真の気き遣づかいを無下にした上に、上手うまく相真を庇かばえずにいた自分が情けない。

　そう思えば、昔の自分たちに重なり、赤狐と茶ちや虎とら猫を叱りにくい心境になってしまった。

　彩華は過去の罪悪感と現状への気落ちを紛まぎらわすように、傾かたむき始めた太陽を見つめる。

　春霞宮の存続や公主としての身の振ふり方、危険な悪戯いたずらをした猫と狐の叱り方など、頭を悩なやませる問題の多さに、彩華は一人長ちよう嘆たん息そくを繰くり返した。
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　三重の城じよう壁へきに囲まれた都の中、一番内側に築かれた城壁は、皇帝の住まいを守る防ぼう御ぎよの要かなめ。

　水運を発達させた藍陽には、古都のような条じよう坊ぼうの壁かべはない。その代わり、血管のように張り巡めぐらされた水路と橋が大小幾いくつもあり、皇帝の住まう居城の周辺には大きな濠ほりと半円を描えがく白い橋が造られていた。

　比して宮城は伝統的に造られており、左右対たい称しようで整然と官庁が並んでいる。

　中でも宮城の中央に位置し、金色に塗と装そうされた瓦かわら屋根が腕うでを広げるように天へと伸のび上がる建物は威い容ようを誇ほこった。皇こう帝ていの執しつ政せいの場である宮きゆう殿でんは、紅、藍あい、金と彩さい色しきも鮮あざやかに贅ぜいを凝こらした装そう飾しよくが目立つ。

　そんな華か美びな宮殿の中、紫し檀たんの椅い子すに座る朗清は、落ち着かない様子で座り直した。

「まだ慣れませぬか、陛下？」

　必要な書簡を、山と積まれた巻物の中から探す安世の問いに、朗清は苦く笑しようを返した。

「使えればいいという態ていで、壊こわれてもいいような家具しか使ってこなかったからな。どうも武骨な俺には居い心地ごこちが悪い」

　材料も装飾も造りも、全てが一級とわかる調度に囲まれ、安世と故国から共に戦った側近しかいない気安さにそう心中を吐と露ろした。

　朗清の愚ぐ痴ちに、安世も皮肉な笑えみを浮うかべて応じる。

「先帝の趣しゆ味みで、調度はほぼ一新されていますので、文句ならばどうぞ先帝へ」

　決して調度の趣味が悪いというわけではない。どころか、一級品とひと目でわかる確かな芸術性と統一感は、皇帝の執務室としては文句のつけようがない。

　問題なのは、これだけの調度を揃そろえるために、先帝が国庫を浪ろう費ひしたという事実だった。

「こんな物に金を注つぎ込むくらいなら、国軍に回して反乱や異民族の侵しん攻こうを止める一助にでもすればいいだろうに」

　朗清は今、地方の軍から送られて来た陳ちん情じように目を通している。何処も物資が足りないこと、士気の低下が著いちじるしいこと、兵の疲ひ労ろうが激しく防衛さえままならない苦境が綴つづられていた。

「改革が動き出す前に、国土は三分の一消失するんじゃないか？」

　朗清はあえて他人ひとごとのように冗じよう談だんめかすが、あまりの笑えなさに本人も渋じゆう面めんとなる。

　何処どこも逼ひつ迫ぱくしている。先帝の悪政を乗り切った今、もはや地方は体力の限界だ。中央から地方へと支し援えんを行い助けるべきだとわかっているが、中央にもそんな余よ裕ゆうはなかった。

「労ろう役えきの免めん除じよ、納税の免除、開かい墾こんの奨しよう励れい、防備拡かく充じゆう、国軍の派は遣けん」

「どれも、先立つものがありませんな」

　つまりは、金だ。

　そうして愚痴は、最初の調度への文句に戻もどる。

「いや、問題はこの藍陽から動けない現状、か……」

　朗清は進退窮きわまった地方の戦線の様子に目を落とし、嚙かみ締しめるように呟つぶやいた。

　将としての経験を積んだ朗清なら、窮きゆう地ちに陥おちいった地方へ軍を率いて支援に向かえる。直じかに目で見れば、戦場における一番の問題点を洗い出すこともできるだろう。

　芸術的な机に向かって文字を追うことの、なんともどかしく雲を摑むような実感のなさか。

　そんな摑めないものの最たるものとして、脳のう裏りに浮かぶ人物がいる。

「…………葉よう士し倫りん……」

　本心の見えない笑みを浮かべた先帝の子息を思い描けば、安世も苦々しげに言った。

「全く面めん倒どうですな。まさか奢しや侈しに溺おぼれた葉氏で、科挙に合格できる頭脳の持ち主がいるとは」

　安世が顔を顰しかめるのは、己おのれよりも若く、一度の受験で科挙という難関を突とつ破ぱした相手への嫉しつ妬と以上の感情による。それは怨えん恨こんだ。

　地方で暮らした朗清も葉氏に対する思いは同じで、苦々しげに口角が下がっていた。

「政治の中心に葉氏が残るのも面倒だが、地方に出して勝手をされるのも困る。その上、この人手の足りない中で能力だけはあるから、使えないことが腹立たしい」

　朗清が己の心中を口に出せば、安世も同じ考えであるらしく、さらに嫌いやそうな顔をした。

「あれはとんだ毒どく蛇へびですぞ。大人しい今は暗がりに隠かくれて獲え物ものを狙ねらっているにすぎません。陛下の即そく位いからすぐには、自じ滅めつしそうな旧臣たちもいたというのに。あの葉士倫が及きゆう第だいしてから、明らかに動きが変わりました」

　科挙とは、生まれの貴き賤せんに拘かかわらず、誰にでも官かん僚りようへの道を開く登用試験だ。もちろん元宗室にも科挙を受ける権利はあり、科挙で合格したからには登用しなくてはならない。

「これでは、なんのために葉氏を廃はいしたかわからないな」

　一将軍である朗清が王に望まれるほど、地方は荒あれていた。

　故国を守るには皇帝という上位者に問題を突つきつけ、改善を強要しなくてはならない。そう思い決めて朗清は軍を起こした。

「俺は故国を、延ひいてはこの国を救うために軍を発して藍陽を包囲した。結果、こうして己の手で国を導けるようになったはずが、ままならないな。……だが、この程度で国を、民たみを、命を諦めるつもりはないぞ」

　朗清は宙に伸ばした手を、決意と共に握にぎり締める。

　揺ゆるがない決意に、安世も強く頷うなずいた。

　とは言え、事態は深刻だ。冬に悪政を敷しいた葉氏を排はい除じよし、春に即位してからは改革に突き進むつもりだったが、秋を前にした今、現状を打破する手が打てなくなっている。

　足並みを揃えた旧臣は、よりによって改革の準備をする安世の邪じや魔まを始めたのだ。

　一人ずつが勝手に動くなら切り崩くずすのも楽で、補ほ充じゆう人員の確保も少しずつでいいが、団結されてはそう簡単に排除もできない。

　先日の朝議では、安世が提出した改革のための法改正の草案を、誤字があるというだけで審しん議ぎ拒きよ否ひをして叩たたき返した。

　安世の後ろには皇帝がいるので、やっている邪魔は改革を遅おくらせる程度のもの。ただ、地方がいつ倒たおれるかわからない現状、改革の遅ち延えんは朗清の治世を揺るがす可能性も十分にあった。

「勇将である陛下が自ら兵を率いて地方へ向かえば、戦意高こう揚よう、地方の活性化、治安回復など解決できる問題は幾つもあるというのに」

「それをさせないために、宮城の中に不ふ穏おん分子を維い持じしていると考えるべき、か」

「さらに面倒なのは、都の人間の度し難がたさですな。わたくしは葉氏の悪政が身に染しみておりますが、ここは先帝がおりました。住む場所にまで無体を働くほどではなかったのがなんとも」

　先帝の悪政は疑いようがない。ただ、その被ひ害がいに遭あった者は誰だれかと言えば、地方の民なのだ。わかりやすく言えば、藍陽のような大都市などは先帝の悪政による影えい響きようが薄うすいまま今に至る。

「地方では反乱が起こるほど怨えん嗟さの声が上がっていたにも拘らず、藍陽は俺が軍で包囲を敷くまで日常が保たれていた。藍陽の人間からすれば、俺はならず者なのだろう」

　先帝の悪政による反乱の噂うわさは都にも届いている。ただ、実際被害に遭っていない藍陽の人間は先帝を恨うらむ気持ちなどなく、朗清という新帝に対する不信の声さえ聞こえるほどだ。

「……いっそ、道理を弁わきまえない旧臣が、陛下に喧けん嘩かを売ってくれませんかね」

　安世の冗談に、朗清も室内にいる側近も笑った。

「その時には喜んで買ってやろう。うるさい旧臣も排除できて、家財を押収、国庫を補ほ塡てん。こちらとしては何も困らない。いや、人手が足りなくなるのは問題か」

「改革の足を引っ張ることに心血を注ぐ害悪は、いなくてよろしいかと」

　目を据すわらせる安世は半分本気だろうが、理性的な意識の半分ではそうなった時、自身が過労で倒れることもわかっているのだろう。

　ここのところ安世はまともに食事の席についていない。腹持ちのいい小麦粉の焼き菓が子しを合間に食べているだけだと、朗清は知っていた。

「あんなのでも、旧臣たちは国を運営するためには欠かせない人手だ。今切り捨てては傾きかけているこの国が立ち行かなくなる。……とは言え、現状を維持するだけでは、近い内にまた農民反乱が起こるだろう」

　軍を率いた朗清は、戦争で最も死にやすいのが徴ちよう兵へいされた民だと知っている。その民が守られもせず死ぬだけだと現状を悲観すれば、死ぬ気で国に牙きばを剝むくことも知っていた。

　この都で生まれ育った先帝は、そうした決死の民に追われたと言ってもいい。

　皇帝を守るはずの国軍が、地方で続発した農民反乱を鎮ちん圧あつするため疲ひ弊へいしていたのだ。

　優すぐれた将軍とは言え、朗清が連戦連勝を続けられたのは、戦った時すでに国軍の機能が低下していたことによる。

「明日は我が身、か……。藍陽では最初からあまり歓かん迎げいされていないというのに、妙みような噂が聞こえるのは、俺への不満の表出だろうか？」

　人手が足りず、皇帝自ら物資補充の優先順位を書き出し清書に回しながら、朗清は呟く。

「噂？　あぁ、あの陛下の兵が狼ろう藉ぜきを働いているというものですな。しかし、あれは実のない噂ではありませんでしたか」

「そうだ。配下は全すべて調べた。噂の元にならぬよう、宮城からの妄みだりな外出も禁じている。夜市での騒さわぎに関わった者がいなかったのは確かだが、何故なぜか噂は消えない」

　新帝に対する不満を、実のない噂で発散しているのかと考えた朗清だったが、安世は厳しい表情を浮かべた。

「確か、調べを行った結果も、夜市には通達したはずですな？　それでも消えないとなると、何者かが故意に噂を流る布ふしている可能性がありましょう。新手の改革妨ぼう害がいかもしれませんぞ」

　朗清の周囲にいる者の評判を落とし、朗清自身にさえ不信感を抱いだかせる。回りくどいが、改革を遅延させ、先帝時代から続く賄賂わいろの供給源を保ちたい旧臣からすれば悪い手ではない。

　要は、また農民反乱が起こって朗清の治世を揺るがすまで時間を稼かせげればいいのだから。

　その後、国が滅ほろびるような凄せい惨さんな状じよう況きようが訪おとずれることなど想像しない、現状を維持できればいいという、発展性も危機感もない旧臣なら、やりかねない手だと思えてしまう。

「頭の使い方を、間ま違ちがっているだろ……っ。いったい奴やつらはなんのために士大夫になった？　民草の死に絶えた荒こう野やの国になんの意味がある」

　思わず吐はき捨てた朗清に、その場の誰もが頷く。

「はぁ…………、皆みなには苦労をかける。これも、俺の人徳のなさか」

　皇帝となった今、朗清は切実に能力のある人間を欲ほつしていた。

　戦う能力ばかりを見て周りに人を集めていた過去の自分を、非難したくなるほどだ。

「陛下、胸中察して余りあることではございますが、お言葉はお選びくだされ。決して、現状は陛下の不徳などではございませぬぞ」

　信しん頼らいできる文官がいないため、一番の皺しわ寄よせを食っている安世が、責めるでもなく窘める。

　朗清は今さら過去を悔くいる不毛さに苦く笑しようし、威い厳げんづけに似合わない顎あご髭ひげを生やして、なおも旧臣たちに立ち向かう安世を見た。

「安世、改革は、お前が頼たよりだ。この国を死なせないため、やり遂とげるぞ」

「わかっております。わたくしも陛下に上奏した理想を現実にするためいるのです。まだ準備段階。こんなところで折れるわけにはまいりませんぞ」

　戦場に立ったことはないと聞く安世は、それでも目に闘とう志しを湛たたえていた。

　皇こう帝ていとなった朗清は、政治を任せられる人材がおらず、能のう吏りを募つのった。

　科挙に合格した士大夫なら、中央地方を問わず、隠いん居きよした士大夫にまで広く上奏を募って選び出したのが安世だ。

　安世は地方官吏で、先帝の悪政に各地が荒れる中、管かん轄かつ地域を荒らすことなく守った実績があった。何より朗清が目を留めたのは、改革の断行を強く推おし、必要な道筋と何故必要であるかを地方にいるからこその経験で説得する、文面からさえ感じられる熱意のためだ。

「今が苦しくとも、これも天命でしょう。陛下こそ、皇帝となるべきお方と、天が助けた証あかし。そうでなければ、皇帝の悪政で国軍が疲弊し、大臣は権力を失い、側近さえも発言権を失なくすなどというふざけた事態にはなりませぬ」

　思わず、朗清は笑ってしまった。

　安世の言葉は、まるで先帝が望んで国を滅ぼそうとしていたようにさえ聞こえる。

　皇帝となる準備が不足していながら、朗清が皇帝となれたのは、先帝の周囲に禅ぜん譲じようを止めることのできる者がいなかったからだ。そうした者たちを、先帝は悪政によって疲弊させた。

　帝位を望む葉氏の王も、先帝以上に力を持つ後見はおらず、先帝の独断で禅譲は行われたのだ。だからこそ、先帝は己のみが可愛かわいいと揶や揄ゆされる。

「葉氏などに天下の裁量を任せるのは、もはや天に背そむく行いですぞ」

　安世が葉氏を嫌きらうのは、地方官吏をしていた時分に辛しん酸さんを舐なめさせられた実体験からだ。その分、清せい廉れんであろうとする意志が強く、翻ひるがえって発言が嫌いやみにもなる。

　ふと、朗清は昨日会った公主を思い出す。

　朗清には拒きよ絶ぜつするような硬かたい表情しか向けなかったが、珍ちん獣じゆうに触ふれている時には、純じゆん粋すいな少女らしく目元を緩ゆるめていた。

「そうか、従兄弟いとこ同士か」

　士倫と彩華の関係を思い描えがき、朗清は苦笑する。

「葉氏は癖くせが強いな」

「そんな可愛いものではないでしょう。陛下もあの離り宮きゆうに飼育された珍獣の名めい簿ぼをご覧になったではありませんか」

「あぁ……、あれか…………」

　げんなりとした安世の声に、朗清も目を通した時には頭を抱かかえた文字の羅ら列れつを思い出す。

「虎とらに、獅し子しに、熊くまに、狼おおかみ……。しかも狼以外は番つがいで献けん上じようされていたとは、なんの冗じよう談だんだ？」

「都で猛もう獣じゆうが繁はん殖しよくしていたとは、いやはや……。すでに番は三、四十年の月日で寿じゆ命みようが尽つきていたのが幸いですな」

　彩華が提出した記録には、いつ繁殖行動があったか、何頭が生まれ、何頭が育ったかという観察記録もあった。

　先帝の時代に番が献上された記録はなく、今いる珍獣で打ち止めとは言え、猛獣が都の城じよう壁へきの中に暮らしていることは変わらない。

「さすがに公主自身が猛獣の相手をしているとは思えないが、あそこで暮らしていてなんともないのか？」

「そう考えると、あの老人たちの誰だれかが猛獣を？　元公主さまを後宮入りさせる際には、世話係として引き抜ぬいたほうがいいかもしれませんな」

「なんだ、安世。諦あきらめていないのか？」

「白びやつ虎こに百獣の王ですぞ？　これほど衝しよう撃げき的で見るだけでも印象強い逸いつ材ざい、使わぬほうがどうかしております」

　人の悪そうな顔で笑う安世は、きっと足を引っ張ることに一いつ致ち団結する旧臣たちの恐きよう怖ふに慄おののく姿を思い描いているのだろう。

　朗清としても、珍獣の強きよう烈れつな印象で旧臣が足並みを乱すなり、小うるさい言いがかりを黙もく殺さつできるなりの大義名分になるなら、猛獣くらい宮城に招き入れてもいい。

「最初から準備不足で打てる手は少ない。ならば、使えるものはなんでも使わなければということか。となると……、あの公主の頑かたくなな態度をどうにかするしかないな」

「わたくしとしては、陛下が珍獣を手て懐なずけるほうが早いかと」

　自身は動物を得意としていないというのに、安世は難題を振ふってくる。

　ただ、朗清も珍獣を相手にしているほうが楽かもしれないと、考えなくはない。脳のう裏りに思い浮うかぶのは、冷たく従順さなど感じさせない彩華の表情。

「……身内を追った相手だ。反発があるのも当然、か」

　受け入れられない心中は理解するが、朗清も国を背負うからには引けない信念がある。

　朗清と安世が鋭するどく視線を交かわすと、皇帝の執しつ務むの間に飛び込んでくる無礼者がいた。

「陛下、大変です！　葉士倫が春霞宮の公主と接せつ触しよくしました！」

「なんだと……？」

「怪あやしいですな。事前の調べでは交流はなかったはず。水面下で繫つながっていたのやも？」

「あり得ることではあるな。もし、俺が直接公主に会ったことで、葉士倫の動どう揺ようを誘さそえたのだとしたら？」

「なるほど。となると、やはりあの元公主さまの下もとに瑞ずい獣じゆうを置いておくのはもったいない」

「瑞獣を手懐けられるかは後だ。今は、葉士倫の尻尾しつぽを捕つかまえに行くぞ」

　朗清は機き敏びんな動きで紫し檀たんの椅い子すから立ち上がる。

　少しでも早く、国の安あん寧ねいを得るため、じっとしてはいられなかった。
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　新帝が訪れた翌日、人の通わぬ廃はい園えんも同然の春霞宮に、また訪れる者があった。

　切れ長の目に、薄うすい唇くちびる。物もの腰ごし柔やわらかく、繊せん手しゆは白く優美で、何処どこか女性的な美しさを持つ。

　文人風の深しん衣いを纏まとっている人物の名は、葉よう理り。字あざなを士倫という。先帝の十一子にして、初めて顔を見る彩華の従兄いとこだった。

「はぁ、はわわわ、世、世の中にこんなに美しい生き物がいたのですね……っ」

　士倫は今、感極きわまった様子で、彩華の髪かみに隠かくれる双そう頭とう蛇だを見つめている。

　目は爛らん々らんと光り、唇は戦慄わななき、双頭蛇に向けて伸のばしかけた繊手は、触れれば消えてしまうことを恐おそれるように体の前で止まっていた。

　当の双頭蛇は、片方の頭は完全に彩華の後ろに隠れ、比ひ較かく的てき好こう奇き心の強いほうの頭が身を引きながらも士倫を見つめて細い舌を出し入れしている。

　朗清たちのように騒さわがないのは、委蛇の伝承を信じていないか、単に隠れているため双頭蛇だと気づいていないのか。

「あの、この双そう皙せきは臆おく病びようなので、あまり近づくと逃にげてしまうかもしれません」

「はぁ、はぁ、それは惜おしい。滑なめらかで愛らしい姿を少しでも長く見ていたいというのに。あぁ、触れたいのに触れられない。もどかしい二律背反……。けれどそれも、またいいですね」

　興奮のためか息が荒あらくなり始めた士倫は、先帝の託ことづけでやって来たのだとか。都に取り残されることになった彩華の様子を、わざわざ見に来てくれたという。

　士倫本人も生活が変わり、この半年訪おとずれることができなかったことを最初に謝られた。そんな相手を、少々取り乱したからと言って彩華は無下にはできない。

　双皙に夢中な士倫を横目に、老趙が彩華の後ろで老女と囁ささやき合い始めた。

「いったい、この方は何をしに来たんだ？　彩華さまのことなどそっちのけではないか」

「いえ、この勢いで彩華さまに迫せまられても困りますよ。けどこの方、科挙に一発合格なさった才人、のはずでしょうに」

「なんとかと天才は紙かみ一ひと重えと言うしなぁ。頭のできと性格のできは、必ずしも等しくはない」

「珍獣に興味を持ってくださる様子に噓うそはなさそうですし。葉氏のお血筋らしいとも？」

　背後の会話を否定できず、彩華は苦く笑しようした。その間に士倫の熱視線に辟へき易えきしたのか、完全に襟えりから打うち掛かけの背子の中に逃げ込む双皙。士倫は残念と言わんばかりに息を吐ついた。

　悲しげに肩かたを落とす士倫に、彩華は見ないふりもできずに声をかける。

「士倫さまは、爬は虫ちゆう類るいに興味がおありでしょうか？」

「そうですね。考えてもみれば、蛇へびや蜥蜴とかげの類たぐいを見たのはこれが初めてかもしれません。知識としては知っていましたが、これほど繊細な形に心躍おどる動き、艶あでやかな色つやをしているとは思いませんでした」

「でしたら、庭園にある爬虫類の飼育場所へご案内いたしましょう」

「是ぜ非ひ！　彩華どのは名のとおり見目も麗うるわしいですが、その心こころ映ばえが最も美しいのかもしれないですね」

　最初の印象は物静かそうだった士倫の興奮した声に、思わず笑ってしまう。その感情表現のわかりやすさに、彩華はあまり士倫を相手に硬くならずに済んでいた。

　比して、昨日に引き続き様子を見に来ていた相真は、金烏館の端はしで顔を顰しかめている。

　幼い頃ころから知る彩華は、相真が気に食わないとばかりに士倫を見ていることに気づいた。

　目顔で何か懸け念ねんがあるかと聞いても、相真は少し唇を尖とがらせるだけで首を横に振る。

　彩華は気にしつつも、士倫を庭園へと案内した。

「これはなんとも野や趣しゆ溢あふれる。ふむ、もっと奇き岩がんの類を増やして、厳しい自然の風景を再現してもいいかもしれませんね」

「まぁ、士倫さまは造園に興味がおありですか？」

「芸術品はなんでも好きなのですよ。少々口うるさいと言われるくらいです。父の絵画の腕うでは当代随ずい一いちですし、それを見て育ったためか求める基準が高いようで。僕の審しん美び眼がんを満足させる作品には、あまり出会えなかったのですが」

　そう言って士倫は、目め敏ざとく彩華の袖そでから欄らん干かんへ逃げようと頭を片方伸ばす双皙を見る。

「自然のまま、ありのまま、生まれたままで美しい。そんな生き物がいるとは……。僕もまだ、視野が狭せまかったようです」

　慌あわてて袖の中に隠れる双皙に苦笑し、彩華は二門閣から回かい廊ろうを進み、庭園で一番立派な装そう飾しよくが施ほどこされた、観かん円えん殿でんという御ご殿てんに至る。

「この御殿は、正面にあります真円の池を眺ながめるために造られており、観円殿と名づけられております」

　この庭園は、本来相当贅ぜいを凝こらした造りとなっており、建造当時の姿を維い持じできていたなら、見て回るだけでも目を楽しませるはずの物だ。

「この観円殿からの眺めは、先せん帝てい陛下もお気に召めしていたのですが……」

　母が存命の頃には、まだ離り宮きゆうの修しゆう繕ぜんに充あてるだけの禄ろくがあった。その頃は少ないながらに先帝が訪れることもあったのだ。

「父は、直接ここへ来ていたのですか？」

「はい。と言っても、数えるほどですし、私が最後に拝はい謁えついたしましたのは、母が亡なくなった葬そう儀ぎの折です」

「……春霞宮にこれだけ素す晴ばらしい生き物がいるなら、父も言ってくれれば」

　思わずといった様子で漏もらす士倫に、彩華は足を止めた。

「士倫さまは、この春霞宮に珍ちん獣じゆうがいることをご存じなかったのですか？」

「えぇ、他ほかの兄弟も知らないのではないでしょうか。彩華どのの母君にこの春霞宮が与あたえられたことや、祖父が動物愛好家だとは知っていても、珍獣の飼育場になっていることまでは」

　士倫は頰ほおにかかるしなやかな髪を避よけつつ、苦笑する。

　春霞宮で育ち、珍獣たちを育てた彩華は、知られていないという事実に言葉もない。

「彩華どの、父は珍獣に対してどのような感想を抱いだいていましたか？　あの方のことですから、画題になりそうな珍獣を探したのでは？」

「いえ……、そのようなことは。あまり珍獣をご覧になっていなかったように記き憶おくしております。お話しされていたことと言えば、建物についてでしょうか？」

　思い返してみれば、先帝は士倫のように飼育場所を見たいと言ったことはなかったように思う。特別興味を示した珍獣もいたようには思われない。

　先帝と会った時分は幼すぎて、彩華も今まで思い出しもしなかったことだ。最後に会った時も母を亡くした悲しみで、慰なぐさめの言葉をかけられたという曖あい昧まいな記憶しかない。

「彩華どのは父とどんな話をしたのですか？」

「……あまり。先帝陛下は母とお話しされるばかりで、私には一言二言お声かけいただくのみで」

　ここ何年も会っていない上に、先帝が春霞宮にやって来た時、相手をしていたのは母だった。まだ幼かった彩華は、挨あい拶さつだけをしてすぐに下がっていたのだ。

「そう言えば…………、直接お声かけいただいた折、父の大事な珍獣を大切にしてほしいとお願いをされて……」

「なるほど。彩華どのに任せていたから、安心だったのでしょうね」

　ふと思い出したことを口にすると、士倫は微笑ほほえみながら、目はしっかりと背子の袖から顔を覗のぞかせる双皙を捉とらえていた。

「そうだと、嬉うれしく思います。私も、今までお声かけいただいたことを忘れておりました」

　言いながら彩華は、先帝にそう声をかけられてから珍獣の世話に手を出し始めたと気づく。

　一つを思い出すと、紐ひもで繫つながっていたように次々と忘れていた幼い日が蘇よみがえった。

「母は、私が直接世話することに反対で。初めて爬虫類の世話をしたと知られた時には、とても怒おこられました」

　母は爬虫類と言うより、食虫動物が得意ではなかったのだ。すぐさま風ふ呂ろに入れられ、母に手ずから洗われた記憶に思い出し笑いが漏れる。

　反対する母が亡くなってから、彩華は珍獣の世話を本格的に始めた。それまでも老人たちを手伝い触ふれる機会はあったが、世話に明け暮れる今では、珍獣が家族のようにさえ思える。

　彩華が思い出に意識を向けていると、士倫も思い出し笑いを漏らした。

「僕も幼い頃は、危ないことをしてはいけないと、色んなことを止められましたよ」

「まぁ、士倫さまもですか？」

　そんな話をしながら、彩華は観円殿の前を通り抜ぬけて橋を渡わたる。真円の池に注ぐ小川を渡り、小部屋が五つ配された飾かざり窓のある廊ろう下かに入った。

　飾り窓は南向きにあり、天気の良い日は秋の迫るこの季節でも暑さを感じる。

「あぁ、今日は大人しくしていたの、大蜥蜴。いい子ですね。鰐わに蜥蜴も元気で、黒こく蛇だも寝ねているのですか？」

　そう彩華が声をかけながら小部屋を開けると、無角の龍りゆうと間ま違ちがわれた大蜥蜴が、長い尻尾しつぽを引き摺ずりながら廊下に出てくる。鰐蜥蜴はすぐさま彩華に向かって走って来た。

　そして蜷局とぐろを巻いて寝ているのは、墨すみのような光こう沢たくと夜を切り取ったような深い黒、彩華の腕よりも二回りほど大きな胴どうを持つ、黒蛇だった。

「この子は記録によりますと、網あみ目め錦にしき蛇へびの卵から一いつ匹ぴきだけ産まれた変異種だそうです。毒はございませんが、締しめつけられれば骨が折れることもありますので、無む闇やみにはお近づきになりませんよう──」

　注意事じ項こうを説明していた彩華は、士倫の異変に気づいて言葉を止めた。

　士倫は両手で口元を覆おおい、目からは滂ぼう沱だの涙なみだを流していたのだ。

「……絶美…………っ」

　苦しそうな息の下からそう呟つぶやくと、全身を戦慄わななかせたまま動かなくなる。老趙たちと顔を見合わせた彩華は、士倫が黒蛇に魅みせられたことだけはわかった。
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「変な奴やつ……」

「相真、そんなことを言ってはいけません。きっと、泣くほど動物好きだったのでしょう」

　相真も老人たちも頷うなずかないどころか疑うように首を傾かしげる中、重い足音が廊下に響ひびいた。

「あ、亀かめが来ましたね。あれも爬虫類なのですが、士倫さま」

　藻もを落とすのが嫌いやらしく、あまり触さわらせてくれないため亀の種類は不明だ。聞くところによると、珍獣たちを飼育する前から池の主をしていたらしい。

　亀は年ねん齢れいと共に大きくなり続ける。その大きな甲こう羅らから生えた藻を引き摺るさまは、まるで成長と共に得た緑の尻尾のようだった。

　見知らぬ人物を訝いぶかしむように首を伸のばす亀に、士倫はやはり、絞しぼり出すような声を漏らした。

「……勇ゆう壮そう…………」

「ほら、やはり動物好きなのでしょう」

　彩華が微笑む後ろで、相真たちは顔を見合わせて首を横に振ふっていた。

　たっぷり爬は虫ちゆう類るいを眺めた後、その日は涙で前が見えないと惜おしみながら、士倫は帰って行く。

「結局何をしに来たんだ？」

　皆みなを代弁した相真の呟きに、彩華は双皙を見つける前の士倫を思い出そうとする。

「先日いらした陛下が春霞宮を取り潰つぶすという話をしているところで、双皙に気づかれて」

　変わったことや困ったことはないかと近きん況きようを聞かれ、朗清の訪おとずれを話していた時だ。その後は、明らかに挙動がおかしくなり、双皙から目を離さなくなった。

　そう状じよう況きようを口にしてみるものの、士倫が何をしに来たと明言することはできず。先帝の言いつけどおり、ただ様子を見に来ただけとも言える。

　困こん惑わくしながらもあまり重く受け止めていなかった彩華は、その後、爬虫類を愛めでるために士倫が通ってくることになると、まだ知らなかった。
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　彩華は士倫が帰った後、前庭の端はしにある廏うまやにいた。

「今日は老趙じゃなく、私がこのまま毛並みも整えますから」

　必要な道具を馬の囲いの横木に並べながら、含ふくみ笑いで老趙がいない理由を聞かせる。

　元来、珍獣は皇こう帝ていの所有物であるため、丁てい重ちような扱あつかいが求められた。言葉をかけるにも気を遣つかう老人たちから世話を習い覚えた彩華は、春霞宮の珍獣全すべてに丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいで話しかけるのが癖くせになっている。先帝から珍獣を頼たのまれたことも、影えい響きようしているかもしれない。

「相真、武官になってから宿舎にいるでしょう？　それで老趙が、春霞宮に来る時間があるなら、たまにはご両親に顔を見せるよう言ったのです。そうしたら、老趙こそ息子むすこ夫ふう婦ふに顔を見せるべきだと相真が言って」

　結局、渋しぶる老趙を引き摺るようにして、相真が実家に連れて行くことになったのだ。

　星斗が鼻はな面づらを近づけて瞬まばたきをするさまに、彩華は優やさしく微笑む。

「老趙とご子息の仲が悪いわけではないのですよ？　ちょっと意地っ張りなのです」

　優しく声をかけても、星斗は何処どこか落ち着かない様子で耳を忙せわしなく動かしている。

「昨日、今日とお客さまがいらしたのが、不安ですか？　大だい丈じよう夫ぶですよ。私が、あなたたちを守りますから」

　馬を拭ぬぐうための布を握にぎり締める彩華に、星斗とは別の鼻面が寄せられた。

「あぁ、ごめんなさいね。すぐに拭ふきますから」

　星斗の隣となりの囲いにいるのは、赤い毛並みに見上げるほど立派な体たい軀くの馬。春霞宮の外周を回る運動をし、今囲いの中に戻もどしたばかりで、運動後の手入れを待っていた。

　彩華が囲いに入ろうと、横木に手をかけた途と端たん、誰だれかが叫さけぶような声が聞こえる。

　気のせいではないようで、廏にいる珍ちん獣じゆうたちも大門のほうに向けて耳を立てていた。

「何かしら？　色んな音がしているような。これは……押し問答をしているの？」

　士倫は今朝先さき触ぶれを出して突とつ然ぜんやってきたが、他ほかに来訪の予定などない。

　朗清が軍と共に都へやってくるまで、治安は徐じよ々じよに、それでも確実に悪化の一いつ途とを辿たどっていた。先帝が行った緊きん縮しゆく財政のために、藍陽の維い持じ修しゆう繕ぜん費を削さく減げんしたことで、町と共に人の心も荒あれているのだと老人たちは言う。

　勇将と名高い朗清の盛せい名めいのためか、ここ半年ほどは物取りなどの被ひ害がいも減ったように思っていたのだが。

「無闇に大門を開くような不用心なことはしないでしょうし。押し込み強ごう盗とうが正面から入ってくるというのも聞きませんよね？」

　何ごとだろうと星斗へ話しかけている内に、騒さわぎは前庭の内部にまで移動している。

　馬たちも興奮して嘶いななき、彩華も心配になって廏から出ることにした。

　前せん栽ざいと木立に隠かくされた廏から、金烏館の前へと出た彩華は、阻はばもうとする老女の声と、それを叱しかりつける男の声を聞いて危機感を覚える。

　足早に大門から金烏館へと繫つながる曲廊に向かった彩華は、よく状況も見ず声を上げた。

「いったいどうし──？」

「あぁ、彩華さまなりません！」

　切せつ迫ぱくした叫びに足を止めると、大門から曲廊を進んでいた黒い鎧よろいの兵が一いつ斉せいに彩華を見た。

　春霞宮を覆う壁かべよりも高く、厚みのある屋根を戴いただく大門からは、止めどなく黒い鎧の兵が流入している。大門から入ってすぐには破は邪じやのための真っ白な障しよう壁へきが設しつらえられていたが、押し寄せる黒い鎧の兵を退ける効果はないようだった。

「その声は、昭季公主か」

　聞き覚えのある声に、彩華は血の気が引いて動けなくなる。

　昨日聞いたばかりの声を聞き間違うはずはないが、気のせいであってほしいと願った。そんな彩華の願いも空むなしく、老人たちを押しのける兵の間から、安世を連れた朗清が現れる。

　朗清も、彩華と目が合った瞬しゆん間かん、動きを止めた。

　朗清の後ろで、安世の目が上から下まで彩華を眺ながめ回す。いや、安世のみならず、その場に帯同された朗清の兵たちも、彩華の姿に目を疑っていた。

　巾きん幗かくと簪かんざしで邪じや魔まにならないよう纏まとめただけの髪かみ。動きやすい筒つつ袖そでの上じよう衣いに、膝ひざ上うえを覆う前まえ掛かけの囲い裳も、裙くんは短く足首より上で、その下には平民が穿はくような褲こが見えていた。

　決して公主には見えない作業着姿に、押し問答をしていた老人と兵も口を閉じている。

　埒らち外がいの相手の姿に思考の止まっていた彩華は、肌はだに刺ささる視線を感じ、正気を取り戻した。と同時に、その場にいる全員の視線が集中していると気づくと、羞しゆう恥ち心によって体が震ふるえる。

「ど、どうしていらっしゃるのですか！」

　思わず叫んだ彩華は、両手で頰ほおを覆い顔を隠すと、すぐさま踵きびすを返して逃にげだす。

「…………あ、待て！」

　状況判断が遅おくれてしまった朗清が制止の声を上げるが、彩華は顔から火を噴ふきそうな羞恥に駆かられるまま、金烏館の前を走り過ぎて、廏に駆け込んだ。

　途端に馬が警けい戒かい心剝むき出しで鳴く姿に、顔を上げる。

「あ、ごめんなさい、火か球きゆう。驚おどろかせ、……て？」

　落ち着かせようと声をかけたが、赤い毛並みを持つ火球は、彩華とは別方向を睨にらんでいた。

　足音に振り返ると、廏の入り口には朗清が立っている。

「どうしていらっしゃるのですか！」

　思わず同じことを叫ぶと、彩華は囲いから首を伸ばす火球の後ろに隠れるようにして朗清の視線から逃げようと無む駄だな努力をする。

「いや……、いきなり走り出すから」

「ここは、へ、陛下がいらっしゃるような場所ではございません」

「元公主さまがいらっしゃる場所でもないでしょうに」

　必死に朗清を遠ざけようとする彩華に、呆あきれの窺うかがえる安世の言葉が投げかけられた。

　安世は、辺りを見回しながら、一歩廏に入ろうとする。

　途端に、火球は鋭するどい嘶きを上げて、大きく首を振って安世を威い嚇かくした。

　見るからに肩かたを跳はね上げて慄おののいた安世の後ろで、朗清は何処か感心するような息を吐つく。

「良い……。興奮させるほうが危ない」

　そう言って、朗清は後ろにいるだろう兵を止めるよう手を振った。安世も後ろに下がるよう命じた朗清は、そのまま、警けい戒かいを解かない火球を思ってか、無む闇やみに動こうとはしない。

　彩華としては一つしかない廏の入り口から退ひいてほしいが、朗清の目は火球に注がれたまま。

「昨日、気き性しようの荒あらい馬がいると言っていたな。なるほど。年はいっているようだが、軍馬か」

　どうやら体つきでわかるらしい朗清は、星斗を見ていた時と同じ熱心さで火球を見つめた。

「しかもその毛色。名高い赤せき兎と馬ばか。本物は初めて見たな」

　独り言のようにも取れる朗清の言葉に、彩華は答えるべきかを迷う。

　本音を言えば、すぐにでも帰ってほしい。

　少なくとも、こんな作業着のままで皇帝の相手をしていいわけがない。

　せめてもっと早く来てくれていれば、士倫を迎むかえた時のまま、少しは見られた恰かつ好こうをしていたのだ。

　後こう悔かいとも苛いら立だちともわからない感情が、彩華の中で渦うず巻まき、ふと何故なぜ、朗清が春霞宮にいるのかという疑問が浮うかびあがった。彩華は帰ってほしい思いと共に、問いを向ける。

「へ、陛下。本日のご用向きは如何いかなものでしょうか？」

　火球に目を奪うばわれていた朗清は咳せき払ばらいをして、まるで言い訳のように言葉を絞しぼり出した。

「その……、少々あってな。都の見回りを行う最中だ。近くに来たので、寄ってみたのだ」

「保留にはしましたが、この離り宮きゆうは皇帝の持ち物。異議はありますまい」

　朗清を補助するように顎あごを上げる安世だが、彩華の正直なところとしては、異議はある。

　女性の暮らす場所を訪おとずれる際、先触れもないのは無礼すぎるのだ。さすがに皇帝でも礼れい儀ぎを疎おろそかにしては謗そしられるはず。

　ただ彩華も人慣れしていないため、そのことを指し摘てきしていいのかがわからない。いっそ、皇帝なら許されるのだろうかと己おのれの感覚を疑ってしまう。

　答えの出ない疑問よりもはっきりしているのは、恥はじの上うわ塗ぬりは嫌いやだという心情。

　火球に隠れたまま押し黙だまる彩華と、老人が侵しん入にゆうを拒こばんだ理由を邪じや推すいして押し入った朗清。

　廏には気まずい沈ちん黙もくが落ちた。

「…………と、突然来たのは悪いと思っている。まさか、そのような恰好とは思わず……」

　なんとか言葉を絞り出す朗清だが、彩華としては言わないでほしいと切に願う。

　そんな彩華の心中がさらに沈黙を重くし、朗清も何も言えず安世に目顔で助けを求めた。

「やれやれ……、こんな場面で頼たよられても嬉うれしくはありませんぞ。それで、元公主とは言え、そんなあなたさまがいったい廏うまやで何をしているのですかな？」

　聞かれたからには答えないわけにもいかず、内心で自身を励はげましながら、現状を説明した。

「この火球は、私ともう一人にしか懐なつかないのです。その一人が出かけているため、私が運動をさせましたので、世話をしようと……」

　馬の近くを歩けば少なからず土がつく。

　廏には藁わらが敷しいてあるため、中で世話をしようとするとどうやっても汚よごれるのだ。

　まさか作業着姿を見られるとは考えも及およばず、彩華は恥ずかしさのあまり泣きたくなる。

「自ら珍獣の世話をしているのですかな？」

「……昨日も、そうお伝えしたはずですが？」

　心を籠こめて世話をすれば懐くと、猫ねこ熊ぐまを抱だいて言ったはずだ。言ったと思ったのは記き憶おく違ちがいかと、彩華は火球に隠れて自分を疑い始める。

「聞いたが、小動物の話だと思ったのだ。こんな軍馬までとは……まさか、猛もう獣じゆうも──」

　朗清が息を吞のんで何かを言おうとした途端、火球が鼻はな面づらで彩華を押す。

「お待ちなさい、火球」

　運動後の汗あせを拭う準備はしたものの、朗清たちの対応で止まっていた。火球は自分の世話をしろと、催さい促そくのために彩華へ鼻面を執しつ拗ように押しつけて来た。

「あぁ、運動後の手入れか。手を止めさせたようだ。世話に戻って構わない」

「陛下？　高たかが動物の世話と──」

「馬は繊せん細さいな動物だぞ、安世。汗をかいたまま放置すると、毛が傷いたむしな。それと、見るからにあの馬は気難しい。軍馬なら運動量も多いだろう。放ほうっておけば体調を崩くずす」

　朗清は馬を知っている様子で、安世のほうを窘たしなめた。

　皇こう帝てい自身から世話をしていいと言われた彩華だが、本当にしていいのかと迷う。本音としては、火球をこれ以上待たせるのも可哀かわい想そうだ。

　馬の世話に気持ちが傾かたむいた彩華は、最低限言わなければいけないことに気づき、勢い込んで朗清に答えた。

「でしたら陛下は、金烏館でお待ちください」

「いや、このまま見せてもらう」

「……は、はい」

　即そく座ざに返される埒外の答えに、彩華は拒きよ否ひする言い訳も思いつかず、肩を落とした。

　催促する火球の横では、星斗も囲いの横木の間から鼻を出して彩華を窺っている。運動のために外へ出るのを待っているのだ。

　安世は廏に居続けるのは嫌そうだが、朗清がいる限りいるだろう。当の朗清は興味を引かれた様子で入り口脇わきにかけられている馬具を見ている。

　彩華は考えるのをやめた。手早く世話を終わらせ、朗清を金烏館に連れて行くしかない。

「それでは失礼いたします」

　彩華は手短に断りを入れると、横木で区切られた囲いの中に入った。

　馬体をまず固く絞った布で拭ぬぐう。火球は元軍馬であるため体が大きく、全身を拭ふくだけでも大変な作業だ。

　作業に没ぼつ頭とうして朗清たちの存在を忘れようとした彩華の思おも惑わくを知ってか知らずか、朗清が廏の入り口から声をかけて来た。

「この、火球というのか？　軍馬がどうして離宮に？」

「提出いたしました記録にも記き載さいされていたかとは存じますが、国軍で軍馬として育成され、適性があったため種馬となり、その役目も終える年ねん齢れいとなって、処分されそうになったところを、軍で世話に従事していた者がこちらに引き取りました」

　軍馬の育成に従事していた老趙が、引き取って来たのだ。

　年齢的に種馬として不適となったはずなのに春霞宮に来てからも火球は元気に子を生なした。

　その内の一頭が星斗だ。

「あ、あぁ。…………猛獣の繁はん殖しよくに目を奪われてそこまで見てないな」

「そんなことも書いてあったような……。ただ、猛獣に霞かすんでしまいましたな」

　何やら朗清と安世が声を潜ひそめて囁ささやき合う。彩華は火球を拭くため、干し草を踏ふむ自身の足音ではっきりとは聞こえない。

　囲いの中では廏の入り口は見えず、彩華は一心不乱に作業をすることでいつしか朗清の存在を頭の隅すみに追いやっていた。

　火球の体から汗を拭い、続いて毛並みを整えるために馬用の刷は毛けを取ろうとする。すると、火球が彩華の体を壁かべと挟はさむように動いてしまったため、彩華は片かた腕うでを伸のばした状態で動けなくなってしまった。

　苦しいほどではないが、火球の赤い巨きよ体たいで前が見えない。

「火球、動いてください。刷毛が取れません」

　耳は彩華の声に反応して動いているが、言うことを聞かない。

　昨日から警戒と不ふ機き嫌げんで、運動中もあまり言うことを聞いてくれなかった。

　世話を拒否するほどではないので、毛並みを整える内に落ち着くだろうと、彩華は横木の上に置いていた刷毛に手を伸ばす。

「これか？」

「ありがとうございま……」

　伸ばした手に刷毛を渡わたされ、彩華は返事をしようとして固まる。

　火球の横から無理に見ると、いつの間にか廏の中に入って来ていた朗清が目の細かいほうの刷毛をもう片方の手に持っていた。

「こっちは仕上げ用だろう？　それにしても賢かしこい馬だ。公主を傷つけまいとしている」

「そ……え？　あ、はい」

　混乱のまま返事をする彩華は、朗清の言葉を思い返して、目元を緩ゆるめた。家族同然の火球が褒ほめられているとわかれば、純じゆん粋すいに嬉しい。

「……と、ところで、あちらにいるのはなんだ？」

　少し慌あわてた様子で顔を背そむける朗清は、馬たちと向かい合わせにある別の囲いを指した。

　馬とは別に二頭、廏に住む珍獣がいる。

　安世が恐こわごわ覗のぞく入り口に近い囲いの中には、角の生えた馬に似た動物がいた。

「正直、文字だけではわからない珍獣が多すぎますな。虎とらと獅し子しと熊くまは印象が強すぎますが」

　安世が見る珍獣は、頸くびが長く鬣たてがみがあり、灰はい褐かつ色しよくの体には細い縞しま模も様ようが薄うすく入っている。

「これは角の生えた、馬？　ですかな」

「角が生えているなら鹿しかじゃないか？　とは言え、角の形は伸びすぎた筍たけのこに似ているな」

「いえ、その子は馬うま鹿しかです」

　火球の世話を続行しながら答える彩華の後には、なんとも言えない沈黙が落ちた。

「…………ふざけているのですかな？」

「え？　いえ、本当に馬鹿として献けん上じようされたのです。確かに、尻尾しつぽや胴どう体たいは牛に似ているので、馬や鹿の類たぐいではないかもしれませんが」

　真ま面じ目めに答える彩華に、真しん偽ぎのわからない朗清と安世は別の囲いの珍獣へと話題を変えた。

「こっちも良くわからない動物だな？　枝わかれした大きな角があって、馬に似た顔だが、明らかにこっちの馬鹿とは違う」

「角が大きいのなら、そちらが雄おすということはありませんかな？　しかし驢ろ馬ばのようにも、牛のようにも見えますなぁ」

「そのとおりでございます。そちらは四し不ふ像ぞう。馬でも、鹿でも、驢馬でも、牛でもないけれど似ているということから、四種別々の像かたちを持つという珍獣です」

「それは……結局、何かわからない動物ということではないのか？」

　彩華は答えようもなく、手だけを動かす。

「あ、あぁ。そう言えば書いてありましたな、そんなことが。実物がこれですか。やはり、見てみないとわからない、いや、見てもわかりませんな」

　安世は値ね踏ぶみするように、廏の入り口から四不像を見る。

　絶対に廏に入ってこようとしない安世に苦く笑しようし、朗清は入り口に戻もどると、壁にかけられた馬具を見た。

「よく見ると壊こわれているな」

　朗清が手にするのは、轡くつわと繫つながる革かわ紐ひもの馬具。今日の運動の最中、不機嫌のあまり火球が傷んでいた革紐を千切ってしまったのだ。元から傷んでいたので近々替かえるつもりで、老趙が用意した替えの革紐と必要な道具は壁かべ際ぎわにある。

　何を思ったか、朗清は道具を手に取った。

「ふむ、邪じや魔まをした謝罪代わりに直してやろう」

「え…………！」

　声を上げたのは彩華と安世だった。

「陛下にそのような、あ、火球、いい子だから」

　止めに動こうとした彩華に、火球は毛け繕づくろいを続けろと体を押しつけ邪魔をする。

　彩華の耳には、見えない朗清の含ふくみ笑いが聞こえた。

「よほど好かれているのだな」

「陛下が謝罪なさる謂いわれなど、ないのですが？」

　安世の苦言に、朗清は壁から馬具を下ろしながら答える。

「では、手て慰なぐさみだと言っておこう。あの様子なら、まだ終わらないだろう。それに、少々懐なつかしくもある。俺の気分転てん換かんだ」

　安世の制止も聞かない朗清の言葉の後には、道具を使って革紐を金具から外す音がする。その音に迷いは感じられず、安世も感心したような声を上げた。

「ほぉ、慣れておられますな」

「幼い頃ころ、将軍の下についてからは、こうしたことを毎日やっていたからな」

　皇帝になる前の朗清は、啓という国の王だった。さらにその前は、啓王に仕える将軍だったのだ。将来皇帝になる天命のある者にも、下積み時代があったらしい。

　改めて考えると、彩華では想像も及およばない、全く違った人生だ。思わず、彩華は作業の手を止めないまま問いを発していた。

「陛下が馬をお好きなのは、そうした理由からですか？」

「好き？　あぁ、そうだな。好きか、ふむ。軍人として触ふれる機会が多かったから、親しみがある。確かに好きな動物だろうな」

　考えたこともなかった様子で答える朗清に、彩華は微笑ほほえむ。刷毛を取ってくれた際、朗清は警けい戒かいする火球を残念そうに見上げていた。

「でしたら、いずれ火球も陛下を受け入れるでしょう」

「何故なぜだ？　他ほかの者には慣れないのだろう？」

「陛下は、火球を見て恐おそれませんでしたので。火球は初見で恐れる相手には身を許しません」

　小さい頃から世話をした老趙か、珍獣に対しては恐れ知らずの幼子だった彩華だからこそ、火球は触れることを許している。

「ふむ、そういうものか。まだ、人を乗せられるか？」

「それは少々難しいかもしれません。残っていれば、宮城に火球の子らがいるはずですが」

「そうなのか」

　彩華の答えに、朗清の声が跳はねる。本当に馬が好きなのだとわかる声こわ音ねの変化に、彩華は微笑んだまま会話を続けた。

「そちらの星斗も火球の子で、ここ春霞宮で生まれた兄弟馬である白馬と黒馬は、良馬であるため宮城に引き取られております」

「ということは、以前は母馬がいたのか。その馬はどんな馬だったのだ？」

　今は二頭なので、いないのは見てわかる。廏うまやの囲いも中央の通路を挟んで三つずつ。

　馬の話の他にも、以前廏にどんな珍獣がいたかを話しながら、彩華と朗清は作業を続けた。

　そうして、終わったのはほぼ同時。

「うむ。久しぶりだったから、思ったより時間がかかったな」

「陛下……、何をしに来たのやらわかりませんぞ」

「む、あぁ、すまん」

　安世に呆あきれられて、朗清は馬具を持ったまま面めん目ぼくなさそうに語ご尾びが弱くなる。

　火球の囲いから出て来た彩華は、手を拭ぬぐいながら、朗清と安世のやり取りを微笑ましく見ていた。馬の話で楽しくなっていた彩華は、思ったままを口にする。

「まるでお二人はご友人のようですね」

　彩華が声をかけると、安世が眉まゆを顰ひそめた。

「何を仰おつしやるやら、恐れ多い」

「そうか？　気は合うと思うのだが」

　否定されたことに対して、朗清が意外そうに眉を上げた。

「そ、それは陛下が気さくなお人ひと柄がらだからこそでしょう」

「はは、皇こう帝ていらしくないと言われるくらいには気さくだろう」

　照れ臭くさそうにそっぽを向く安世は、朗清の冗じよう談だんに気を取り直した様子で肩かたを竦すくめた。

「そうですな。ただ、一つ陛下と気の合わぬことがありますぞ。わたくし、肉をあんな量食えはしません。食の好みだけは合いませんな」

「確かにな。俺も、安世ほど常に甘味だけを食うなど無理だ」

　互たがいに渋じゆう面めんで頷うなずき合い、まるで示し合わせたかのように同時に笑い合う。

　本当に仲が良い姿に、彩華は目を丸くしていた。彩華の視線に気づいた安世が、何やら朗清に目で促うながす様子。

　彩華が訝いぶかしむと、朗清が窺うかがうように問いを向ける。

「その、公主に、親しい友人はいるのか？」

「いいえ。友人と呼べるような者はおりません」

　彩華が笑え顔がおで答えれば、朗清と安世は凍こおりついた。

　彩華から見て、一番親しい相手は相真かもしれない。ただ相真とは上下の隔へだたりがあって、友人とは呼べない。

　昔、春霞宮から連れ出された時も、責められるのは相真ばかりで下の者が上の者を危険に晒さらしたと、申し訳ないほど叱しかられていた。

　彩華が泣くと、身分に応じた慎つつしみがなければ、こうして下の者に迷めい惑わくをかけることになると母にも怒おこられたのだ。

　彩華が母の記き憶おくを思い出して遠くを見ている姿に、朗清は気まずい様子で問いを続ける。

「そうか、公主という立場なら、そういうものか。……だったら同じ年代の親しん戚せきと親しいつき合いがあるのか？」

「ございません。春霞宮を訪おとずれる者が、ここ数年おりませんので」

　母方の親族は、宗室と臣下という上下関係のため、気安いつき合いなどない。従兄弟いとこでまともに会話したことがあるのは士倫のみだ。

「……ずっと春霞宮におりましたので。外出することもなく、友を作る機会も、親族に会う機会もあまり…………」

　考えてみれば、親戚づき合いさえ疎おろそかな彩華は、身の置き所のないような気分に陥おちいった。

　そんな彩華の機き微びに気づいたのか、星斗が鼻を鳴らして注意を引く。

　微び苦く笑しようを向けた彩華は、珍ちん獣じゆうたちは友というより家族だと胸中で呟つぶやいた。

　言葉つきこそ丁てい寧ねいだが、相真同様、気き兼がねなく話せる相手だ。ただ、かつて見た相真と幼い友人のような関係とは違ちがう。違うとは思うが、何が違うのかが彩華にはわからなかった。

「他人の多い後宮で育ったなら、友を作る機会もあったかもしれませんね」

　ふと思いついて呟く彩華に、朗清は眉を顰める。

　彩華は朗清の表情の意図がわからず首を傾かしげた。

「ずっと、ここに友もなく？　……寂さびしくはないのか？」

「寂しい……？」

　思い当たらず返すと、朗清はさらに顔を険しくした。

　母が亡なくなってから寂しくはあったが、春霞宮にいることが寂しいと思ったことはない。

　春霞宮には毎日騒さわがしい珍獣がいる。気き遣づかってくれる老人たちもいる。幼おさな馴な染じみの相真も、様子を見に来てくれるのだ。友と呼べる者がいなくても、寂しいはずがない。

　そんな彩華を前に、安世は咎とがめるように朗清を呼ぶ。

「陛下……。こういった話は掘ほり下げないほうがよろしいかと」

「す、すまん」

　安世に脇わきを突つつかれ、朗清は声を低める。

「ただ……後宮に娯ご楽らくを司つかさどる宦かん官がんが、莫ば迦かに多い理由がわかった…………」

「自由に出入りができないとは、そういうことですからな」

　朗清と安世は感かん慨がい深げに囁ささやき合った。

　そんな二人の声を、彩華は聞いていない。

　寂しいことなどないはずだとは思うのに、何故か寂しくはないのかと聞いた朗清の真しん剣けんな声音が心に引っかかった。

「しかし、それならなお、わからない。何故公主はここに残ったのだ？」

「もちろん、春霞宮に住まう珍獣のためです」

　都に残ることは、彩華にとって当たり前のことだった。

「迷いがないな」

「それ以外にないのでしょうな」

「はい、もちろんです」

　彩華は目を眇すがめた安世の言葉を取り違えて答える。

　彩華が明るい声音で返答すれば、安世は額を押さえて首を振ふった。

「安世、あまり言いすぎるな」

「そうですな。まさか葉氏相手に悪いことをした気分になるとは」

　呆れるような朗清に対して、安世は渋面になる。その表情の豊かさや言葉つきの軽さが、昨日とはずいぶん違う。金烏館では遠い存在に思えたのにと考え、彩華はふと、朗清の手元の馬具に目を瞠みはる。

「まぁ、なんてお上手な……。ありがとうございました」

「あ、あぁ。うむ……」

　素す直なおに馬具の修しゆう繕ぜんに礼を彩華が言い微笑むと、朗清は硬かたい動きで馬具を返へん却きやくする。

　朗清の様子に首を傾げつつ、直してもらった馬具を笑顔のまま見下ろす。すると、自身の荒あれた手が目に入った。

「あ……、あの、この手は…………っ」

　公主というにはあまりにも滑なめらかさのない手であるため、朗清は驚おどろいたのだろう。そう考えた彩華は、馬具ごと自身の手を隠かくすように胸むな元もとへ引き寄せる。

「うん、手がどうした？　怪け我がでもしたのか？」

「いえ、お、お見苦しいものをお見せいたしました」

　昨日は袖そでの長い服を着ていたので隠し果おおせたが、今日着ているのは作業着で、手を隠すような機能はなかった。

　逡しゆん巡じゆんする様子を見せた朗清は、改めて彩華の手に視線を落とすと息を抜ぬくように笑った。

「良い手だ。なるほど、常つね日ひ頃ごろから心を通わせ世話を続けたそなたの行いを証明している」

　思わぬ言葉に、彩華は朗清の顔を見直す。微笑ほほえむ朗清の表情に噓うそや気遣いの色は見受けられない。本心から良い手だと言ったことがわかると、彩華は安心と多大な気き恥はずかしさに、目が眩くらむほどの熱を感じた。

「あ……、ありがとう、ございま、す…………」

　心が浮うき立つ彩華はなんとか言葉を絞しぼり出すが、語尾が掠かすれてしまう。そんな声に安世は勘かん違ちがいした様子で朗清に囁いた。

「陛下、男ならそれで仕事を評価されたと思うでしょうが、相手は元公主ですぞ。荒れた手自体が恥はじなのではないですかな？」

　安世の見解は一いつ般ぱん的には間違っていない。そのため朗清も前言撤てつ回かいしようと口を開く気配に、彩華は考えもせず思いを口にした。

「私は、珍獣たちを愛しております。この手がその証明になるというのでしたら、恥ずべきことなどございません！」

　彩華の勢いに押されるように、朗清も安世も頷きを返す。

　同時に、宣言して彩華は気づいた。ただ顔を合わせて話すより、動物を挟はさんだほうが話しやすいと。そんな発見で、彩華の心は軽くなる。珍獣が暮らす春霞宮存続のため、朗清との会話は必ひつ須すだが、昨日のように言いたいことの半分も言えないままではいけない。

　朗清と会話する時には珍獣を連れていなくては。

　そう一人頷く彩華の耳に、安世の慌あわてた声が聞こえた。

「なんですかな、この白黒！」
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「え……？」

　思考に集中していた彩華は反応が遅おくれ、気づいた時には横合いから足に衝しよう撃げきを受ける。

　堪たまらず体勢を崩くずす彩華は、倒たおれることを覚かく悟ごして固く目を瞑つぶった。

「危ない……っ」

　すぐ側そばから聞こえた声と共に、彩華は力強い腕うでに肩かたを抱だかれ、体勢を支えるために広い胸へと引き寄せられる。

「いきなり突とつ進しんしてくるとは危ないな。これは、危険な生き物か？」

　朗清の声がすぐ側で聞こえた。彩華は息を詰つめて肩に感じる大きな手を意識する。皇こう帝ていである朗清は、倒れかけた彩華を自ら支えてくれていた。

　男性に抱き寄せられるという滅めつ多たにない状じよう況きように、彩華は逃にげ出したいほどの羞しゆう恥ちを覚える。

「も、もも、申し訳ございません！」

　口では謝罪しながらも、彩華は思わず全力で朗清の胸を押し返す。

　恥ずかしさで叫さけびそうになる口を引き結び、目を見開いて逃げそうになる己おのれを律する彩華。その形相に、彩華の力では小こ動ゆるぎもしなかった朗清が一歩距きよ離りを取った。

「その、不用意に触ふれてしまった、許せ……」

「いえ、そのような──」

　支えてもらった礼を言わなければ、それよりも朗清の服に獣けもの臭しゆうが移った心配をすべきか。

　今日の朗清の装いは、冕べん服ぷくでこそないが、触れてわかるほど緻ち密みつで上質な布地を使った衣服だ。なんにしても謝らなければと、慌てて向き直ろうとした彩華は、足が重いことに気づく。

　固定された足元を見れば、二本の前足でしっかりと抱き着く白しろ黒くろ熊くまの姿があった。

「まぁ、あなた庭園からここまで一人で来たの、恵けい中ちゆう！」

　笑うような形の口を開いて見上げてくるのは、目の周りや耳が黒く、腕、腹、足と黒と白が順に色を変える不思議な模様をした子熊だった。

「なんだ、これは？」

「白黒熊と申しまして、すぐさまの危険はございません」

「これが……熊？」

　呆あつ気けにとられる朗清に説明するため、彩華は恵中を腕に抱いた。

「俺の知る熊とはだいぶ顔形が違う気が、いや、目の模様のせいか。目と鼻はな面づらだけを見ると、確かに熊だな」

　顎あごに指をかけて、朗清は彩華の腕の中の恵中を覗のぞき込む。

　相変わらず廏うまやの入り口から入ってこない安世が、確かく認にんの言葉を投げかけてきた。

「それで成せい獣じゆうというわけではないのですな？」

「えぇ、大きくなります。熊ですから。……陛下、触さわるなら子熊の内が柔やわらかいそうです。成獣になると毛質が硬くなるのだそうで」

「そ、そうか。うん？　伝聞のような言い方だな。成獣はいないのか？」

　そんなことを聞きながら、朗清は片手で恵中の白い額を撫なでる。相手にされているのが嬉うれしいのか、恵中は猫ねこ熊ぐまに似た甲かん高だかい声を上げた。

「……ごほん、えっほん」

　安世が何やら咳せき払ばらいをしつつ、朗清へと目配せを行っている。

　当の朗清は、考えごとをしている風ながら、恵中の柔らかな毛並みを撫でる手は止めない。

「その、今日は、誰だれか来ていたのか？　いや、えっと、珍ちん獣じゆうを見に、ここを訪おとずれる者などはいるのか？」

　突とつ然ぜんの問いに一度首を捻ひねった彩華だったが、廏に来るには金烏館の前を通らなければいけないことに思い至る。金烏館は士倫を迎むかえたまま片づけは後に回していたので、客があったことは見てわかったのだろう。

「金烏館を見られたのですね。はい。従兄いとこにあたる士倫さまがいらっしゃいました」

　彩華が応じた途と端たん、安世が廏の中に身を乗り出す。

「何をしにいらしたのですかな？」

「何を……、様子を見にいらしたと仰おつしやってましたが」

　彩華が答えると、朗清は恵中を撫でる手を止めて目を細めた。

「それだけか？」

「はい。近きん況きようを話しただけで、あまり話す間もなくお帰りになりました」

　妙みように真しん剣けんな様子に、彩華は恵中と共に首を傾かしげる。

「他ほかに何かしたのではありませんかな？」

　疑うような安世の問いに、彩華は思い出して声を上げた。

　途端に、前のめりになる朗清と安世。

「蛇へびや蜥蜴とかげは初めて見たと仰って、とても熱心に見ていらっしゃいました」

「はぁ……？」

　朗清と安世の上げた声には、確かな困こん惑わくが含ふくまれていた。

「黒こく蛇だがお気に召めした様子で」

「ちょ、ちょっと待ってくれ」

　朗清は手で制すと、安世のいる廏の入り口に移動し、真剣な面おも持もちで相談を始める。

　彩華は恵中を下ろすと、火球の世話で使った道具の片づけを始めた。

　その間、恵中はまた彩華に遊んでもらおうと、何度も足に体当たりを繰くり返し纏まとわりつき、引き剝はがす彩華と無言の攻こう防ぼうを続ける。

「噓を吐ついているようには見えないが……」

「報告を受けて、わたくし共が来るまでの間に帰っていることを思えば……」

「蛇や蜥蜴に何か……、いや、向こうも瑞ずい獣じゆうを？」

「あの委蛇ですな。なるほど、あり得ないとは言えませんぞ。陛下、やはり……」

「うむ、そうするしかないか。こちらも時間がかかるぞ？」

「しないよりはいいでしょう。牽けん制せいにもなるかと」

　途と切ぎれ途切れの声が聞こえなくなり、何やら話が決まった様子。彩華はもはや作業着であることや珍獣の世話に精を出す日常を恥じることなく、近づいてくる朗清に相対した。

　考えてもみれば、すでに庭園の廃はい園えんさながらの現状は知られているのだ。この春霞宮で彩華が公主らしい暮らしをしていたとは朗清たちも思ってはいまい。

　慎つつましく暮らす身の上なのだから、慎ましく暮らす姿を見られても慌てる必要はなかった。

　そう考えると、頑がん張ばって着き飾かざった公主らしい装いのほうが、見み栄えを張った気恥ずかしさを今さらながらに覚える。

「その、なんと言うか珍獣というのは、とても興味深いな」

「はい、そのとおりにございます。陛下がご覧になった珍獣は、まだこの春霞宮に住まう者の中でも一部ですが」

　珍獣への関心が窺うかがえる朗清の言葉に、彩華は瑞獣と呼ばれた以外の珍獣にも興味を持ってもらおうと勢い込む。

　片手で言葉を遮さえぎった朗清は、笑えみを浮かべる彩華から顔を逸そらし馬うま鹿しかを見ながら言った。

「えぇ、それでだな、他にも見たいと思うのだが……」

「まぁ、でしたらすぐに案内を──」

　すぐさま応じようとする彩華に、朗清は両手を上げて制止する。

「いや、その、今日は近くに来たついでなので帰る。ただ、また、今度は先さき触ぶれを出すので、珍獣を見に来てもいいだろうか？」

　彩華は一いつ瞬しゆん耳を疑った。

　また兵に囲まれての気まずい会話をしなければいけないと思っていたのに、それをする必要はなく帰るという。その上、珍獣たちに興味を持ってまた訪れてくれるというのだ。

「は、はい！　わざわざ足を運ばれるほど興味を持っていただけるなんて。心より、お待ちしております」

「う、うむ……」

　彩華が心から喜びを表して笑みを浮うかべると、朗清は気まずい様子で足元へと視線を落とした。すると、彩華の足に抱き着いた恵中が潤うるんだ黒い瞳ひとみで朗清を見上げる。目のやり場を失くした朗清は、何故なぜか心苦しいと言わんばかりに目を固く閉じたのだった。







[image: 四章　和は天下の達道なり]




「この子は穿せん山ざん甲こう。あちらは真ま孔く雀じやくと白孔雀になります、士倫さま」

「むむ、[image: 鱗]うろこのある四足の獣。けれど、蜥蜴ともまた違ちがった形ですね。穿山甲は触っても？」

　主に蛇を目当てにやってくるようになった士倫に、彩華は庭園の中で珍獣を紹しよう介かいしていた。

　士倫は好こう悪おがはっきりしているようで、爬は虫ちゆう類るい以外にあまり反応しない。

　安世のように怯おびえる風もないので、好こう奇き心から彩華は、[image: 鱗]のある哺ほ乳にゆう類るいと、獣ともまた違う鳥類を見せてみた。

「よろしいですが、[image: 鱗]の縁ふちは切れますので表面を触るだけにしてください。それと、爪つめと尻尾しつぽにはお気をつけくださいませ」

　穿山甲の爪は鋭えい利りで力強く、土つち壁かべに簡単に穴をあける威い力りよくを持つ。尻尾は鋭利な[image: 鱗]に覆おおわれているため、振ふると切れるのだ。

　突つき出た鼻先から尻尾までを固い[image: 鱗]に覆われており、外敵に襲おそわれると丸くなる愛らしいところもあるのだが、山を穿うがつという名の由来は伊達だてではない。

「ふふ、なんとも面めん妖ような生き物ですね。まるで龍りゆうのようだ」

　しゃがみ込んで穿山甲の[image: 鱗]に触れる士倫には、黒蛇を見た時ほどの劇的な反応はない。

「龍ですか？　あなたは龍に似ているそうですよ、閔みん眠みん」

　名前を呼ぶと、穿山甲は小さな頭を振って彩華を見る。

「そう言えば、名前で呼んでいるものと、種類で呼んでいるものがいますね。何か違いが？」

「はい。祖父の代よりこの離り宮きゆうに住まう珍獣は、献けん上じようされた際に記録された珍獣の種類名で。私が育てた者には名前をつけております」

　大蜥蜴や黒蛇、目の前の孔雀たちは長命で、彩華よりも長く生きていることを教えると、士倫は興味を引かれた様子で孔雀にも目を向けた。

　出会ってまだ数える程度ではあるが、士倫とは和なごやかに会話ができる。血けつ縁えんであるという気安さもあってか、彩華にとって過度な緊きん張ちようをしなくて済む話し相手となっていた。

「士倫さま、孔雀はお気に召しませんか？　触られますか？」

「いえ、結構です。獣らしい獣に比べれば、目つきや足つきに惹ひかれるものはあります。ただやはり、どうも無む闇やみに飾かざり立てているような風ふ情ぜいが、僕の美的感覚には合わないようです」

「ふふ、好みはそれぞれですね。世話をする者の中にも、昔蛇に襲われたため、決して爬虫類に近づかない者もいるのですよ」

　取り留めのない話をしながら穿山甲を触る間に、五ご彩さいを纏う真孔雀は、雄おす特有の尾お羽ばねを広げて、雌めすの白孔雀に求愛行動を始めた。

　気ままに歩いていた白孔雀は、真孔雀の動きに一いち瞥べつを投げただけで、無視を決め込む。

「なんとも冷れい徹てつな対応。あれは……」

「私が生まれる前からあんな風だそうです」

「諦あきらめない粘ねばり強さに、少々好感を持ちますね」

　思わぬ士倫の評価に、彩華は笑いを漏もらす。

　最初こそ士倫の独特な感情表現に驚おどろきはしたが、今ではその独自性を楽しむ心持ちでいられるようになった。

「それでは、士倫さま。今日は鰐わに蜥蜴の身み繕づくろいをいたしますが、お手伝いいただけますか？」

「是ぜ非ひ！」

　彩華が促うながすと、士倫はわかりやすく声を高くする。

　笑みを絶やさず、世話にも楽しみを見み出いだす士倫に、彩華は同好の士のような連帯感を覚え始めていた。

「鰐蜥蜴は脱だつ皮ぴ中です。体に古くなった皮がついております。優やさしく擦こすり取ってください」

　庭園から爬虫類を飼育する小部屋に移動し、彩華は小部屋の戸を開放する。

「ふふ、ふふふ、任せてください」

　彩華が布を手て渡わたすと、士倫は嬉き々きとして受け取った。

　手近な柱に身を擦りつけていた鰐蜥蜴は、剝がれかけの古い皮の中から、赤みのあるつややかな新しい[image: 鱗]が見えている。

「おぉ、まるで新たな衣ころもを纏ったような鮮あざやかさ。[image: 鱗]の輝かがやきも段だん違ちがいですね。これは、黒こく蛇だの脱皮も楽しみです」

「えぇ、光こう沢たくが漆しつ黒こくの体に映はえて美しいですよ」

　脱皮後は、傷のない肌はだになるので、色も映える。彩華にとっては見慣れた光景に、士倫は身を震ふるわせて感動していた。

　そんな反応を前にふと、通って来ては珍ちん獣じゆうに慄おののく者たちの姿を思い描えがく。

「そう言えば士倫さまは、まだ春霞宮で陛下とお会いになったことがございませんね」

　朗清も珍獣に興味が湧わいたらしく定期的に通っているが、二人が鉢はち合あわせたことはない。

　彩華が這はい上がる黒蛇を腕うでに絡からませたまま何げなく言うと、笑顔のままじっと士倫に見つめ返された。

　視線の意味がわからず小首を傾かしげる彩華に、士倫は笑うように息を吐つく。

「ふ、僕が避さけているのですよ。あまり、良くは思われていないですから……」

「え？　陛下と何か問題でも？」

　彩華が素す直なおに驚くと、今度は喉のどを鳴らして笑われた。

「彩華どのはやはり心根が美しい。邪じや推すいや策さく謀ぼうなど一いつ切さいない、純じゆん粋すいさがありますね」

「いえ、そんな……」

　突とつ然ぜん褒ほめられる意図がわからず、黒蛇の長い尻尾を腕に抱かかえて言葉を濁にごす。

「ふふ……。そうあれるのは、優ゆう秀しゆうな護衛がいるからでしょうか？」

　士倫は呟つぶやくように言って、廊ろう下かの入り口へと視線を向けた。腕を組み、素知らぬふりで立っているのは、彩華の幼おさな馴な染じみの相真だ。

　実は穿山甲を触さわっている時から、ずっとつき添そっていた。相真は、士倫が来ると知るとやって来ては、こうして後について回る。

　逆に、朗清が兵を引き連れてやって来る時には、顔を合わせないようすぐさま帰ることもあるほどだ。戦場で見覚えられているかもしれないため、顔を合わせたくないと言っていた。

「護衛？　そうですね。皇こう帝てい陛下に監かん視しされるようなお方を、放ほうってはおけないでしょう」

「陛下から、監視？　士倫さま、いったいどういうことでしょうか？」

　不ふ穏おんな相真の言葉に彩華が士倫を見ると、変わらぬ笑えみを返された。

「えぇ、僕は陛下に監視されています。都を追われた葉氏で、身分を剝はく奪だつされた元王ですから。科挙に合格したとは言え、追い出した葉氏が宮城に戻もどれば警けい戒かいされるのも当然でしょう」

　なんでもないことのように答える士倫に、相真が顔を顰しかめて声を低める。

「でしたら、陛下の監視が届かない地方へ転出なされては？」

　相真はいつもと違う言こと葉ば遣づかいと雰ふん囲い気きを纏まとっているが、士倫は笑顔を崩くずさず答えた。

「それこそ陛下の猜さい疑ぎを深めてしまいます。ですから、監視をつけて書類整理だけの閑かん職しよくに追ってまで藍陽に残しているのでしょう。陛下は、よほど我々葉氏の反乱が恐おそろしいようです」

　士倫は何食わぬ顔で、危あやうい発言をした。

「……士倫さまは、葉氏の復権をお望みなのですか？」

「まさか。これも天命と受け入れています。何より、葉氏を誅ちゆうさずにおられる陛下の恩情には感謝しているのです。ただ機会がいただけるなら、父の汚お名めいを少しでも雪そそぎたいとは、思っていましたが……」

　視線を下向ける士倫は、見上げてくる鰐蜥蜴とかげに頰ほおを染めると、古い皮を取る作業に戻る。

「閑職に甘んじなければならない現状では、いつになることかわかりません。悪政を敷しいて都を追われた皇帝を庇かばう僕は、傍はたから見れば滑こつ稽けいでしょうね」

　答えに困る彩華に、士倫は微笑ほほえむ。

「旧臣にも、復権を勧すすめられましたが、断りました」

　相真の息を吞のむ音が廊下に響ひびくようだ。彩華も、士倫が危うい話をしているのだとわかる。

「あぁ、すみません。先ほど言ったとおり、僕にはそんな大それた考えはありませんから安心してください。ですから旧臣には、今こそ力を合わせて国を支えるべきだと話したきり。その後は監視があり、旧臣たちとは会っていませんが、どうやら僕の存在だけでも陛下にとっては不安の種らしい」

　士倫は嘆たん息そくしながら、頰に落ちかかる髪かみも気にせず彩華へと視線を向ける。

「彩華どのは、父が何をしたか、何処どこまで知っていますか？」

「恥はずかしながら、噂うわさ程度しか存じ上げません」

　素直に答える彩華に、士倫は責めることなく頷うなずいた。

「でしょうね。宮城の中でも、父の真意を履はき違える臣下が多かった」

　士倫は元もと藍陽に住み、領地に行かない王だった。世が乱れたために安んじようと自ら領地へ赴おもむいたものの、一年後には都が包囲されてしまったのだと言う。

「父は、文治政治を推おし進めようとしたのです。そのため文化振しん興こうを奨しよう励れいしました。父は文化人としての審しん美び眼がんで、後世に残せる逸いつ品ぴんを収集し、後の世までの財にしようと考えたのです」

　良い物を奨励し、人々の規き範はんとして皇帝が良い物を選び出す。文化人としては誰だれもが認める才を発揮した先帝は、そんな志で政策を行ったのだと、士倫は語る。

「人も同じく、一悪で切り捨てるのではなく、許し改心を促すことを是ぜとしていました。無む駄だだと言われた運河の工事も、国の発展を目指しての施し策さくだったのですが……。今では全すべてが、悪政と言われています」

　散財、美術品の過度な賛美者、悪臣の横行、無駄な労ろう役えきと、彩華の耳にも先帝を謗そしる噂は聞こえていた。都の内でも囁ささやかれた噂なので、誰もが知るところだろう。

「側近の悪行で宮城が乱れた時には、慈じ悲ひをもって接していた父も手を打ったのです。けれど、遅おそかった。中央の乱れの影えい響きようで地方が逼ひつ迫ぱくしたと知ると、皇帝自らが先頭に立たなければいけないと決断し、父は自ら筆を執とって確かに皇帝の意志が現場に届くよう計ったのですが」

　皇帝と地方の間に存在する行政組織を無視する専横だと、非難の的となっており、旧臣からも当時批判が出た。

「それでも父は敢かん行こうしました。そのお蔭かげで、確かに臣下の横暴を抑おさえ込んだのです。……ただやはり遅かった。これからという時に…………」

　言葉を濁した士倫が何を言いたいのかは、彩華にも想像がついた。朗清が都を包囲して、皇帝が逃にげなければいけない状じよう況きように陥おちいったのだ。

「……今さら、なんと言っても言い訳ですね。父を支えられなかった、僕たち宗室も、同罪です。今は与あたえられた職務を全うするべきでしょう。こうして少々の趣しゆ味みを見つけるくらいは許してほしいものですが」

「……そんなことはありません」

　思わず、彩華は声を上げていた。

「陛下の、いえ、先帝陛下のご慈悲は私も身に染しみております。私も情け深いご配はい慮りよによって公主の地位をいただきました」

　彩華の父は、先々帝だ。彩華が生まれた時にはすでに、急死した父に代わり叔父おじが即そく位いした後だった。

　公主とは、当代皇帝の娘むすめが賜たまわる称しよう号ごうだ。

　皇帝の姪めいとして生まれた彩華では、本来公主を名乗れない。そんな彩華が昭しよう季き公主と呼ばれているのは、先帝が兄である先々帝の死を悼いたむ心から、生まれたばかりの彩華に公主の地位を与え、母と共に暮らしを安あん堵どしてくれたためだった。

　父を亡なくした異母姉たちも、皇帝の名の下もとに婚こん姻いんを取り決めて、嫁よめ入いり道具さえ揃そろえてもらっている。

　恩を口にする彩華に、士倫は困ったように笑った。

「ですが、恨うらみはないのですか？　その、あまり良い暮らしはできていなかったでしょう。公主の身分が重荷になったこともあったのではないですか？」

　確かに、彩華には母の実家に帰る選せん択たく肢しもあったのだ。公主としての地位を与えられたために、母の実家の手を借りることも憚はばかられる事態は確かにあった。

　それでも、公主として春霞宮に残ることを選んだのは彩華自身だ。

　珍獣たちと出会えた暮らしを、後こう悔かいはしない。

　彩華は士倫に、曇くもりのない微笑みを返す。

「私は、先帝陛下のご心痛も存じております。どうして恨むことがありましょう？」

　彩華が忘れ去られたような暮らしをするに至るには、理由がある。

　姉たちの結けつ婚こんの後、士倫の姉に当たる公主が適てき齢れい期きだった。彩華はまだ幼く、結婚という身の振ふり方を後に回されるのは道理。

　ただ適齢期が近づいた頃ころ、後宮で不幸が相次いだ。士倫は第十一子でありながら、現状四男という位置にいる。それだけの数の子女が、相次いで亡くなる事態があったのだ。

　悲しみに、先帝は喪もに服して朝ちよう廷ていを閉じるほどで、結婚という慶けい事じを行えない状況を、適齢期になっていた彩華は把は握あくしていた。

「先々帝の娘であるにも拘かかわらず、公主の地位と春霞宮を与えられたこと、感謝しております。ご恩を受けた私が、どうして先帝陛下を恨むでしょう」

　彩華が感謝を告げると、士倫は初めて笑みを消して瞠どう目もくした。

　おかしなことを言っただろうかと、彩華は慌あわてて言葉を続ける。

「先帝陛下のお優やさしさを、私は存じております。どうか、士倫さまもお気に病やまれませんよう」

　鰐わに蜥蜴を拭ふく手を止めて俯うつむいてしまった士倫に、彩華は慰なぐさめの言葉を告げた。顔を上げたものの彩華を見ない士倫は、薄うすい唇くちびるを少しだけ開く。

「…………そう、でしたか……」

　絞しぼり出すように答えて目を伏ふせた士倫の笑みは、今までに見た笑みとは違ちがい、何処か影かげが漂ただようようだった。
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　春霞宮を出る士倫は、名残なごり惜おしい思いを隠かくさず告げる。

「この後、人と約束がありますので、これで失礼させていただきます。本当は約束を放ほう棄きしてもまだ鰐蜥蜴の世話をしていたいくらいなのですが」

「ふふ、またおいでください。お待ちしておりますから」

　彩華は花が綻ほころぶような笑えみを浮うかべて見送ってくれた。

　士倫は本当に約束を放ほうり出そうかという気持ちになりながら、歩いてその場を離はなれる。

　人を雇やとって駕籠かごを使うこともできたが、春霞宮に通い出してできた趣味だ。雑多な街並みはあまり好きではないが、今は音もなく這はう家や守もりを見つける楽しさに目覚めている。

　目的地に向かう中、士倫は背後に気配を感じた。相真も気づいた監かん視しの存在だ。

　士倫の行動は科挙に及きゆう第だいしてからほぼ同じことの繰くり返し。

　仕事をして、趣味仲間の下へ通うだけ。変わったことと言えば、春霞宮に通うという行動が増えたくらいだ。

　今日も趣味仲間の下へ行く士倫に、監視も変わらずついてくる。

「これは士倫さま、ようこそおいでくださいました。ささ、皆みな待っております」

　士大夫から援えん助じよを受ける詩人の家に着くと、士倫は奥へと通された。名作と言えるほどの物はまだ作れていないが、光るものがあると名を聞く詩人だ。

　監視は外で待機している。家の中を窺うかがうこともあるだろうが、入りはしないのもいつものこと。屋や敷しきの内には強ごう盗とう対策で見張りが巡じゆん回かいしているのも、いつものことで、入れないと言うのが適しているかもしれない。

「皆さま、お待たせして申し訳ない」

　士倫が遅ち参さんを詫わびて室内に踏ふみ入ると、先客は座を降りて跪き拝はいする。

　先客は五人。顔を上げたのは、文人に扮ふんした旧臣たちだった。

「お座りください。念のため聞きますが、気づかれませんでしたか？」

「はは、もちろん。いやはや、士倫さまのお知ち恵えには感服いたします」

「さよう、さよう。支し援えんする文化人と入れ替かわっているなどと、誰が思うでしょう」

　趣味の集まりを装って、朗清の監視の目を欺あざむく密談は、士倫の入れ知恵だ。

　朗清が莫ば迦かでないならそろそろばれそうなところだが、懸け念ねんすべきはこの旧臣の慢まん心しんと暢のん気きさだろう。王朝を傾かたむけた原因の一いつ端たんとは言え、今は朗清の政権を脅おびやかす毒として使えるので士倫も強しいて正すつもりはなく、愛あい想そ笑いを浮かべた。

「僕は、皆さまの熱意に打たれ、少々案を出しただけですので」

　従しよう容ようとして本心は隠す士倫に、旧臣も貼はりついた笑みを浮かべる。

「何を仰おつしやる。さすがは先帝陛下のお血筋」

「いや、本当に士倫さまが太子であられないことが惜しい」

　そう言って、こちらの欲を煽あおろうというのだろう。見え透すいていて、美しさの欠片かけらもないと、士倫は心中で唾だ棄きした。

　同時に、使い捨てるには美しくないほうがなんの未練もなく使えるとも考える。使い捨てるには惜しいものとして、脳のう裏りに浮かぶのは、別れたばかりの彩華の微笑ほほえみだった。

「使えるかもわからない……が、惜しいな…………」

「はい？　なんと仰いましたかな？」

　士倫は心情を呟つぶやいてしまい、笑って誤ご魔ま化かし話を別の方向へと誘ゆう導どうする。

「僕のような非才は、身のほどは弁わきまえております。帝てい位いなど望むべくもない。そう、あの方よりも、弁えているのです」

　はっきり誰だれとは言わず微笑む士倫に、察した旧臣は苛いら立だちと恨みを露あらわにした。

「全くそのとおり。あの粗そ暴ぼう者が。何が皇帝だ。啓王という地位さえ不相応なくせしおって」

　はっきりと言葉に表すのは、口くち髭ひげを整えた旧臣。とある地方から賄賂わいろを得て、悪事の揉もみ消しを請うけ負っていたが、朗清が啓王となり、賄賂先が啓国に近かったために制圧され、収賄の道を絶たれてしまったのだ。

　言うなれば、ただの私し怨えんでしかない。

「お怒いかりご尤もつとも」

　士倫は内心を隠して憂うれうような表情を装うと、口髭の旧臣は仰ぎよう々ぎようしく頷うなずく。

「宮城であの簒さん奪だつ者に従う者など少数。国軍もそのまま残されているのです。まだ機を計るのですかな？」

　口だけで悪事以外成したことのない男が、逸はやっている。

　国を取ろうというこの大計が、半年でどうにかなるわけがない。そんな道理も弁えない旧臣に、士倫は失笑したい思いを抑おさえ込んだ。

「国軍は今も疲ひ弊へいしたままです。これでは、先帝陛下の二の舞まいですよ」

「そのとおり。そのためにわしが一計を案じているのだ。まだ待たれよ」

　その一計も、発案者は士倫なのだが。

　髪かみに白い物の目立つ旧臣は、他人の手て柄がらを横取りする厚こう顔がん無む恥ちだった。

「待つとはいったいいつまでだ？　もう半年が経たち、噂うわさも広まった。ならば、早くに動くべきではないか？」

　口髭の旧臣が逸りすぎなのだが、その意見に頷く者もいる。

「……噂が広まることが狙ねらいではないのですよ。その先があるのです」

　説明したはずなのだが、ぼんくら揃ぞろいでたまに頭が痛い。

　操あやつり易やすくはあるが、手足として使うには性能が悪すぎるのだ。

「高朗清の藍陽での評判は、悪くもなければ良くもないのは周知かと思います。つまり、噂によって高朗清の評判は悪いほうにも傾けることができるのです。そこを狙って、今、動いてもらっていますね？」

　旧臣にはいちいち説明と確かく認にんが必要だ。父が行政組織を蔑ないがしろにしてまで自ら直接命令を行った悪手の根源が、眼前の旧臣の無能さだということがよくわかる。

　そんな士倫の呆あきれに気づかず、白しら髪がの旧臣が得意げに頷いた。

「そのとおり。これより第二段階に移りましょうぞ。高朗清の配下が狼ろう藉ぜきを行うという噂を広めることは成功しております。次は、狼藉を行ったという実績を作るのです。ただ、兵が宮城から出てこないのが問題でして」

　士倫を窺うかがってくる旧臣は、対応力のない自らの無能を露ろ呈ていしている自覚はないようだ。

「そうですね。高朗清が噂の広がりを止めるため、兵を宮城の外に出さなくなったのは、困ったものです。兵がいれば、因いん縁ねんをつけて諍いさかいを起こし、兵のほうが悪いという噂を同じように広める手はずでしたが」

　士倫は現状を説明しながら、旧臣たちの反応を見る。

「……戦場の勇将も、皇帝の椅い子すの安楽さに慣れたのでしょうか？」

　揶や揄ゆするように言うと、旧臣たちは鬱うつ憤ぷんを晴らすように朗清を笑い者にする。いったいこの中にどれだけ笑えない現状を把握している者がいるのやら、と士倫は内心嘆たん息そくした。

　朗清のほうが噂を潰つぶしに動いてくれれば、横暴と声こわ高だかに非難もできる。戦場を駆かけるように力ちから尽ずくで解決を図はかるなら、手も打ちやすい。

　そんな士倫の楽観を見み透すかすように、朗清は守りに入っているのだ。正面から攻せめる手勢のいない状態では、守りに入られると打つ手がなくなる。

「誘おびき寄せるしか、ないでしょうね」

　士倫の提案に、白髪の旧臣は待っていたとばかりに口を開いた。

「その必要はございませんぞ。すでに、高朗清の兵に偽ぎ装そうするための、準備をしております」

　つまり、自分のほうがより良い対応を考えられていると誇こ示じするために、意見を求めたらしい。回りくどい上に、下策だ。

　ただ正面からそう言って、矜きよう持じを傷つけると後から使いにくい。

「僕はあまり見たことがないのですが、揃そろいの鎧よろいを着ていたはず。高朗清の兵と同じ鎧を用意できたのですか？」

「いえ、同じ物はさすがに。ただ同じような黒い鎧を……」

　賛同がないことには敏びん感かんに反応して、こちらを窺ってくる。士倫としても、そんなお粗そ末まつなやり方ではすぐに足がつくと言えれば早いのだが。

　少なくとも、旧臣の案を受け入れることはできない。やるからには徹てつ底てい的に隙すきなくやり遂とげなければ成せるものも成せなくなる。

「……藍陽の中にも、防衛に関かかわった者はいるでしょう。高朗清の兵の鎧を詳くわしく覚えている者がいた場合、どう手を打つべきでしょうか？」

　朗清に調べられるという前提で動かなければいけないというのに、旧臣は答えられない。

「偽装した兵が偽にせ者ものと知られた場合、噂も全すべてその偽者の手による犯行と公表されれば、策が無む駄だになりますね」

　悩なやましいとばかりに嘆息して見せれば、責任を負いたくない白髪の旧臣が伺ってきた。

「士倫さまのご意見も、伺いましょう。誘き寄せるというのは、どのように？」

　本当に操り易さだけが利点だ。

「喧けん嘩か騒さわぎを起こし、兵が暴れていると吹ふい聴ちようします。もちろん、それは誤報として誤魔化しの利きくよう注意をして」

　改革の準備に手間取る中、焦あせりの見える朗清なら、噂の元を確かめに信しん頼らいできる兵を送るだろう。都に伝つ手てのない朗清が信頼するのは、揃いの黒い鎧を着た兵だ。

「急行する兵に、例えば、慌あわてた老女がぶつかるとします。それを見た者が、兵が老女を押しのけたと証言するとしたら？」

　士倫の説明に、旧臣たちは悪あく辣らつな笑えみを浮うかべる。

「兵が老女に怪け我がをさせたと噂にすれば……。噂に尾おひれはつきものですから」

「いや、そこは兵が邪じや魔まだと言って無む辜この老女を引き倒たおしたと言ってもいいだろう」

　他人の足を引っ張る悪わる知ぢ恵えだけは働く。いや、足を引っ張ることはお手の物と言うべきか。

　旧臣のこの能力だけは、士倫も信頼できた。

　悪知恵を利用し、同時に安世の排はい除じよも考えるべきか。中央で実績のない学士を排除する手は幾いくつかあるが、早いほうがいいかもしれない。

　不意に、口髭の旧臣が不満の声を上げた。

「回りくどい。そこまでする必要がありますかな？　先帝陛下よりの禅ぜん譲じようなどという妄もう言げんが、武力による制圧、放ほう伐ばつであることは周知ではありませんか」

「そのとおりです。もちろん僕も、一刻も早い正道への回帰を願い焦しよう燥そうを抱いだいているのです」

　士倫はうんざりする心中を隠かくしてまず理解を示し、話を聞かせる。

「これは先帝の轍てつを踏ふまないため、必要なことなのです。武力で権けん威いを引き摺ずり落とされるなど、同じ過あやまちを繰くり返したくはないでしょう？　まずは、高朗清から兵を引き離はなして、一番の強みである軍事力を削そがなければならないのです」

　帝位に座る朗清自身に手を伸のばすには、率いる精兵が邪魔なのだ。

　国軍の頭を押さえる枢すう密みつ院を懐かい柔じゆうしても、今の国軍では朗清に鎮ちん圧あつされるのが落ち。

　噂は朗清の兵を排除する布石にすぎない。朗清の力を削ぎ、士倫が独力で都を奪だつ還かんするための。

　旧臣としては、朗清を排除して権勢を回復しようという狙いだ。そのため先帝を都に戻もどし、禅譲が武力による不当な脅おどしであったと宣言させるまでを同じ目的としている。

　ただ士倫にとっては、都の奪還は大義名分だ。他ほかの兄弟との差を大きくし、太子でない士倫が皇帝になるための通過点でしかない。

　旧臣たちなど朗清の目を逸そらす案山子かかしくらいの存在だ。

「私は士倫さまのお考えに賛同いたしますぞ」

　一人が言うと、次々に媚こびて賛同する旧臣に、士倫は照れた風に見える笑みを返した。

　使った後はこんな無能者はいらない。もちろん、帝位を放ほうり出す非才の父も禅譲を反ほ故ごにした後は邪魔にならないよう隠いん居きよさせる。

　そんな考えを従しよう容ようとした笑みの下に隠し、士倫は一つ手を打った。

「では、そのように。……さて、僕たちは今詩人なのですから、少しは何か書いていないと怪あやしまれます」

「はは、そのとおりですな。では、私が一首」

「お待ちを。わしが面めん倒どうを見る文人がこのような良い書をしたためましてな」

「いやいや、ここは古いにしえの傑けつ作さくに新たな注ちゆう釈しやく書を」

　先せん帝ていの選んだ旧臣は、ほとんどが文化人的な趣しゆ味みを持つ。実務能力よりも趣味の合う者を選ぶという愚ぐを犯おかした父の残ざん滓しだ。

　父の行動は許されない。皇帝としてあるまじき醜しゆう態たいを晒さらしての禅譲だった。

　ただ、あまりに素す早ばやい禅譲までの動きに、士倫は感かん嘆たんしてしまった面もある。そんな衝しよう撃げきがなければ、今いま頃ごろ都に集めた美術品ごと放ほう棄きして逃にげだした父を殺していただろう。

　命でもって贖あがなわなければ、父の行動は許されない。情に流されるばかりで、臣下も御ぎよしきれず、なおかつ臣下の忠言を受け入れる器うつわもなかった非才。芸術面以外では才能を発揮しない、美しくない父の生き方には何度腹を立てたことか。

　元はと言えば、悪手ばかりを打っていた父を見限り、都を出た。父の死後の跡あと目め争いを見み越こした動きだったが、朗清にしてやられたという気持ちがある。

「おや、士倫さま。筆がお進みになりませんか？」

　かつての苛いら立だちを思い出し、詩作の手が止まってしまった士倫は、笑みで誤ご魔ま化かし心を落ち着けることを考える。

　ふと、彩華の言葉を思い出した。




　──先々帝の娘むすめであるにも拘かかわらず、公主の地位と春霞宮を与あたえられたこと、感謝しております。




　士倫は、旧臣たちに気づかれないくらい小さく笑う。あの素す晴ばらしい生き物を育てた従妹いとこを公主に据すえた父の情の深さは、少し認めてもいい気がした。
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「おかしなところはないかしら？」

　朗清を出で迎むかえる準備をする彩華は、身の回りの世話を請うけ負う老女の前で一回転してみせた。

　皇帝を迎えるにしては質素な、言い方を変えれば気取らない装いだ。

　浅あさ紫むらさき色いろの背子の下に、白い布地に橙とう黄こう色しよくの刺し繡しゆう襟えりがついた上じよう衣い。襟は緩ゆるく動きやすく、胸むな元もとに見える内衣は朱しゆ色いろ。囲裳は金糸で琥こ珀はく色の刺繡が施ほどこされ、薄うすい桃もも色いろの下か裳もには、長く垂らした布帯の紅色が軽かろやかに揺ゆれる。

　厚手の作業着よりも良い物を着ているが、最初に出迎えた時よりも飾かざりは少なく動きやすさを重視していた。

　おかしなところはないと老女に頷うなずかれても、彩華の心臓は高鳴る。いつまでも朗清を出迎えるために準備をする時間の緊きん張ちように慣れないでいた。

「お待ちしておりました、陛下」

　緊張がすぎて平へい淡たんになる彩華の声に出迎えられるのは、朗清と安世。その後ろには相変わらず威い圧あつ感かんのある黒い鎧の兵たちが並んでいた。

　安世と兵は最初の頃ころから変わらないが、朗清は裾すそを引き摺る冕べん服ぷくではなく、官人の礼服でもある円領の袍ほうを纏まとっている。秋の深まる季節に合わせて白い袍を着ており、黒い鎧を背にしていると朗清が光るようにも見え、彩華はまた鼓こ動どうが速くなった。

　人慣れせず緊張しているにしても、乱れ打つ鼓動の激しさに、彩華は病を心配するほどだ。

「邪魔をする。今日はどんな珍ちん獣じゆうを見せてくれる？」

　拱きよう手しゆして迎えた彩華に、朗清は口元を緩めて問いかける。声こわ音ねに含ふくまれる明るさに、朗清も今日を楽しみにしてくれているのがわかり、彩華は目元に笑みを浮かべた。

「はい。まずは猩しよう々じようと金きん絲し猴こう、日ひ避よけ猿ざるをご紹しよう介かいさせていただきます。その後、予かねてよりご要望のあった白びやつ虎こと獅し子しをご照覧ください」

「ほぅ、ようやく見られるのか？」

「ただ、気配に敏びん感かんになっておりますので、庭園で寛くつろぐ姿を遠望していただく形となります」

　彩華が申し訳ない思いで告げて庭園へ案内すると、安世が胡う乱ろんな視線を投げてきた。

「それはまさか、陛下が虎とらと獅子に触ふれられるほどの距きよ離りに導こうとしていたわけではありますまいな？」

「そのつもりでございましたが。どうしてもと仰おつしやるなら、背に触れるくらいはなんとか……」

　彩華が猛もう獣じゆうたちの気を逸そらす方法を考えると、安世が震ふるえる声でぼやいた。

「なんとも頭が痛くなる発想ですな」

「はは、安世は気にしなくていい。珍獣の繊せん細さいさはわかってきた。無理をする必要はないぞ」

　朗清の気き遣づかいに、彩華は自然と顔が綻ほころぶ。

　春霞宮に訪おとずれる度たびに廏うまやに足を運ぶくらい馬が好きなのは知っていたが、他の珍獣にも理解を示してくれるのは素直に嬉うれしかった。

　会う度に、朗清は何かしらの理解を示してくれる。一つ一つは小さなことでも、胸の内が温かくなるような言葉に、彩華はいつしか朗清と会うと安あん堵どさえ覚えるようになっていた。

　二門閣から回かい廊ろうを進み、彩華は自ら庭園の東に建つ香こう花か楼ろうへと案内する。

　花はな園ぞのを見下ろすため命名された、三層の堂々たる楼閣なのだが、今や花園は珍獣の餌えさを栽さい培ばいする畑と化していた。

　珍獣を思う朗清の配はい慮りよにより、楼の中には兵は入らず待機するよう命じられる。

　彩華が先導して入った楼は、閣と同じく一階に壁かべがない。香花楼は飼育の場として、大小さまざまな竹で編んだ仕切りが四方に広げられていた。

「まず、こちらの緋ひ色いろで腕うでが長い珍獣は猩々と呼ばれる者です」

　朗清のための平座を用意して、彩華はその前に一頭の老ろう猿えんを連れてくる。

　地じ肌はだは黒く、腫はれたように丸い顔に毛はないが、他は全身長い赤毛で覆おおわれているため、遠目に見れば緋衣の老人にも見える。

「猩々？　俗ぞく説せつに聞く妖よう怪かいではないんだな？」

「はい、猩々と紹介されて献けん上じようされただけです。それと昔はもっと黄みがかった毛色をしていたと記録されています。気き性しようが荒あらく懐なつかなかったそうですが、今では年老いて穏おだやかになっておりますので、危険はないかと」

　どっしりと朗清の前に座り込む猩々に、安世は顔を顰しかめて身を引いた。

「その猩々の後ろに、何かついておりますぞ？」

「こちらは金絲猴です。ご覧のとおり、長い尻尾しつぽもあり猿としての特とく徴ちようがあるかと存じます」

「あぁ、高級毛皮の……」

　安世が思わずといった様子で呟つぶやくと、猩々は犬のように吠ほえて威い嚇かくをした。口の中には鋭するどい牙きばが並んでおり、老猿とは思えない猛たけ々だけしさがある。

「ほ、本当にただの獣けものなのですかな！　今、わたくしの言葉を理解しませんでしたか？」

「獣でも、人間の言葉や感情を理解する者はおります」

　彩華が宥なだめるために横に座ると、猩々は孫を見る老人のように穏やかな表情を浮うかべた。安世が言うように、金絲猴の日に透すけて金色に輝かがやく体毛は毛皮として人気がある。彩華も聞いたことはあったが、それを猩々が理解しているかは謎なぞだ。

「安世、馬も人間の感情を理解できる。驚おどろくことではない。それに、苦手なら宮城に残っていいと言っているだろう」

「陛下だけというわけには……。わたくしの言い出したことですし…………」

　朗清にまで窘たしなめられながらも、安世に退く気配はない。安世なりの忠心か心配か、朗清を独り歩きさせる気はないようだ。

　そこには目上に対する尊敬と共に、やはり近しい相手を前にした気安さを感じる。確かな上下関係はあるのに、彩華と相真とは違ちがう関係性があるようだ。それを人は友と呼ぶのだろう。

　相真なら彩華が願えば全力で止めるか全力で叶かなえようとしてくれる。その思いやりは嬉しいのだが、そんな関係はやはり友人とは呼べない。

　彩華は安世を羨うらやましく思いながら、猩々の背中に抱だき着く金絲猴を腕に移動させる。

　金絲猴の青白い顔に毛はない。鼻は小さく上向きで、口元は膨ふくらんでおり、愛あい嬌きようのある顔をしていた。

「猿とは、案外大きなものだな」

「人間の子くらいの大きさがありますし、尻尾まで入れると全長はもっと長くなります」

　恐こわ々ごわしている安世を気にせず、朗清は彩華に抱き着いたまま首を捻ひねって見つめてくる金絲猴を相手にしていた。

「ひぇ、何か飛びましたぞ！」

　朗清に抱き着く安世に、彩華は苦く笑しようしながら視線で確かく認にんして告げる。

「ご紹介予定の日避猿です」

　どうやら、柱に登っていた日避猿が、脇わきの飛ひ膜まくを使って滑かつ空くうしてきたようだ。

「短い尾お、黒い毛、豹ひようのような模様。これは、山をも飛び越こえることのできると言われる妖怪、風ふう狸りですかな？」

　飛び出た目を持つ日避猿に見つめられ、動けない安世に、彩華はいっそ感心してしまった。

「安世どのは、色んな妖怪をご存じなのですね」

「……まぁ、地方では迷めい信しんで人が動きましたからな。道理を説くより、民たみが信じ畏おそれる対象を理由に使ったほうが何かと文句も出ずに早かった…………」

　懐なつかしむような、疲つかれたような息を吐つく安世。

　彩華が気を取られている間に、好こう奇き心旺おう盛せいな金絲猴に指先を握にぎられた朗清が、香花楼の入り口に顎あごを向けて問う。

「公主、あれも猿か？　外から来たようだが」

「いえ、この場にいる三頭以外に、猿と呼ばれる珍獣はおりません」

　彩華が入り口を見ると、廊ろう下かに並んだ兵の足元を、左右に揺れながら走る珍獣がいる。小型で黒い顔のみ短毛、長い赤毛が狒ひ々ひの鬣たてがみにも似た京きよう巴は犬けんだった。

「あれは犬です。仲ちゆう丹たん、他ほかの子はどうしたのです？」

　彩華が呼ぶと、潰つぶれた鼻の下から赤い舌を出して、跳はねるように駆かけてくる。長毛に紛まぎれた尻尾を大きく左右に振ふって鳴き声を上げるさまは、普ふ通つうに犬だった。

　仲丹が彩華に到とう達たつすると、外の兵の間からどよめきが起こる。

「なんだこれ！　毛が動いてるぞ！」

　仲丹と同じように香花楼へ入ってきたのは、大型で特徴的な紫むらさきの舌を覗のぞかせる以外、黒みを帯おびた長毛で顔形の判別さえつかない鬆しよう獅し犬けんだった。

「あれも犬です。元げん玄げん、こちらにおいでなさい」

　急がず騒さわがず、豊かな毛を揺らして彩華の下もとへ歩く元玄に、安世は目を眇すがめていた。

「なんと言いますか、伝説にある四し凶きようの一つ、渾こん沌とんのような……。目も耳も鼻もあるとは見えず、先ほどから吠えもしない。七しち孔こうはちゃんとあるのでしょうね？」

「毛に隠かくれているだけで、元よりあまり吠えないのです。気ままな性格ではありますが、善人を嫌きらうと言われる妖怪に譬たとえられるほど、悪い子ではございません」

　言いながら、彩華は犬である証明をするために、元玄の目の前に立ち腕を広げる。意図を察した元玄は、後ろ足で立ち上がり、彩華の肩かたに前足を乗せた。すると、体長は彩華を越え、立ち上がった足の間では風を起こすほど力強く黒い尻尾が振られている。

　戦おののく安世にただの犬だともう一度言おうとすると、緊きん張ちようを孕はらんだ朗清の声が上がった。

「おい、今度は狼おおかみが来たぞ」

「ひえ！　あんなに唸うなって牙を剝むいていては、いい子などとは言いませんな……っ？」

「どうかお騒ぎになりませんよう。叔しゆく灰かいは元玄が何もしなければ、大だい丈じよう夫ぶですから」

　朗清は珍ちん獣じゆうとの触れ合い方がわかってきたのか、彩華の指示に従い騒がずにいてくれる。

　ただ、皇こう帝ていを守るために帯同された兵は、動かずにいられなかった。

　香花楼の入り口に現れた狼は灰色で、元玄や仲丹に比べれば犬らしい引き締しまった体たい軀くをしており、その顔には明らかな警けい戒かいがあった。堪たまらず近くにいた兵が剣けんを抜ぬく。

「お、お待ちくださいませ！」

　彩華は迷わず剣の前へと身をさらし、叔灰を庇かばった。

「皆みな、剣を引け！」

　朗清が風格のある声で命じると、兵は剣を引く。止める安世に一いち瞥べつも向けず、朗清は怒おこったような表情で彩華に詰つめ寄った。

「申し訳ございません、陛下。ですが、私にとっては家族も同然で……」

「それは、今までの様子でわかるが……、自分の安全も考えろ…………っ」

　朗清はそう彩華を窘めながら、何処どこか安堵するように見下ろす。

　兵の武具が立てる騒そう音おんが嫌いな珍獣は多く、彩華としても朗清を迎むかえる際には、珍獣が興奮して暴れないよう苦く慮りよしているところだ。

　ただ苦労があっても、朗清の訪おとずれを拒きよ否ひする気にはなれない。自分の身み嗜だしなみはもちろん、朗清に会わせる珍獣たちのお手入れを三日前から念入りに行うほど、楽しみにしているのだ。

　手伝ってくれる相真とはまた違った、朗清が詳くわしくないからこそできる珍獣自じ慢まんは、彩華にとって心躍おどる時間になっている。

　そんな朗清を怒らせてしまったと、彩華は内心悲ひ嘆たんに暮れていた。

「公主のように、珍獣も思っているのではないか？　家族が目の前で怪け我がをするのは嫌いやだと」

　言いながら、朗清は何げない仕草で額に落ちかかる彩華の髪かみをひと筋避よけ、彩華の頰ほおに手を添そえると顔を上げさせた。一つ頷うなずいて見せて平座に向かおうとする朗清は、動かない彩華に一度促うながすような視線を向ける。

「は、はい。本当に、申し訳ございません……。さぁ、叔灰。こちらですよ」

　彩華が狼ろう狽ばいしながらも声をかけると、警戒気味だった叔灰の耳が立ち、吊つり気味だった目が丸くなる。太い尻尾を左右に揺ゆらして彩華に従い、元玄と仲丹の下へと駆け寄った。

　そんな姿を見ながら、彩華は嫌いやに速まる鼓こ動どうを服の上から押さえる。

　無茶をして怒られたのは当たり前だと思うのに、大層意い気き消しよう沈ちんしてしまった自分がわからなかった。

「彩華さま、申し訳ありません！」

　考えに沈しずみそうになる彩華は、切せつ迫ぱくした声で現実に引き戻もどされた。見れば、犬たちの世話をしていただろう老人が、千切れた縄なわを持ってやってくる。

「やはり、彩華さまでなければ言うことを聞かず。陛下の御ご前ぜんで失礼ではありますが、どうかお手伝いください」

　朗清の頷きを得て、元玄をまず正面から見る。彩華は朗清に触ふれられた後の落ち着かなさを、深呼吸して誤ご魔ま化かした。

「元玄、仲丹、叔灰。お座りなさい」

　はっきりと命じれば、元玄を先頭に犬たちはお座りの体勢を取る。老人から逃にげたことを怒られると気づいたのか、大小さまざまな三種の尻尾しつぽが足の間に巻き込まれていた。

「こちらに来ては駄だ目めだと言っていたはずですね。お戻りなさい」

　じっと見つめて許さない態度を示すと、犬たちは耳まで垂らして立ち上がる。仲丹などは甘え鳴きをするが、もう一度命じると老人に従って香花楼を出て行った。

「すごいな。狼のみならず、あんな大きな犬まで扱あつかえるのか」

「あの子たちは、赤子の時から私が育てましたので。五頭が兄弟のように育ち、上下がはっきりしているので、長男の元玄が私に従う限りは、従順でいてくれます」

「ま、まだ二頭あんなのがいるのですかな？　ふぅ……」

　安世は眩暈めまいを覚えた様子で額を押さえる。そのまま本当に足元が覚おぼ束つかなくなったために、香花楼の外で兵に介かい抱ほうされることになった。どうやらあまり体調が良くなかったようだ。

「安世、たまには俺の忠告も聞け。無理だと思ったら言ってくれ」

「いえ、わたくしはまだまだ──」

　安世が強がりを言う間に、朗清は兵に向けて手を振る。意図を察した兵は、安世を引き摺ずるようにして外へと連れ出した。

「……そう。一方的なんだわ」

　安世を見送る彩華は、相真との関係の違ちがいに気づいた。朗清と安世は互たがいに思い合っているのに、彩華と相真では相真がいつも彩華に何かをしてくれようとするのだ。

　情けなさを覚えて彩華が目を閉じる間に、朗清は自身の裾すそを摘つまむ金きん絲し猴こうを見て問う。

「何故なぜこれほど多くの珍獣がいて、殺し合わずに済んでいるんだ？　肉食の猛もう獣じゆうもいるなら、食われる珍獣もいるんじゃないか？」

　例えば、朗清に興味を示す金絲猴では元玄のような大型犬に勝てない。同じ場所に住むのは難しいはずだと言いたいらしい。

　彩華は情けない己おのれを嘆なげく思いを払ふつ拭しよくしようと、朗清に向き直って考えながら答えた。

「そうですね……。空腹時に出会えば、襲おそわれることもございます。ですから、まず気をつけているのは縄なわ張ばりを保ってあげることです」

　身体能力で劣おとる人間は、珍獣たちの本能的な動きについてはいけない。そのため、本能を刺し激げきしないように振ふる舞まうことを、彩華は老人たちから教えられている。

「相あい性しようの悪い珍獣もいますから、時には会わせないよう調整しています。逆に本能を利用して、元玄たちのように仲間意識を持たせることもします。それが、珍獣たちが健すこやかに生きるため必要な調整となります。調整は、人にしかできないことですから」

「生きるために、か」

「はい。この庭園は、土地も食料も有限ですから。飼育する側が調整しなければなりません。互いに食い合うなど、不毛でございましょう」

　彩華の言葉に、思わぬことを言われたように朗清が動きを止める。

　何かおかしなことを言っただろうか、説明として言葉が足りず理解できなかったのだろうかと、彩華は内心狼狽うろたえた。

「その、争うにも、珍獣たちなりの理由があるのです。そのため、理由があれば必死に戦いますから、勝ったほうも、怪我が元で死ぬことがあります。どちらも死んでしまうのでは、争うこと自体不毛ではないかと……」

「続けてくれ」

　彩華の声が尻しりすぼみになると、朗清は片手を振って先を促す。

　金絲猴を見ているようで見ていない朗清の考えなど、彩華には察することもできない。

　朗清は理解を示してくれるのに、彩華は理解が及およばない。そのことがとても、歯は痒がゆく思えた。

「どんなに愛情を持って接しても、珍獣たちの理り屈くつを曲げると襲われます。珍獣の側に殺す意図がなくとも、人間の弱さ故ゆえに致ち命めい傷しようを負ってしまうのです。そんな両者にとって不幸なことが起こらないよう、私たちの側から珍獣を理解することが必要なのです。私たち人間とは違う理ことわりで生きているのだという、理解が」

　全く違う存在を理解するには苦労がある。彩華も、金きん華かと名づけた猫ねこの悪戯いたずらをする理由が未いまだに理解できず、叱しかり方を悩なやむくらいだ。

　理解できたとしても、その後の調整にも苦労がある。赤あか狐ぎつねの紅こう華かは鼠ねずみを捕とって食べる。それは金華も同じで、時に喧けん嘩かをしてしまうが、どちらも室内に閉じ込められることを嫌きらう元野の良らの性質上、餌えさを与あたえるだけではいけないので調整が難しい。

　端たん的てきに言えば、生きる物を管理するには、苦労がつきものだというのが、彩華の実感だった。

「理解したとして、必ずしも調整が上手うまくいくとは限らないだろう？　争いは、どちらかがいなくなるまで続くものだ」

　呟つぶやくように言った朗清の目には、冷れい淡たんな光が宿っている。

　彩華は一度口を引き結ぶと、息を吸って反論した。

「珍獣といえども、同じ天の下に生きる者たちなのですから、敵を滅めつすことに固こ執しつするのではありません。戦う意味は、守るためなのです。自分の命を、仲間の命を。私は、全員が天の下で同時に生きられる道が必ずあると信じています。調和は必ずあるのだと信じて、生かすために労を負う。そうして皆みなを守ることが、この春霞宮で珍ちん獣じゆうたちを任された、私の使命なのだと思っております」

　この手に委ゆだねられた命を、投げ出すわけにはいかない。彩華はそう念じて、先せん帝ていに忘れられた中でも、春霞宮での暮らしを選んですごしてきた。

　彩華が胸の内を語ると、朗清は眩まぶしそうに目を細める。

「俺は、難しく考えすぎたのか？」

「陛下……？」

「いや、少し疲つかれただけだ。……違うな、気が張っていたと言うべきか？」

　ふと彩華を見つめる朗清の表情が、柔やわらかくなった。その目は彩華と、彩華に寄り添う猩しよう々じようや日ひ避よけ猿ざるにも向けられる。

　朗清にはもう当初見られた冷たさはない。張り詰つめた威い圧あつ感かんもなく、彩華と向かい合う姿は何処どこか安らいでいるようにも見える。

「公主の噓うそのなさは、いいな。穏おだやかで……陽ひだまりのようだ」

　囁ささやかれた途と端たん、彩華の鼓動が一層強くなる。

　もし朗清の意図が彩華に対する賞賛であるなら、それは嬉うれしさと同時に、この上もなく恥はずかしいようなむず痒がゆさを覚える言葉だった。

　彩華は焦あせる心のまま猩々を触さわり、嫌いやな顔をされてしまう。その表情で、少し冷静になった彩華は、褒ほめられたと早合点してはいけないと己を戒いましめた。

　違うと言われてしまえば、二度と朗清の前で顔を上げられないほど失意に陥おちいる自分が想像できてしまったのだ。

「ち、珍獣たちには、良くも悪くも噓が通じませんから。家族のように育ったので、私もそうなのかもしれません」

「ふ、なるほど」

　今までにない、慈いつくしむような朗清の微び笑しように、彩華の胸は内側から叩たたくように大きく跳はねた。

　途と端たんに顔が熱くなり、思考が飽ほう和わして口が勝手に動く。

「先ほど、疲れたとお、仰おつしやいましたね。でしたら、金絲猴の毛が柔らかくて心安らぐ触り心地ごこちにございます」

　彩華の勧すすめになんの疑念も覚えないようで、朗清はそっと金絲猴を撫なでた。

「ふむ、確かに落ち着く肌はだ触ざわりだな」

　そう言うと、衒てらいもなく笑う。

　彩華は朗清から目が離はなせなくなったまま、耳元でうるさいほど鳴る鼓こ動どうに、混乱をきたしていた。
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　春霞宮からの帰りの馬車上で、朗清は思い出し笑いを漏もらした。

「ふふ、どうやらただの公主ではなかったな」

「そうでございますな。まさか狼おおかみを手て懐なずけているとは」

「安世、そうじゃない」

　喉のどで笑いながら、朗清は珍獣のために一いつ生しよう懸けん命めいな彩華の真しん摯しな眼まな差ざしを思い出していた。

　廏うまやで触ふれた肩かたの細さ、支えた体の軽さなど、なんとも頼たよりないと思っていたのだが、どうやら心の内は別だったようだ。

　彩華に会う前から、国を傾かたむけさせた葉氏は皆ろくでもないと敵視していた自分が、恥ずかしくなる。そう思えば初対面での対応も、彩華に対して思いやりなどなかった。

　祖そ廟びよう守もりという孝徳を思い決めた相手に後宮入りを命じるなど、ろくでなしはどちらかと、朗清は自じ嘲ちように口を歪ゆがめる。

「俺は戦いに慣れすぎていたのかもな……」

「陛下、如何いかがなさったのですかな？　何かご懸け念ねんがおありでしょうか？」

　そう案じる安世はまだ顔色が悪い。朝議の度たびに孤こ軍ぐん奮ふん闘とうを強しいられるのだ、肉体的にも精神的にも疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしている。食事の時間が惜おしいと言って、甘味ばかりを食べるのも悪い。

　そうとわかっていても安世を休ませるだけの余よ裕ゆうがない自身を、朗清は不ふ甲が斐いなく思った。

「いや、少し反省してみただけだ。俺は、どうやら効率のみを求めていたらしい」

　戦いに慣れたせいで、犠ぎ牲せいが当たり前になっていた。だから犠牲を出しても、手早く勝つ。そうすることでより多くの者を救うつもりでいた。

　皇帝となって戦場を離れた今、過去の自分を振ふり返れば、犠牲の多た寡かなど己おのれの望む道を力ちから尽ずくで拓ひらくための言い訳でしかない。

　なんと乱暴で命を軽かろんじる行いかと、守るために戦うのだと言った彩華に思い知らされた。

「良いではないですか。効率を求めなければ、この国は救えませんぞ」

「それは、そうだが……。本当に、ただ効率を求めて冷れい徹てつに処理するだけでいいのか？　それが皇帝の在り方か？」

　そんな皇帝で、国を安あん寧ねいに導けるのか。朗清は自問するが答えはすぐに出てこない。

「大義名分として瑞ずい獣じゆうは必要ですが、陛下に不調があるなら、無理に通われずとも……」

「別に不調というわけでは。あぁ、安世が苦手だから通う頻ひん度どを下げろと？」

「べ、別にわたくしはそのような……っ。陛下が悩ましげに仰るものですから」

「はは、大だい丈じよう夫ぶだ。どちらかと言うと、あの派手な宮城を抜ぬけ出すいい言い訳になる」

「……これ以上、仕事量は減らしませんぞ？　立ち行かなくなりますからな」

「わかっている。自分の疑うたぐり深さが嫌になっただけだ」

　わからない様子で安世は首を捻ひねる。ただ、朗清を案じていることだけはわかった。

「心配するな、安世。少し、他ほかの手もあるかもしれないと、思ってな……」

　朗清は呟くように言って、故郷での穏やかな生活を思い描えがく。

　幼い頃ころは将軍の下について、外敵を排はい除じよすることを純じゆん粋すいに誇ほこれた。乱世が深まると、自分が国を守るのだと思い決めて将軍になり、王になり、皇帝になった。

　そんな中、戦いに慣れて敵は必ず排除しなければいけないと攻こう撃げき的になっていたように思う。

　守る方法は敵を負かすことだけではないと、彩華に教えられた気分だ。

「調和、か……」

　朗清は馬車の上から空を見上げる。穢けがれない白い雲が、悠ゆう々ゆうと流れていた。

　まだ見ぬ珍獣が、この広い天の下の何処かにはいるのだろう。そんな広い天下を統治するには、自分は小さすぎる。

「気持ちまで小さくなっていては、な」

　朗清は天を見上げて、挑いどむように不敵に笑った。
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「……き…………きゃぁぁああ！」

　藍あい色いろの背子を着た彩華は、流れる血を目にして春霞宮に響ひびく悲鳴を上げた。

「彩華さま、来ちゃいけない！」

　天てん藍らん色しよくの下か裳もを蹴け立たてて近寄ろうとする彩華を、相真が怒ど鳴なるような強さで止める。

「けれど、けれど……！　山さん荒こうが！」

　彩華は毛を振るい立てて荒ぶる珍獣を心配していた。

「あ、そっちか……。ともかく、この賊ぞくを縛しばり上げるまで離れててくれ」

　相真は呆あきれながらも、捕つかまえた賊に縄なわをかける。痛みと見たことのない珍獣に戦おののく賊は、怪け我がをした手を胸の前で合わせるようにして縛り上げられた。

　彩華と相真がいるのは、庭園の東の外周にある通路。

　大門から厨ちゆう房ぼうに繫つながる一本道で、使用人が使うために造られた通路だった。

　彩華は豪猪やまあらしと呼ばれる鼠ねずみや猪いのししに似た珍獣を捜さがしていたのだ。豪猪は山を食い荒あらすとも言われる珍獣で、鬣たてがみのような長い褐かつ色しよくの毛を持ち、臀でん部ぶ周りには一本一本白黒の縞しま模も様ようを描いた硬かたい毛、針毛を腰こし蓑みののように生やしている。
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　豪猪の山荒が庭園から逃にげ出したため、捜していたら、運悪く賊が外の塀へいを越こえて通路に侵しん入にゆうしたところで。一本道の通路で、彩華と相真が挟はさみ撃うち状態での発見に至った。

　問題は、慌あわてた賊が足元の山荒に気づくのが遅おくれ、躓つまずいて出した手を硬く極太の針毛に押しつける形となり流血したこと。

　山荒は体重をかけられて、針毛が折れる箇か所しよもあった。

「山荒、怪我はありませんか？」

　興奮して鋭えい利りな針毛を逆立てる山荒。元から針毛は抜けやすいため、怪我はない様子だ。

「もう大丈夫ですから、落ち着きなさい。ほら、お芋いもですよ」

　攻撃を受けたと思い鼻息を荒くしていた山荒は、好物に気づいて鼻を動かすと、迷いなく彩華の下もとへ駆かけ寄り食いついた。

　そのまま彩華は老人に芋を託たくし、庭園まで山荒を誘ゆう導どうしてもらう。

「彩華さま、もういいぞ」

　念入りに賊を縛り上げた相真は、武器も取り上げてから彩華へと声をかけた。

「ほ……。相真がいてくれて良かった」

「お、おう……」

　彩華が何げなく呟つぶやくと、相真は目元を染め、視線を泳がせて生返事をする。

　彩華が近寄り改めて見る賊は、黒い革かわ鎧よろいを着ていた。

「どなたかしら？」

「いや、どなたって……」

「鎧を着ているなら兵卒ではなくて？　相真は知らない方なの？」

「いや、違ちがうだろ。鎧の形は陛下の部下によく似てるが、あっちは金属鎧だし。六りく部ぶにも国軍にもこんな形の鎧を支給する部署はない」

　相真に言われ、彩華は改めて賊の黒い革鎧を見る。似ているため、彩華も関係者を疑ったが、知っている者が見れば一いち瞥べつでわかるくらいには別物の鎧だ。

「だいたい、陛下の関係者なら塀は越えないだろ」

「それもそうね。けれど、手当てをしたほうが良いのではない？」

　豪猪の針毛が刺ささったままの賊は、長い針毛が揺ゆれるだけでも痛みに顔を歪めている。片手に十本は刺さっているのだから当たり前だ。

「彩華さま、だから賊だって。手当てじゃなくて、突つき出すことを考えろよ」

「そう？　だったらお役人を呼ぶべきかしら。それとも連れて行くべきかしら？」

「一番は俺が連れて行くのが安全だろうな。彩華さまは残っていたほうがいい」

「……そうね。最近珍ちん獣じゆうたちが落ち着かないもの」

　慣れてきている珍獣もいるが、他人の出入りに縄なわ張ばりを侵おかされたと敏びん感かんになる珍獣は多い。

　今回の賊のように、意図せず珍獣が人間を傷つけることもある。もし、敏感になった珍獣が朗清に怪我をさせるようなことがあったら。

　彩華の背中に嫌いやな汗あせが浮うかぶ。

　家族のような珍獣が人を傷つけることに対する忌き避ひ感とは別に、彩華は朗清を害してしまうことに恐きよう怖ふを覚えた。

「こっちは俺がどうにかするから、彩華さまは珍獣を宥なだめてくれ」

　相真が見上げる庭園の塀の向こうからは、興奮した珍獣の唸うなりが聞こえている。

「これ、彩華さまの悲鳴のせいだしな」

　断言され、彩華が否定できずにいると、大門のほうから声がかけられた。

「失礼、何があったのですか？　悲鳴が聞こえたようでしたが？」

　大門に繫がる通路の端はしから顔を出すのは、いつの間にか来ていたらしい士倫だった。

　来訪の約束があったため、相真も春霞宮にいてくれたのだ。

「これは士倫さま、お出で迎むかえもしませんで」

「いいえ。それより、その者は？　何か異変があったのでしょう？　彩華どのに怪我はございませんか」

「ございません。ご心配ありがとうございます」

　彩華が微笑ほほえんで答える間に、何故なぜか相真が庇かばうように前へ出る。

　そんな相真の動きにも士倫の笑えみは崩くずれなかったが、賊の姿に一いつ瞬しゆんだけ目が細く鋭するどくなる。

「縛られているところを見ると、賊ですか？　おや、何か刺さってますね」

　賊は口を引き結んで声を上げず、士倫が近づいても顔を背そむけていた。

　気にせず士倫は歩み寄ると、無造作に賊の手に刺さった針毛を抜く。

「痛……！　あぁぅぅうう…………っ」

　耐たえきれず悲鳴を上げる賊は、深く刺さっていた針毛を抜いたために新たに血を流した。

「ずいぶんと鋭利な……。いったいこれは？」

　士倫は手にした白と黒の縞模様が入った針毛に興味津しん々しんで彩華を振ふり返る。

「その、豪猪と呼ばれる珍獣の体毛です。別名、山荒しとも呼ばれております」

「毛、ですか。つまりこれが体を覆おおっていると？　これでは猛もう獣じゆうも嚙かみつけないでしょうね」

　士倫が言うとおり、豪猪の針毛は革の衣服にも刺さるほど鋭利だ。どんな猛獣も嚙みつけば、喉のどの奥まで刺さるだろう。

「そうですね。猛獣も襲おそいません。何より、豪猪自体が身の危険を感じると、毛を逆立てて後ろ向きに突とつ進しんしてくるくらい攻撃的ですから」

　蛇へびの[image: 鱗]うろこも貫かん通つうするので、人間はもちろん危ない。攻撃的な性格を考こう慮りよし、朗清にもまだ会わせていない珍獣だった。

「なるほど……。ところでこの賊は、どうするおつもりで？」

「突き出そうかと思っております」

　士倫から視線を外さず、相真が手短に答える。

「相真、やはり一度身元を確かめてはどう？　武装しているなら、それなりの方の下で働く者でしょうし。珍獣が怪我を負わせてしまったのだし」

　理由はどうあれ、珍獣が怪我をさせてしまったことを、彩華は申し訳なく思っている。もし朗清に近い者であった場合、怪我を負わせ手当てもせず突き出したのでは心証が悪すぎる。

　そんな彩華の心中を察するくらいに共にすごしている相真は、あえて首を横に振った。

「だったら余計に、こっちが手間かけるより、突き出してから調べたほうが確実だ。少なくとも、こうして塀を越えて侵入したからには賊で間違いない。深く関かかわるだけ悪手だ」

　彩華が迷っていると、頰ほおにかかる髪かみを払はらいもせず賊を見下ろしていた士倫が、独り言のように呟いた。

「全くもって下策……」

「士倫さま？　何か仰おつしやいましたか？」

「……いえ、僕がお預かりしましょうかと申し上げたのです」

「え？　士倫さまが、賊を？」

「はい。刑けい部ぶの知り合いがいますので、彩華どのが大事にしたくないのであれば、僕から個人的にその旨むねをお伝えして調べることもできますよ」

　士倫は綺き麗れいな笑顔でそう申し出てくれる。

　対して相真は不ふ審しんげに眉まゆを顰ひそめた。

「この恰かつ好こう見て思い当たる者はいないんですか？」

「そう言えば陛下の兵に似てますね」

　白々しいと相真は小さく呟く。

「もしかしたら、巷ちまたで噂うわさの狼ろう藉ぜきを働く陛下の兵って、こいつらを見間違えたものかもしれないと思うんですが？」

「まぁ、そうなの？」

　彩華が驚おどろいて見上げると、相真は歯切れが悪くなった。

「いや、あくまでそうかもってだけで。だから、面めん倒どうなことに首を突っ込むべきじゃないっていうか。いっそ丸投げで陛下に──」

　相真が言い訳するように言うと、士倫は大きく頷うなずいた。

「そうですね、陛下に面通ししてもいいかもしれませんね」

　士倫の賛同に、相真は口角を下げて口を閉じる。

「どうしました？　あぁ、陛下がいらっしゃるまでの処しよ遇ぐうが心配ですか？　そうでしょうね。あなたは住んでいるわけではないですし、ここで見張るとなれば老人と彩華どのしか……」

　士倫の指し摘てきで彩華も頰に手を当てて考え込む。空いている珍獣の檻おりはあるが、確かに春霞宮で拘こう束そくするとなると不安がある。

　彩華が頷くと、相真は苦い顔で息を吐ついた。

「俺は、なんか面倒なことに、彩華さまが関わるのに反対なだけです」

「でしたら、今から僕が刑部の知り合いに引き渡わたしに行きますよ。あそこにはちゃんと牢ろうもあれば見張りもいますから」

「そんな、士倫さまにお手間を取らせるわけにはまいりません。突き出すのならこちらで」

「いえ、僕としても藍陽で不ふ穏おんな噂があることに心を痛めていたのです。もし解決の一助となれるのなら、これくらいの手間、惜おしくはありませんよ」

　自分の楽しみを後に回す士倫の申し出に、彩華は感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらす。

　そんな彩華に照れたように笑った士倫は、言いにくそうに苦く笑しようした。

「ただ……、明日あしたも来ていいでしょうか？　黒こく蛇だの様子を見たいので」

　やはり爬は虫ちゆう類るいとの触ふれ合いを楽しみにしている士倫に、彩華は心から頷く。

「ええ、もちろんです。どうぞおいでください」

　士倫の再訪を歓かん迎げいすることを告げて、彩華は賊ぞくを士倫に託たくした。




　翌日、再訪と同時に士倫は彩華へと謝罪を行っていた。

「申し訳ない。昨日の賊に逃にげられてしまいました。刑部の前までは連れて行ったのですが、そこまで大人しかったために隙すきを突かれて」

「まぁ。士倫さまにお怪け我がは？」

　翠すい緑りよく色しよくの内衣に覆われた胸むな元もとを押さえる彩華の心配に、士倫は笑顔を返す。

「少々突き飛ばされただけですので。刑部にも捜そう索さくをお願いしました」

「私がお願いしてしまったせいで……」

「いえ、僕が言い出したことですし。それなのに……」

　彩華と士倫が互たがいに謝り合うことに対して、昨日に引き続き春霞宮に来た相真は何も言わないが、不服そうに見ていた。

　士倫は相真の様子に気づくと、苦笑を浮うかべる。

「そうだ。彩華どの、どうか罪つみ滅ほろぼしをさせてください」

「そんな、罪滅ぼしだなんて。士倫さまに落ち度はありません」

「ありがとう。けれど僕の気が済まないのです。何か、お困りのことはありませんか？　僕が力になりたいのです」

　前のめりになって問われ、彩華は仕方なく思考を巡めぐらせる。目下の困りごとと言えば、この春霞宮の存続だ。

　ただこの問題は士倫に言ってもしょうがない。

　彩華が答えに困れば、士倫は気弱な様子で視線を下げた。

「確かに僕も、何ができるほどの者ではないんですが。彩華どのの愚ぐ痴ち聞きくらいはできます。父がいなくなってから半年、大変だったことや、今の皇こう帝てい陛下の訪おとずれで苦く慮りよしていることなど話してみるだけでも。もしかしたら、お役に立てることがあるかもしれない」

「無用な気き遣づかいです」

「相真……」

　切り捨てるように口を挟はさんだ相真に、彩華は咎とがめるように名を呼ぶ。対して士倫は、気分を害した様子もなく肩かたを竦すくめた。

「そうですね。でしたら、僕もあなたのように通って手伝いの幅はばを広げましょうか？」

「やめてくれ……っ」

　心底嫌いやそうに相真が顔を顰しかめれば、士倫は袖そでで口元を隠かくして笑う。

「そんなに警けい戒かいせずとも、同じ葉氏ではどうなることもないというのに」

「な、何言って！」

　相真は顔を赤くして何度か口を開閉するものの、彩華が見ていることに気づくと赤面したまま口を閉じる。

　相真へ会話の意図を尋たずねようとした彩華に、士倫が機先を制して問いを重ねた。

「彩華どの、何かないですか？　そう、賊の侵しん入にゆうに備えて用心棒でも紹しよう介かいしましょうか？」

「いらん！」

　相真が語気を荒あらくして拒きよ否ひする。勢いには驚いたものの、彩華も同意なので頷いてみせた。

「そうですね。珍ちん獣じゆうは慣れない人が多いと嫌がるので、お心遣いだけいただきましょう。……今も、陛下の連れる兵に興奮していて少々手を焼いているのです」

「ほう……。珍獣が彩華どのの手を煩わずらわせることがあるのですか？」

　士倫は興味を示して彩華を促うながす。

「煩うほどではありませんが、まだ陛下に全すべての珍獣をご覧に入れることができていないのです。陛下は虎とらや獅し子しにご興味を示されたのですけれど、やはり兵の武具の音が嫌なのか興奮してしまって。先日も遠望していただこうとしたのですが、木立に隠れて上手うまくいかず……」

　同じ理由で、黒蛇にも会わせていない。蛇へびは音に敏びん感かんだ。兵との相あい性しようが悪い。

「ふむ、興奮するとやはり、彩華どのでも手に負えないと？」

「私は大だい丈じよう夫ぶなのですが……。と言うよりも、昨日叫さけんでしまったために珍獣たちが心配してくれて。余計に余人への警戒が増してしまったようなのです」

「…………素す晴ばらしい……」

「はい？」

「いえ、珍獣たちの思いやりの素晴らしさに、感動してしまって」

　そう語る士倫は、心底の笑え顔がおと共に目を潤うるませている。そうして何かを思い描えがくように宙を見み据すえると、一人何度も頷きを繰くり返した。

「つまり彩華どのの懸け念ねんとしては、昨日から気の立った珍獣が、次の陛下の訪れで、兵たちの気配に興奮を増すことが心配だと？」

「え、えぇ。もちろん、陛下の訪れを厭いとうようなつもりはないのですけれど」

　少々困っているだけ、と零こぼす彩華は、いつもどおり微笑ほほえんでいるように見える士倫の目が、光ったように感じた。

「でしたら、解決は簡単でしょう。聞く限り、陛下も珍獣への理解を示していると彩華どのは仰っていましたね？」

「はい。家族同然に思っていると申し上げたところ、わかっていると……」

「でしたら、珍獣の様子を隠さず話して、陛下にお願いすればいいではないですか」

「お願い、ですか？」

「そうです。陛下自身に、珍獣のため、帯同する兵を減らしてくれるよう頼たのめばいいのです。きっと、聡そう明めいな陛下であれば、彩華どのの気持ちを汲くんで応おう諾だくしてくれることでしょう」

　士倫の提案に、彩華は手を打って微笑む。士倫の言うとおり、今の朗清なら理解してくれると思えたのだ。




　すっかり空気には秋の気配が漂ただよい、落葉樹は色を変えている。

　季節の白い背子に水辺を意識した群ぐん青じよう色いろの下か裳もを身につけた彩華は、左ひだり腰こしに両手を添そえた礼容を示して滔とう々とうと語っていた。

「──という状じよう況きようなのです。陛下にお願い申し上げます。どうか、帯同なさる兵の数を減らしてはいただけないでしょうか？」

　庭園の池を望む木々に覆おおわれた亭てい子しの中で、彩華は朗清を上目に見つめる。

　そそり立つ六本の柱に支えられた亭子の屋根は優ゆう雅がに波打ち、軒のき先さきは大きく湾わん曲きよくして天を突ついていた。白い化け粧しよう石で囲われた亭子で、池の縁ふちに立つ朗清は安あん堵どの息を吐いて微笑む。

「改まって言うから何かと思えば、そんなことか。確かになんの訓練もしていない珍獣なら、あの鎧よろいの音に戦おののくな。いいだろう。兵は半数にしよう」

「あ、ありがとうございます」

　快かい諾だくしてくれた朗清に、彩華はわかってくれたことが嬉うれしく声が跳はねてしまった。

　助言してくれた士倫の指し摘てきどおりになり、もっと早く頼たよっていれば良かったとも思う。

　彩華が素直に喜色を表せば、朗清は微笑を深めた。

「……まるで、公主は鏡のようだな。警戒をして相対すれば警戒し、気を楽にすれば惜しげもなく胸きよう襟きんを開く…………、いや、腹蔵を疑っているわけではないし、元はと言えば俺の対応が問題だったと──」

　なんと言えばいいのかと目を閉じた朗清は、諦あきらめたように前言を撤てつ回かいする。

「すまん、今のは言い方が悪かった。どうも軍の男所帯で暮らしていたせいで、女性に言うべきではない言葉が出てくるな」

　気き恥はずかしそうに顔を背そむける朗清に、彩華は気にしていないと応じる。

　言葉選びがどうであれ、朗清の言葉に込められているのは、現状朗清が彩華に対して一定の信しん頼らいを寄せているということなのだから。

「兵が少なくなれば、少しは珍獣たちも落ち着くはずです。そうなれば、まだお目見えできていない者たちも近くご照覧いただけるでしょう」

「もう半数以上は見ているな。残った猛もう獣じゆう以外にも、攻こう撃げき性などで見せられない珍獣がいると言っていたか。……もし、猛獣をこの離り宮きゆうから移動させようとした場合、可能か？」

　彩華は思わず息を詰つめた。最初から朗清は瑞ずい獣じゆうを後宮で飼育させようとしていたのだ。彩華や老人たちも、強制的に命令された場合、どうすれば一番珍獣たちにとって良いかを話し合ったことはあった。

「……可不可でお答えするなら、可能でございます。ただその後の命の保証はできかねます」

「それは、人間か？　珍獣か？」

　問う朗清の目からは、感情の色が消える。その一見冷たい双そう眸ぼうは、初めて会った時に似ていた。彩華も朗清と会う内に、その変化が皇帝として判断を下すための切り替かえだということに気づけている。朗清の問いを受け止めた彩華も、表情を引き締しめてはっきりと答えた。

「両方にございます」

「環かん境きようの変化にそこまで弱いか……。確か提出された初期の記録にも、離宮に収めて間もなく餌えさを食べずに死んだ珍獣の記録があったな」

　彩華も記録でしか知らないが、当時を知る老人たちもそのことは懸念していた。

　彩華が頷うなずいてみせると、朗清は逡しゆん巡じゆんする様子で池の中央にある岩の上で甲こう羅ら干ぼしをする亀かめを見るともなしに眺ながめる。すると秋の日差しに微睡まどろむように、亀は欠伸あくびをした。

「ふ、ふふ……。やはり、忍しのびないな」

　噴ふき出すように笑った朗清は、目元を緩ゆるめて彩華に視線を戻もどす。

「公主、俺はこの離宮の取り潰つぶしの撤回を考えている。無理をさせて死なせてしまっては元より意味がない。それなら、離宮の所有を明確にするだけのほうが安全だ。……そうだろう？」

　珍獣をただ利用するだけではなく、健すこやかな暮らしを思うなら、春霞宮は必要だと朗清は彩華に同意を求める。

「は、はい！　そのとおりでございます」

　朗清が示してくれた理解に、目に見えない距きよ離りが近づいたようだった。心境のまま声を弾はずませる彩華の耳に、硬かたい制止の言葉が届く。

「その決定、お待ちください、陛下」

　見れば、安世は渋しぶい顔をしている。動物が苦手ということもあるのだろうが、ここのところ安世の表情は優すぐれない。今、顔に影かげが差しているのも、日ひ陰かげにいるためだけではないようだ。

「どちらのことだ、安世。離宮の取り潰しは、元もと財政政策だったはずだ。だが、現状離宮を潰すほうが出費は多いだろう。それに兵を半数にすることなら問題ない。最初から警戒しすぎていたんだ。珍獣の実数も把は握あくできた今、実際こんな数はいらないとわかっている」

「しかしですな、用心に越こしたことはないのでは？　猛獣がいるのは確かなのですぞ。少々思っておりましたが、最近陛下は対応が甘すぎるきらいがございませんか？」

「安世が日に日に神経を尖とがらせているように見えるが……。これは、俺にも責任があるか」

「いいえ。陛下ではなく、あの欲の皮の突っ張った無能どものせいです」

「おい、安世。お前自身、ここでは放言をしている自覚を持ったほうがいい」

　朗清は彩華の側そばから安世の下もとへ行くと、軽口のような相談を始めた。政治的な話をする時、朗清と安世がよく取る行動なので今さら気にはしない。

　ただ少し、朗清と会話する時間が減ることを惜おしむ思いが湧わくくらいだ。彩華は手持ち無ぶ沙さ汰たのため、獏ばくに野菜をあげようと亭子の縁ふちに寄る。亭子には池の中に続く階段があった。彩華に気づいて水中から階段を登るのは、白しろ黒くろ熊くまのような模様のある獏と呼ばれる珍獣。

　長い鼻は垂れるほどで、猪いのししに似ているがひと回り大きい。小さな目を持ち、暢のん気きそうな表情をしている。泳ぎが得意なため、今は見知らぬ朗清たちを警けい戒かいして水に隠かくれていたのだ。

　長い鼻は敏感で、彩華の持つ青菜に釣つられた獏は、鼻を上げて口を開き、首を伸のばしながらゆっくり近づいてくる。

「なりません。陛下の御おん身みの警護を減らすなど──」

「暗殺を警戒するのはわかるが、都の中でそんな愚ぐを犯おかす者がいるとは思えない。いたとしても藍陽の造りを考えれば少数を差し向けるだろう。ならば、半数でもこと足りる」

「名将であらせられる陛下がそう仰おつしやるならそうなのでしょう。それに、こんな寂さびれた離宮に近づく者は一人しかいませんが、問題は陛下の威い信しんです」

　聞こえた安世の言葉に思わず振ふり返った彩華は、朗清が自じ嘲ちようするように笑う姿を見た。

「威圧しすぎても、な……。ここに来るまでに見る民たみから怯おびえが抜ぬけないのは、兵で固めすぎているせいかもしれないと思わないか？」

「何を仰いますか。都の民は、本来なら陛下の恩情に感謝すべきところです。怯えるなどということのほうが間ま違ちがいでしょう」

　朗清が受け流す度たび、安世はいきり立つように声を強くする。

「無血開城という義挙を当たり前だと思っているのが、そもそもの心得違い。本当ならこの藍陽の余よ裕ゆうを地方に回してもいいくらいなのですぞ。それを陛下が腐ふ心しんして、流通の再生に取り組んでいるというのに。この都の人間は己おのれの非生産的な生活を少しは省かえりみるべきです」

「お前の不満もわかる。藍陽の商人たちが足元を見ているという報告は俺も聞いた。だが、力で抑おさえつけるだけでは不満が出ると話し合っただろう？」

「要望や不満を言えた立場ではないということを弁わきまえるべきだと言っているのです」

　政策に関かかわる話のようで、彩華は言い合う二人を案じながらも口を挟はさめないでいた。

　手元では柔やわらかな葉の部分だけを食べた獏が、茎くきはいらないと拒きよ否ひしている。彩華が獏に好き嫌きらいさせないよう茎を構えたまま睨にらみ合うと、また安世が不満を口にした。

「己が被ひ害がいに遭あっていないからと、他人ひとごとなのが腹立たしいほどですぞ」

「安世、安世。疲つかれているようだな。いつもなら外でまで言わないだろう」

「えぇ、疲れもします。ですが、これは愚ぐ痴ちだけではございません」

　宥なだめようとする朗清に、安世は引かない。

「北には異民族に占せん領りようされた土地もあります。西の異民族は独自に国を作り拡大の一いつ途とです。だというのに、地方の戦線は崩ほう壊かい寸前。後方支し援えんもままならない財政状況。いったいこの責は誰だれにあると思っているのか」

　この危機的状況をわかっていないと、安世は憤ふん懣まんを吐はく。

　言われてみれば、彩華も噂うわさで聞くばかりなので、安世が言うほどの危機感はない。

　異民族を見たこともなければ、都の近くまで軍を進められたこともなく、朗清は軍で包囲したが無血開城のまま都に血が流れることはなかった。

　そんな彩華の意識は、きっと藍陽の人間と同じだろう。

「今陛下が隙すきを見せる真似まねをしてはなりません」

「安世、それではまるで敵地にいるようだ」

　朗清の苦く笑しよう交じりの言葉に窺うかがうと、安世は無言ながらそのとおりだという顔をしていた。

　たださすがに、彩華も都の民全すべてを敵と見なすような発言は聞き捨てならない。

「差し出口とは思いますが、恩情賜たまわる陛下に仇あだ成す者など──」

　彩華が言いかけると、睨むように安世が目を向けた。

　そうして改めて見れば、元から気難しそうな顔をしていた安世が、今は目の下に隈くまを作り、余計に神経質そうに見える。

　時折見える指先には染しみついたような墨すみの跡あとがあることを知っている。安世が寝ねる間も惜しんで働いているとは気づいていたが、今日は何処どこか攻撃的な空気を纏まとっていた。

「陛下の恩情に甘える輩やからの多いことですな」

　鼻を鳴らす安世に、兵を減らしてほしいと願ったことを当て擦こすられる。

「待て、安世。朝議の件で気が立つ心情は理解するが、公主に当たるな」

　宮城で何かしらあったらしく朗清は止めるが、安世は不服げに顔を顰しかめた。

　彩華も顔を合わせる内に安世の言葉に慣れ始めており、思わず反論が口をつく。

「私は、ただ珍獣を思ってお願い申し上げただけで。決して陛下の恩情に甘えさせていただくつもりではないのです」

「それで言い訳が立つとお思いか？　珍獣のためなどと言っても、結局は自分のためではありませんか。未いまだに兵を見て怯えた目をするくせに」

　図星を指されてつい目を逸そらしてしまったが、珍獣が興奮することを憂ゆう慮りよする気持ちも本当のことだった。

「……自分のためだけなどでは、決してございません。噓うそを申しているわけではないのです。珍獣たちが──」

「少々不可思議なところはあると言っても、獣は獣でしょう。あぁ、なるほど。己の大事なものだけに集中して民を蔑ないがしろにする、葉氏らしい考え方と言えますか」

　見下げ果てるように失笑する安世に、朗清が重く息を吐く。

「安世……、葉氏で括くくるな。公主が悪徳を成したことはないと、調べはついているだろう」

「宗室が民を顧かえりみないことが悪だとわたくしは考えておりますが？　何より、珍獣を養いたいという己の欲のために陛下に甘える。まさに先せん帝てい葉氏の罪を自覚しない発言でしょう」

「そ、そんなことはございません。先帝陛下も民を救おうと苦心なさって……」

　士倫に聞いた先帝の行いを思い描えがき、彩華は思わず言葉を発した。

　先帝は確かに悪政と言われる被害を出したのだろう。皇帝としての失策が、都包囲という結果に繫つながったのだろう。

　それでも、士倫の思いを聞いた今、言われるままではいられなかった。

　そんな彩華の擁よう護ごが、安世の怒いかりに火をつける。

「民を救う？　帝位に就ついてから十五年、そのようなことは一度として行われませんでしたぞ」

　眉まゆを逆立てた安世に、彩華は気け圧おされる。声に宿る恨うらみ辛つらみの熱量が、視線からも感じられるようだった。

「美術品を漁あさるために目減りする国庫。先帝が絵を描かくための顔料欲しさに行われた無計画な運河の拡張。そんな我が欲よくのために増える民の労ろう役えき。労役で畑が荒あれ、地方は減益を余よ儀ぎなくされる。さらには先帝が浪ろう費ひした国庫の補ほ塡てんのために増税です。なのに税の中なか抜ぬきは放置で、税収が回復しないとさらに民へと負担を強しいる」

　安世は一度口に出すともはや止まらないようで、口を挟む間もなく喋しやべり続けた。

「先帝の偏へん重ちようは臣下にも及および、文化人という無能者が蔓延はびこり、地方の政まつりごとを放置しました。側近が権力闘とう争そうで冤えん罪ざいを乱発してようやく臣下を罰ばつする動きを見せても、結局は温ぬるい対応だけで悪を絶てずに法を犯おかした官かん吏りはすぐに政権に復帰する」

　法を犯したと罪に問われたはずの旧臣たちは、今も宮城にいて、朗清の足を引っ張り続けている。そんな不条理が安世には我が慢まんならないのだろう。

「これを十五年、十五年ですぞ？　何が民を救うですか……っ」

「安世、それくらいにしろ」

　まるで仇かたきのように彩華を見る安世を、強い声で朗清が止めた。

「事実であっても、言うべき相手が違う」

「違いますかな？　葉氏として宗室に名を連ねた元公主さまでしょう。公主として禄ろくを貰もらっておいて、政に関わらぬから宗室の悪事とは無関係だと、無関心でいたことは罪にならぬと？」

　吐き捨てる安世の指し摘てきは、尤もつともだった。

　彩華は目の前にいる珍獣のことばかりに意識を割さいて、宗室としての自覚が欠けつ如じよしていたことを突つきつけられる。

　身を硬かたくする彩華に一いち瞥べつを向けて、朗清は安世を窘たしなめた。

「関心があったとしても、昭季公主に何ができる。求めすぎだ」

「そうですかな？　先帝が直接命令書を書き、担当部署へ送りつけるという行政組織の存在意義を無視する暴挙に出た時、諫いさめるべきではなかったですかな？　命令の精査はされず、政策実行における根回しも準備もなく、大臣たちの申し立てを封ふう殺さつし、誰も先帝の暴走を止めることができなくなった中、公主であるからこそ、できた提言もあるでしょう」

　当時の状じよう況きようを考えれば、安世の言うとおり公主という公おおやけの立場があるからこそ、皇帝に物申すことはできたはずだ。

　ただ結果として、彩華はしなかった。自ら先帝を諫めるなど、考えもしなかったのだ。

　厳然たる事実があるため、朗清も彩華を庇かばいきれずに黙だまる。

「陛下が同情されるのもわかりますぞ。昭季公主の憐あわれな生おい立ちは。公主であるにも拘かかわらず離り宮きゆうに追いやられ、まともな後ろ盾だても教育係もつけられず、皇帝の訪おとずれもなく放置され、しまいには適てき齢れい期をすぎそうになっても簪かんざしを挿さす段取りも行われず。果てには臣下である母方の実家に頼たよらざるを得なかった。公主に据すえられていながら、何一つ公主としての待たい遇ぐうを得られなかったのですからな」

　後見である先帝に成人の儀ぎ式しきの世話もされず放置されたことは、公主として恥はじ以外の何ものでもない。成人の儀のために公主が臣下である母の実家を頼らなければならなかったのも、名前だけの公主と軽かろんじられるも同じ。

　先帝にも理由があったと理解はしていても、他人に突きつけられれば胸が痛んだ。

「陛下も葉氏を根絶やしにしたいほどの苦く汁じゆうを舐なめさせられたではありませんか」

　俯うつむこうとした彩華は、何故なぜ庇うのかという安世の言葉に朗清を見つめる。

「中央の混乱から地方は乱れ、対応は遅おそく、その末に高まる民たみの不満により地方の反乱が起こったではないですか。陛下の故国も戦乱に巻き込まれ、先帝からの援えん助じよも支援もなく。自国を守るために独自に軍備を整え、時には国軍と干かん戈かを交える事態にまで発展したでしょうに」

　安世の指摘に、朗清の目にも鬱うつ屈くつの色が浮うかぶ。

　彩華は両手で口を覆おおった。先日、争いが不毛だと語った彩華に反応した朗清の心情を思って、血の気が引く。

　争う不毛さを、誰だれよりも朗清自身が知っていたのだ。

　同じ国の民でありながら、敵味方にわかれて戦わなければならなかったのは何故か。安世が言う先帝の失策による苦汁を、朗清が押しつけられた結果なのだ。

　知らなかったとはいえ、彩華の発言はあまりに無神経だった。同時に葉氏の公主として、知らないでは許されないことでもある。

「北の異民族に地方が取られた現状も放ほうり出して、先帝は己の命惜おしさに都さえ捨てて逃にげたのですぞ。その上、皇帝の権力を笠かさに着ていたはずの側近さえ勅ちよく令れいで振ふり回し、醜しゆう態たいをさらしたために政治的影えい響きよう力を削そがれた旧臣ばかりを残して」

　無能者め、と愚ぐ痴ちる安世はなおも言い足りない様子で不満を呟つぶやく。安世が本当に非難したいのは旧臣であると、彩華にもわかった。そうとわかっても、心は竦すくんでしまう。

　安世の怨えん恨こんの大部分が先帝時代に政に関かかわった者に向かっているとは言え、彩華が葉氏であることは変えようのない事実。他ほかにも葉氏である彩華を恨む者がいてもおかしくないのだ。

　彩華が震ふるえながら見ると、朗清は一度吐と息いきした。

「……安世、お前は疲つかれているんだ。ここ三日、まともに寝られていないと言っていたな？　今日は帰るぞ。宮城に戻もどったら一度寝ろ。これは命令だ」

　まだ言い足りない様子の安世だが、朗清の強い視線を受けて、冷静さを取り戻した様子。

　朗清に目を向けられ、彩華は肩かたを跳はね上げる。

「すまない、公主。その……」

　なんと慰なぐさめていいか迷う朗清に、彩華は首を横に振る。
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　安世の言葉を、朗清は決して否定しなかった。つまり、朗清から見ても先帝の悪行は非難されて当然のものだということだ。

　彩華では想像もつかない話だった。叔父おじである先帝に恩を感じていた身では、決して考えつかない非難の数々を、朗清も胸にしまっていると思うと、まともに見ることもできない。

「……陛下は、藍陽に至られた時、何をお考えになっておいででしたか？」

　彩華は震える声で零こぼしてしまった問いに狼ろう狽ばいする。

　朗清も一いつ瞬しゆん悩なやむ様子を見せたが、彩華から目を逸らして答えた。

「荒れた地方や、野放図な地方行政を見て都に至った。だから、物資の集積地としてまだ機能している藍陽の様子と、食うに困らない物資の量に驚おどろいた、な。ひどい偏かたよりが、国内で起きている状況をこの目で見て、正さねばならないと思った」

　物資集積の機構は、歴代の葉氏皇帝によって築かれた遺産と言える。藍陽は都市名にも見えるとおり、元もと染せん色しよく素材の集積地として栄えた流通拠きよ点てんだった。藍陽築城から先帝の頃ころまで磨みがかれ、維い持じされた機構だが、それにも陰かげりが見え始めていた時に朗清が皇帝となったのだ。

「その機構を活性化させることで今、都の回復を図っている。先帝は藍陽に残る物資財産のほとんどを手つかずのまま残して行った。正直、強ごう欲よくなのか弱よわ腰ごしなのかよくわからない人物だ。ただ、そのわからなさや偏りが国を乱したのだとは思っている」

　迷いのない声で答える朗清は、彩華に聞かれるまでもなく、何が問題であったかを考え、同じ轍てつを踏ふまないためすでに動き出しているのだ。

「まぁ、過去の人物を批判したところで、未来の問題は解決しない。今さら先せん帝ていをどうこうする気はないので安心するといい」

　朗清は、彩華を慰めるようにそう言うと、踵きびすを返して亭てい子しを後にする。

　今さら事実を突きつけられて動どう揺ようする彩華では、もはや何も言えない。

　彩華はそのまま頭を下げて、帰る朗清たちを見送る以外に何もできなかった。




　日が落ちてから、相真が春霞宮にやってきた。

　老趙にでも聞いたのだろう。彩華の様子を見に、武官の宿舎を抜ぬけ出してきたのだ。

「彩華さま、何言われたんだよ？」

　日中、朗清が訪れた際、老人たちはそれぞれが珍ちん獣じゆうの世話をしていて、庭園の中にはいたが遠巻きに見ていただけだった。

　彩華自身、安世の言葉を受け止めきれず、老人たちには詳しよう細さいを話せないままでいる。

「皇帝陛下は無理でも、あの安世って学士くらいは来訪拒きよ否ひしてもいいんじゃないか？」

「大だい丈じよう夫ぶよ、相真。安世どのは、ちょっとお疲れだっただけ、だから」

　顔を見なくとも、相真が怒いかりに顔を顰しかめているのは声からも窺うかがえた。

　相真は内院の御ご殿てん、彩華が起居する部屋の外にいた。日が暮れてから女性の部屋に入るのは憚はばかられるため窓越ごしでいいと、相真が彩華の招きを固辞したのだ。

「それでも彩華さま泣かせていいわけないだろ」

　突とつ然ぜん帰った朗清に驚いて、老人たちはすぐさま亭子へとやって来たのだ。

　心配する言葉を投げかけられ、彩華は気が緩ゆるみ涙なみだを零してしまった。

「私が、受け止めきれなかっただけで、何も、安世どのが悪いわけじゃないの」

「何か言われたんだろう？　一人で抱かかえ込むなよ。受け止めきれないなら、少しくらい肩代わりしてやるって」

　何を言われたのかを聞き出そうと、相真は促うながすが、彩華は室内で首を横に振った。

「それは……私が考えなければいけないことなの。言われなければ気づかなかった私が、悪いのよ。…………浮かれすぎちゃったの、私」

　相真から否定の言葉はない。彩華が今さら気づいたことを、相真はわかっていたのだろう。朗清の訪れを楽しみに、珍獣について話す時が待ち遠しくて浮き足立っていたと。

　もちろん、老人たちや相真と楽しく語らうことはある。その語らいは何処どこか家族の団だん欒らんのような安心感はあるものの、朗清を招いた時のような高こう揚よう感かんはなかったのだ。

　窓越しにも不満げな雰ふん囲い気きがわかり、彩華は苦く笑しようを零す。

「心配をかけてごめんなさい」

「心配くらい、いくらでもする。謝ることじゃない。どっちかって言うと、頼ってもらえないことのほうが不満だ」

「ふふ、そんなことないわ。昔から頼りにしているのよ」

「だったら──」

「私、気づいたの。相真には頼ってばかりで、私自身、何もしてなかったんだって。私の問題なのに、自分で解決できないなんて、駄だ目め。情けないわ。私は、公主だったのに……」

　窓越しに不満げな空気が漂ただよってくる。それでも彩華の決心がわかったのか、相真は溜ため息を吐ついて引いてくれた。

　そうして彩華を一番に考えて自分を後に回す相真の心こころ遣づかいが、少し寂さびしく思える。

　いつでも相真は、特別扱あつかいをしてくれた。幼い頃からの気安い関係と共に、決して超こえることのない線引きがお互たがい暗あん黙もくの了りよう解かいとしてあることが今ならわかる。

　朗清と安世という、対等な関係を知った今なら。

「……ねぇ、相真。昔、私を春霞宮から連れ出して引き合わせてくれたあなたの友人がいたでしょう？　あの子とは、今もつき合いがあるの？」

「なんだよ、急に？　じいちゃんにしこたま怒おこられたあの時か？　あれ、言ってなかったっけ。あいつも今、同じ武官として働いてるんだ。今日も、抜け出すのを手伝ってもらったんだよ」

　初耳だったが、彩華は何も言わず苦笑する。

　気配を察した相真は、言いたいことを飲み込むように息を吐いた。

「ともかく、今夜はじいちゃんとこに泊とまるから。聞いてほしいことあったら言ってくれ」

「いいの？　外がい泊はく許可は取ってないのでしょう？」

「朝早くに戻ればばれないさ。…………彩華さま、これだけは覚えておいてくれ。別に俺もじいちゃんたちも、彩華さまが公主だから従ってるわけじゃないんだぜ」

　そう言い残して、相真は窓から離はなれていった。

「相真！　あ、温かくして寝ねてね」

　窓を開けて声をかければ、秋の夜風が冷たい。答えるように片手を上げた相真は、厨ちゆう房ぼうのほうにある使用人の生活の場へと向かう。

　足音も聞こえなくなると、内院には彩華一人。

　荒あらさないよう珍獣もほとんど入れておらず、いつもは控ひかえの間にいる老女も、今日は引いてもらっている。

「……相真。私には、あなたと違ちがって呼べる友の名さえないの」

　窓を閉めれば、寝しん室しつには手て燭しよくの灯心が燃える微び音おんがするだけ。彩華はすでに寝間着姿だが、静かすぎることさえ気になって眠ねむれる気がしない。

　寝台に腰こしかけ、枕まくら元もとの香こう炉ろから昇のぼる煙けむりを見る。

　揺ゆれる煙を目で追うでもなく、彩華は脳のう裏りに浮うかぶ今日のできごとを思い返していた。

　後宮で育つこともなかった彩華だが、それでも公主としての自負があったのだ。

「宗室に生まれたのだから、公主の位を賜たまわったのだからと、いずれ相応ふさわしい扱いが訪おとずれるのをただ待っていただけ。なのに、公主に生まれた意味を実感したかったのね、私……」

　相真が言ったように、春霞宮の者たちは公主だからという理由で一いつ緒しよにいてくれていたわけではないとわかっている。それだけ親しみを抱いだいて、案じてくれていることも知っていた。

　そんな数少ない周りの温かさは、嬉うれしくもあり、寂しくもあったのだ。

「どうして自分の気持ちまで忘れてたのかしら。その上、家族のようだなんて…………。私は、公主として扱われたいという我が儘ままのために、珍獣を利用したのに」

　公主としての立場を保つ自己満足のため、珍獣の世話をして、守ると言いながら自尊心を保つために囲い込んだのではないか。春霞宮に残ったのも、珍獣の世話をしたのも、公主としての名目を守るため。

「でも……好きなのは本当、よ…………」

　ただ純じゆん粋すいな気持ちではなかっただけ。

　思い返せば、母が亡なくなってから珍獣の世話に参加するようになった。母が世話に反対していたこともあるが、何よりの理由は、寂しかったからだ。

　公主の立場に未練はないと思っていた。だというのに、公主として朗清に見み出いだされて嬉しく思ったのも本当だ。朗清だけは公主と呼んで、そう扱った。沙さ汰たを下すためだとしても、宗室の一員であったことを認められた気がしたのだ。

　その場では受け止めきれなかった安世の言葉も、一人になって考えれば、他人頼だよりの甘えがあったことに、気づかされる。

「……なんて弁わきまえのない」

　初めて彩華は、先帝によって荒こう廃はいした地方の現状を知る者の口から直接、悪政の影えい響きようを聞かされたと言える。安世の言葉には、怒りという生々しい感情が宿っていた。

　士倫からも先帝の治世について聞いたことはあった。手を尽つくしたが悪政と言われていると士倫が心痛める姿に、ままならないものだと同情した。

「安世どののように見れば、国を裁量する者が過誤を起こすこと自体が、罪……。努力はしたけれど間ま違ちがったことと、間違った上に無む駄だな努力をしたのでは、ずいぶんと違うわ…………」

　士倫と安世の言葉を要約すれば、そういうことになるのだろう。

　結果を見れば、悪政に泣いた被ひ害がい者しやがいる。だから先帝は追われた。

　追った朗清もまた、悪政の被害に遭あったのだ。そんな当たり前のことを考えもせず、春霞宮の存続のためと意気込んでいた彩華は、自分が恥はずかしくなる。

　朗清は、どんな思いで自分に会っていたのか。初めて顔を合わせた日の、張り詰つめた緊きん張ちよう感かんが思い出された。

「最初の反応も、当たり前……。私は、陛下からすれば民たみを虐しいたげた側なのだから。なのに、怖こわいだなんて。あれは、陛下が皇帝として間違いがないよう冷静に徹てつしたお顔。それを怖いと思った私には、ただ身分に相応しい覚かく悟ごがなかっただけなのに…………」

　彩華は、朗清の訪れに浮かれて、朗清自身を慮おもんぱかっていなかったことに唇くちびるを嚙かんだ。

「きっと、何も知らないことが、罪ね。それなのに、……近づけた、気になるなんて」

　広がる虚むなしさに、彩華は堪たまらず胸を押さえた。

「こんなことで、気づくなんて…………。私はなんて愚おろかだったのでしょう」

　彩華は、寝台に仰あお向むけに倒たおれると、目元を腕うでで覆おおう。

　朗清の訪れを喜んでいたのと同じ強さで、胸に去来する不安。

「公主としても名ばかりの私が。苦く汁じゆうを舐なめさせた葉氏であるのに。…………嫌きらわれている、でしょうね。陛下が理解を示してくれたと喜んだこと自体が、間違い……」

　口にすれば舌に苦く感じるほど胸に痛い言葉。

　実の叔父おじにも忘れ去られたような公主を見つけて、理由はどうあれ足を運んでくれたのは朗清だ。そんな朗清に、彩華はただ好かれたかった、近づきたかった。当たり前の考えに、彩華は後こう悔かいを覚える。

「こんな無責任な私が望むべきではないのに。それでも、これ以上嫌われるのは、嫌いや……」

　言葉にすれば、とても弱々しい声だったが、胸の内では叫さけびたいほど切実な思いだった。

「きっと、陛下は優やさしいお方……。安世どのの言葉を否定なさらないのに、私を庇かばい、慰なぐさめようと言葉をかけてくださった」

　だからこそ近くにいたい。そんな気遣いに、せめて応こたえられるようになりたい。

「……珍ちん獣じゆうは皇こう帝ていのもの。私が独どく占せんしていて、いいの？」

　腕をどけると目元が熱い。

　彩華は大きく息を吐きだして涙なみだを堪こらえる。

「春霞宮の存続は、きっと迷めい惑わくでしかない。陛下の手に委ゆだねるのが、正しいはず…………」

　春霞宮の取り潰つぶしを再考すると言った朗清の優しさに縋すがりそうになる自分を叱しかりつけるため、彩華は言葉にする。

「だとしても、陛下に迷惑をかけないよう考えなければならないでしょう？　それに安世どのにこれ以上自分勝手だと非難されないようにしなければ……。私が、どうにかしないといけないことではないの」

　朗清の恩情で珍獣を守ろうとしたのが間違いだと、彩華は寝台の天てん井じようを見上げて考える。

　すでに決定を保留にしてもらっているだけでも恩情だ。これ以上、朗清に頼ってはいけない。春霞宮を取り潰すほうがお金はかかるという理由で撤てつ回かいされるのではなく、春霞宮が朗清にとって有用であると示さなければならない。

　そう思うのに、彩華は朗清にまた笑ってほしいという思いが胸を過よぎる。

「……せめて、瑞ずい獣じゆうが陛下に慣れるまでは。それまでなら一いつ緒しよにいられる？　また笑いながら話ができる、かしら？」

　もし春霞宮が存続しても、彩華が朗清の側そばにいられる道理はない。

「それでも、それまでは嫌われないようにいたい……」

　また熱くなる目め頭がしらを腕で覆って深呼吸をする。泣かないよう何度も瞬まばたきを繰くり返した彩華は、寝台から起き上がった。

「友人のような陛下と安世どのの関係に憧あこがれるのに、私は公主として扱あつかわれたいなんて」

　自分の我が儘な考えに、彩華は嘆たん息そくする。相矛む盾じゆんする思いに、自分がわからなくなってきた。

「駄だ目め、頭が回らない。それに、公主としての身の振ふり方ってどうすればいいのかしら？　相真に、話を聞いてもらったほうが良かった？」

　安世に言われなければ考えもしなかった。一人で考えても間違った判断をしそうで怖い。

「相真は、安世どののことを言えば怒ってしまいそうで言えないわ」

　もし安世を批判したなどと誰だれかの耳に入れば、相真の立場が悪くなってしまう。

「怒らず聞いてくれる人……あ」

　彩華の頭に従兄いとこの笑え顔がおが浮かぶ。何より同じ葉氏で宗室としての経験もある。元公主として何をすべきか、彩華に助言をくれるかもしれない最たる人物だった。

「ちょうど、陛下が次にいらっしゃる予定の前日に士倫さまとお会いするから……」

　彩華は甘えすぎないようにと念じながら、安世に言われたことを反はん芻すうして、士倫に会った時どう話を切り出すかを考え始める。

　夜が更ふけていく中、灯火の芯しんが燃え尽きるまで、彩華は寝ねずに考えに耽ふけっていた。
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　士大夫の屋や敷しきが並ぶ界かい隈わいから外れた都の片かた隅すみに、士倫が住まう屋敷はあった。

　中庭を中心に左右対たい称しように作られた家屋は、決して大きくはないが、養う家族もない青年が住まうには十分な広さがある。

　士倫は書しよ斎さいとして使う一室で、春霞宮で貰もらった豪猪やまあらしの針毛を弄もてあそんでいた。

「美しい色合いに、鋭えい利りな形も鮮せん烈れつな印象がある。ただ、中が空くう洞どうで存外脆もろいのが、難点ですね。象ぞう牙げのようなものなら、彫ちよう刻こくでさらに美しくできたのに」

　機き嫌げん良く白と黒の縞しまを持つ針毛を回していると、衝つい立たての向こうで使用人の長たる家か宰さいが入室の許可を求めてくる。

「失礼いたします、士倫さま。国からの報告が届きましたので、お持ちいたしました」

　灰色の髪かみをした家宰は、皺しわの目立ち始めた目元で一度豪猪の針毛を見ると、言げん及きゆうはせずに綴つづられていない木製短たん冊ざくの束を差し出した。

　家宰の言う国とは、士倫が葉氏の王として治めていた国のこと。朗清は王位を失った時点で国とは切れていると思っているようだが、実際はこうして綿密に連れん絡らくを取り合っていた。

　士倫は短冊を目立たぬようつけられた印に従って並べ直す。そうしてできた文章も暗号となっており、万一のための備えはしてあった。

　士倫が継けい承しよう争いを見み据すえて集めた部下は、国に残してきた。部下からは反旗を翻ひるがえせとの声もあったが、ほぼ単身で士倫は科挙を受けて都へ戻もどって来たのだ。

　自ら認めて集めた部下の力は信しん頼らいしているが、帝位を得るための策さく謀ぼうだからこそ己おのれの手で成し遂とげなければならないという、士倫なりの拘こだわりを押し通した。

　何より、正面から争うのでは、宮城に父が残した芸術品の数々が被害を受ける可能性がある。価値を知らない元将軍などに、任せてはおけない。

「侵しん攻こうする異民族が先か、冬を越こせずに餓が死しする農民が先か、悩なやましいところですな」

　短冊を頭の中で並べ直して内容を把は握あくした家宰は、士倫が藍陽を離はなれる際国に同行させ、都に戻る時にもついて来た逸いつ材ざいだ。

　家宰は宮仕えの経験もあり、宗室として育った士倫を不快にさせることのない教養も備えている。士倫が報告の内容を把握した瞬しゆん間かんを過あやまたず声をかけてきた。

「畑も耕さない異民族が、収しゆう穫かく時期だけはしっかり把握しているのがなんとも……。僕としては、邪じや魔まな異民族を討とう伐ばつしに、高朗清が都を空けてくれたほうが動きやすいところだけど」

　士倫の部下は、都の目の届かない場所で、各地の情勢を把握し、士倫へと報告している。同時に、国では来きたる日に向けて兵の支し度たくも秘密裏りに行われていた。もちろん、朗清が派は遣けんした官かん吏りの目を搔かい潜くぐっての働きだ。

「高朗清を倒すのはまだ早い。僕は、準備不足で皇帝になってから困るのはごめんだ」

　朗清の轍てつは踏ふまないと士倫が言えば、家宰は理解を示して頷うなずく。ふと思い出し笑いをすると、片かた眉まゆを上げて主人の心中を推おし測ろうとした。

「楽しげなご様子。また蛇へびでございますか？　昨日春霞宮から戻られてより、ずっと同じ調子でいらっしゃいますな」

　呆あきれを含ふくんだ家宰の指し摘てきに、士倫は手にした豪猪の針毛を首の代わりに横に振った。

「そちらは心配のほうが先立つ。これ以上寒くなると黒こく蛇だの体力が不安なのだそうだ。春霞宮絡がらみは当たっているが……僕が今考えたのは人のほうだ」

「あぁ、従妹いとこ君の。また何か、士倫さまの琴きん線せんに触ふれることが？」

　珍めずらしそうに瞬まばたきする家宰に、士倫は機嫌良く応答する。

　上辺だけの旧臣相手とは違ちがう様子で、品は崩くずさないが、取り繕つくろいもせず笑った。

「ふふ、実はな……彩華どのはすでに、高朗清から求きゆう婚こんされていたらしい」

「なんと。士倫さまは、それを止めに春霞宮へ行かれたはずでは？」

　葉氏が後宮入りすることで、朗清の正統性を補強しかねないため、士倫は最初、会ったこともない従妹の下もとへ様子を見に行った。

　家宰は自身の発言に気づいた様子で、一度口に手を当てて息を吐つく。

「……そのはずが、蛇に心奪うばわれて帰られましたな…………」

「否定はしない。正直あれ以来、後宮入りを止めなければいけないということを忘れていたんだけれど。昨日、向こうから話してくれてね」

　普ふ段だんの純じゆん粋すいな笑顔の失うせた彩華は、迷いながら、言葉を選び、それでも自身の心の内を伝えようと必死で士倫に意見を求めた。公主として甘えていた自分を正したいと。

　何故なぜそう思うに至ったかの話を聞き出す中で、珍獣の飼育に関して、朗清の後宮入りを断ったという話が出た。

　先手を打たれていたという焦あせりで、少々彩華を脅おどしすぎたのか、泣いてしまったのは、士倫としても失敗だったと思っている。

　ただ優やさしく慰める中で、彩華の後宮入りに対する忌き避ひ感は煽あおれた。また朗清が後宮入りを画策しても、彩華は易やす々やすとは頷かないだろう。

「では、昭季公主の後宮入りはすでに動いていたと？　ご様子から、阻そ止しの一手は打てたように見えますが」

「いや、後宮入りは保留状態だとか。ふふ、なんでも、祖そ廟びよう守もりになると言って断ったらしい。その上で高朗清が春霞宮に通うのは、瑞獣が欲しいのだろうと」

「なるほど。自身が利用される立場であることはわかっておいでですか……」

　家宰は士倫に今後どうするかという意図をもって視線を送るが、当の士倫は透すかし窓からまだ蕾つぼみもついていない木もく蓮れんの枝を眺ながめていた。

　離り宮きゆうの中しか知らない無知な彩華は、他人の激情に触れてようやく己を省かえりみ始めたばかり。その姿はまだ、美しいとは言えない拙つたなさが目につく。

　それでも花開く前の蕾のような期待感を、士倫は覚えていた。

「そうか……。彩華どのの心の清さが、美しい珍ちん獣じゆうを育てるのかもしれない。となると、あまり変化を望ませないほうがいいのかな？」

　いつも慎つつましく彩華に隠かくれる双皙という白い蛇は、彩華が自ら孵かえしたという。

　恍こう惚こつとも言えそうな表情で双皙を思い、士倫は溜ため息混じりに呟つぶやいた。

「少なくとも彩華どのには公主としての矜きよう持じがある。父よりよほど美しい生き方をしそうだ」

「では、利用するのはおやめになりますか？」

「そうだな。あの春霞宮で高朗清を叩たたくような真似まねはしない。今までどおり、僕の目め眩くらましに使う程度で留とどめよう」

「蛇を盗ぬすみ出す算段は如何いかがいたしましょう？」

「脱だつ皮ぴが上手うまくいかないと死んでしまう蛇もいると聞いたからには、やはり彩華どのの手元にいるほうが健すこやかだろう。……それと、彩華どのを悲しませるのも、あまりしたくないな」

　堪たまらず一ひと滴しずくだけ零こぼれた彩華の涙なみだは美しかったが、それが朗清のために流されていると思うと厭いとわしくもある。

　涙は悪いものではないが、彩華の萎しおれた風ふ情ぜいはいただけない。

　己の美意識の下、一人頷く士倫に、家宰は眉をあげた。

「ずいぶんとお気に召めしたご様子で」

「ふふ、春霞宮に行くのが楽しみなくらいにはね」

「……相当でございますな」

　家宰は士倫の軽い肯こう定ていを重く受け止めた様子で黙もつ考こうする。

「…………では、士倫さまの楽しみのため、高朗清を春霞宮から遠ざけますか？」

　士倫の胸中をしっかり捉とらえている故ゆえに、家宰はそう進言した。

「なるほど、それは一考の余地がある。何より高朗清が瑞ずい獣じゆうとして欲しがる中に、あの勇ゆう壮そうな亀かめがいる。堂々たる体たい軀く、楼ろう閣かくの如ごとく美しい甲こう羅ら、理知的でありながら愛らしさも兼かね備えた濡ぬれた瞳ひとみ。あんな美しい生き物を、むざむざ与あたえるつもりはない」

　熱っぽく語る士倫は、それだけ朗清と彩華の引き離しを本気で検討する意欲を示した。

「それでは、旧臣を使って高朗清を忙ぼう殺さつさせますか？」

「いや、旧臣は駄だ目めだ。春霞宮で高朗清を暗殺しようなんて馬ば鹿かな謀はかりごとを注意したら、臍へそを曲げた」

　士倫は途と端たんに冷れい徹てつな光を目に宿して手を振ふる。

　春霞宮で捕とらえられた黒い革かわ鎧よろいの賊ぞくは、もちろんわざと逃にがした。その上で、他人の手て柄がらを横取りする厚こう顔がん無む恥ちな白しら髪がの旧臣に釘くぎを刺さしたのだ。

　すると、下見だけだ、やる時には士倫へ相談するつもりだったと言い訳した上で、不服の色を覗のぞかせていた。他ほかの旧臣も朗清に痛手を負わせたくてしょうがないらしく、どちらかと言えば、釘を刺す士倫に不満そうだった。

　遅ち延えんさせているとは言え、改革の準備が進んでいることに危機感を覚えているのだろうが、もっと大きな視野さえ持てば、朗清の改革の破は綻たんはそこまで来ているとわかるというのに。

「地を這はう愚ぐ者しやに、天より見下ろす鳥ちよう瞰かんの視点を持てと言っても無駄だな……。今回止めたことで旧臣に不満が蟠わだかまっている。今旧臣を動かすと、ことを急せいて馬ば脚きやくを現しそうだ」

「矜持に見せかけた傲ごう慢まんが、急き立てているのでしょう。皇こう帝ていにも見捨てられた時点で職を辞すこともなかった、己の分も弁わきまえられない程度の人間です」

　家か宰さいも旧臣たちには辛しん辣らつだ。宮仕え経験があるため、旧臣の無能さを知っているため、実感があるのだろう。

「このまま守りに入られても難なん儀ぎだ。隙すきを作るため、高朗清に功を立てさせてやろうと思う」

　餌えさを用意して罠わなを仕かける。そんな士倫の意図を察した様子で、家宰は主人の言葉を待った。

　同時に、室外で報しらせを告げる声が立つ。

　如じよ才さいなく家宰が応対に出たものの、士倫の前に戻もどった家宰の顔が渋しぶい。

「士倫さま、見張りからの報告です」

　告げられたのは、朗清に私し怨えんを持つ口くち髭ひげの旧臣が、手勢を率いて動いたという報告だった。

「高朗清が普段より少ない手勢で春霞宮に向かったために、好機を逃のがすまいと動いたとか。幾いく人にんか、旧臣たちはこの動きを黙もく認にんしたそうでございます」

「本当に……、何処どこまで下策を！」

　いきり立つ士倫は、繊せん手しゆに豪猪やまあらしの針毛を持ったまま、出かけるために動きだす。

「僕はすぐに春霞宮へ向かう。見張りにはいつでもあの莫ば迦かを確保できるよう控ひかえておけと指示を。彩華どのたちを巻き込むわけにはいかない！」
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　乾かわいた風に赤い葉が舞まう。彩華は春霞宮で複数の珍獣たちを散歩させながら、蒼そう緑りよく色しよくの下か裳もの上で揺ゆれる艶えん紅こう色しよくの布帯ばかりを見ていた。

　廏うまやの珍獣四頭を先頭に、彩華の隣となりを犬たちが取り巻くように歩いている。猫ねこと狐きつねは遊びなのか、馬や馬うま鹿しかの背に乗って歩こうとはしない。彩華の首に身を寄せた双そう頭とう蛇だの双皙は、二つの頭で交こう互ごに彩華を窺うかがっていた。

　庭園の外側に設けられた通路を巡めぐる散歩は、すでに西側の通路から廏に向かう途中。

　火球と星斗の手た綱づなを牽ひく老趙と相真は、声を潜ひそめて話し合っていた。

「あの従兄いとこさまは、何言って彩華さまを落ち込ませたんだよ」

「いや、この場合は陛下のほうを引きずっておられるのだろう。彩華さまは、従兄さまに助言を請こうたのじゃからな」

　彩華は昨日、士倫に身の振り方を相談した。春霞宮の取り潰つぶしの可能性に表情を険しくした士倫は、相真と同じく後宮入りは断って正解だと言ったのだ。

　朗清の故国啓から、婚こん礼れいの勧すすめがあるのだと言う。皇帝となったがまだ妻帯していない朗清にとっては、故国との結びつきを確たるものにできる婚礼は願ってもないことのはずだ。

　だというのに婚礼を進めないのは、他の国との力関係を思ってだと士倫は言った。

　啓の姫ひめを最初に迎むかえたとなれば、故国が他の者たちから嫉しつ妬とされる。啓の兵を都に置いているため、いらぬ波風は立てたくないのだろう、と。

　士倫は、啓の姫と婚礼するための緩かん衝しよう材ざいとして、彩華に後宮入りを命じたのではないかと言った。その上で、故国からの婚礼の申し入れを断らないのは、啓に思う相手でもいたのかもしれないと語ったのだ。

　彩華が後宮に入れば、血筋から啓の姫よりも高位に据すえられる。朗清の想おもい人は下位に甘んじ、彩華は決して幸せにはなれない結婚だと言われ、堪らず涙が零れてしまった。

　泣かせてしまったと狼ろう狽ばいする士倫に申し訳なく、己おのれの不ふ甲が斐いなさを思い出して彩華が俯うつむくと、相真が堪りかねたように声をかける。

「結局は、陛下に近づきすぎるなってこと言われたんだろ？　あの従兄さまの都合もあるんだろうから、あまり悩なやみすぎなくていいと思うぜ。彩華さまは今のままでいいんだよ」

「本当に、今のまま──」

　相真の慰なぐさめに顔を上げると、待っていたとばかりに珍獣たちが顔を寄せてきた。

「ともかく彩華さまは顔上げろよ。そいつらが心配するだろ」

「そこは己がと言えんのか」

「じ、じいちゃん……っ」

　呆あきれる老趙に、相真は赤くなって慌あわてる。素す直なおでないながら、彩華は気き遣づかいが嬉うれしかった。

「ふふ、相真にはいつも心配されてる気がするわ。私ももっと大人にならなきゃ。やっぱり今のままじゃ駄目よ」

　一度は朗清に請われた後宮入りさえ、身の置き所がないと教えられ傷つくようでは駄目だ。

「いや、そうじゃなくて…………っ」

　口を尖とがらせる相真の脇わきを突つつく老趙。相真は祖父の手を払はらって、仲良く言い合いを始める。

　春霞宮の外周を一周し、珍獣たちと共に前庭に戻る。まだまだ元気な珍獣たちが足を止めないので、目を見み交かわすだけでもう一周しようと彩華たちは頷うなずき合った。

　すると、大門の辺りで珍獣たちは警けい戒かいするように耳をそばだて立ち止まる。

「どうしたのですか？　あ、金華」

　興奮気味に足を踏ふみ鳴らす火球の背から、茶ちや虎とらの猫が屋根の上へと跳とび上がり、春霞宮の外を凝ぎよう視しする。双皙にも何か聞こえているらしく、金華と同じ西側へと鎌かま首くびを伸のばし始めた。

　火球を宥なだめていた老趙は、何かに気づいた様子で耳を澄すます。遅おくれて相真も老趙に倣ならった。

「じいちゃん、これ……」

「少し距きよ離りがある。様子を見て来い、和正」

　老趙の指示に頷いた相真は、星斗の手た綱づなを祖父に託たくして大門から外へと出ていく。

「何か異変があったの、老趙？」

「いや、心配召されるな。何やら金属音がしましてな。何、念のためです」

　笑い皺じわを浮うかべて答える老趙に、彩華も耳を澄ませてみる。すると風向きが変わり、彩華にも聞こえた。

　金属音だけではなく、争う声も微かすかに聞こえてくる。

「こんな所で、何かしら？　捕とり物でも？」

「彩華さま、大門に近づきすぎぬようにお願いしますぞ。わしは、他の者たちを呼んできますので、散歩は切りあげましょう」

　連れている珍ちん獣じゆうが多すぎて、飼育場所に戻すにも人手がいる。老趙は言いながら、手早く手綱を木へ括くくりつけると、庭園へと向かい始めた。

　庭園では他の珍獣たちが運動中なのだ。喧けん嘩かしないよう、先に収容すべき珍獣もいる。

　彩華はその場に残って珍獣の見張りをしつつ相真の帰りを待つことになった。

　大門の向こうから走る足音が聞こえ、彩華は相真の帰りを予期して両開きの大門の片側を開ける。すると、扉とびらにかけられたのは女性と見み間ま違ちがうような繊手だった。

「これは、彩華どの！　ちょうど良かった」

「まぁ、士倫さま？　今日はお出いでの予定はなかったはずですが、いったい……」

　走ってきたのは士倫だったらしく、驚おどろく彩華に微笑ほほえみながら息を整える。

　今日は朗清が来る日。そのため彩華も珍獣の散歩はしていたが、着ているのは日ジツ向コウ黄コウ色と槐かい黄こう色しよくで刺し繡しゆうの施ほどこされた手の込んだ上じよう衣い。布帯と揃そろいの艶紅色の披ひ帛はくを纏まとえば、朗清を迎えられるよう準備をしていた。

「いえ、その……少々お話ししたいことが。少しお時間をいただけますか？」

「え、えぇ、珍獣たちを戻した後でよろしければ。そうです、外で何が起こっているかご存じでしょうか？　何やら物ぶつ騒そうな音が聞こえておりまして」

「あぁ、どうやら喧嘩があったようで。こちらまでは来ないでしょうが、騒さわぎが収まるまで戸と締じまりをしっかりしておいたほうがよろしいでしょう」

　士倫はそう言って大門の中に入ると扉を閉めようとする。

　春霞宮があるのは、三重の城じよう壁へきの中でも二番目の城壁の内側で、付近には国営寺社などがある上品な界かい隈わいだ。目め抜ぬき通りに夜市も立つが、通りを外れた春霞宮周辺で喧嘩騒ぎは珍めずらしい。

「さぁ、彩華どの。そこにいるのは、どうやら音に敏びん感かんな珍獣たちのようですね。そちらをまずは落ち着けましょう」

「はい、そうですね……。では、相真が戻りましたらすぐに金烏館へお通ししますので」

　答えようとした途と端たん、士倫によって閉められかけていた扉が、外側から引き開けられた。

「おい、誰だれだ？　いったい何してるんだ、って……、あんたは…………」

　警戒した声で誰すい何かした相真は、振ふり返る士倫に驚き口を開けたままになる。

「あぁ、ちょうど良かったわ。相真どうだった？」

「お、おう……。どうもこうも…………、陛下が賊ぞくに襲おそわれてて」

「え？　陛下……？　ほ、本当に！」

　思わぬ言葉に彩華が叫さけぶと、士倫の舌打ちが紛まぎれる。

「ど、どうして陛下が……っ」

「いや、陛下だからとしか」

　答えに困る相真に、彩華は何も考えず大門へ向かおうとした。すると、横から肩かたに手を置かれて止められる。

「彩華どの、ともかく奥へ参りましょう。ここにいらっしゃっては危ない」

「そうだな、いや、そうですね。彩華さま、珍獣も気が立ってる。庭園のほうでも手を焼いてるかもしれない。ここは俺が引き受けるから、小さい奴やつら連れて庭園に行ってくれ」

「いえ、でも……、陛下が…………」

　狼狽うろたえて動かない彩華に、士倫は普ふ段だんどおりの笑えみを向ける。

「彩華どのでは、できることもないでしょう。あちらは武将、大だい丈じよう夫ぶですよ」

「うん……、まぁ、押され気味だったみたいだけどな」

　頰ほおを搔かきながら呟つぶやく相真を、士倫は微笑んだまま睨にらむ。視線の厳しさに、相真も失言に気づき口を押さえて言い直した。

「いや、彩華さま、大丈夫だって。この方の言うとおり、奥行こう、奥！」

「そうです。心配はいりません。彩華どのは安全な場所へ」

　相真は大門から離はなれて彩華を促うながす。士倫の同意の言葉に、彩華は閃ひらめくものがあった。

　同時に、二門が開いて慌てた様子の老人たちが前庭にやって来る。相真と士倫がそちらに注意を逸そらすと、彩華は大門から外へと飛び出した。

「陛下へ、こちらに避ひ難なんなさるよう申します！」

「お、お待ちなさい、彩華どの！」

「彩華さま、ってお前ら待て！」

　相真の慌てた制止の声を聞きながら、彩華は振り返らず、焦あせる心のままに走る。

　あまり外に出なくても、春霞宮周辺なら彩華でも知っていた。音を頼たよりに春霞宮の壁かべ沿いに走ると、ちらほら窓から様子を窺うかがう民たみの姿がある。

「おいおい、ありゃ何処どこのお嬢じようさまだい？」

「見てぇ！　すごくきれいな人が走ってるよぉ」

　人々は走る彩華の姿に驚きの声を上げるが、構わず春霞宮の横手へと駆かけ込んだ。

　そこは建物同士の都合でできた広場のような場所。

　春霞宮の塀へいを右手に、塀の上からは手入れの行き届いていない松が道へと迫せり出してしまっている。左手には庭園の排はい水すいが流れ込む生活用の水路が流れており、彩華が着くと同時に朗清を守る黒い鎧よろいの一団が雪崩なだれ込んだ。

「方円の陣じんを作れ！　凌しのぐぞ！」

　怒ど声せいの如ごとき命令に、兵たちはすぐさま態勢を立て直し、周囲に剣けんを向けて構える。それだけで、様子を見に出て来た民は悲鳴を上げて逃にげ出した。

　追う相手は一いつ貫かん性のない恰かつ好こうをしているが、全員の手には抜ぬき身の剣が握にぎられ、すぐさま円を描えがいて固まる朗清たちを八方から包囲する。

　あまりのことに動けなかった彩華は、春霞宮の角から一部始終を見ることになった。

　斬きりかかる賊を朗清の兵が迎むかえ撃うち、中央に囲い込んだ主人を守ろうと奮ふん闘とうする。

「ふはは！　往生際ぎわの悪い奴よ。これは皇こう帝ていを放ほう伐ばつした偽ぎ帝ていを誅ちゆうする義挙である。大義は我にありぃ！」

　何者かが叫ぶ声が、剣けん戟げきの合間に聞こえた。

　朗清は彩華に気づく様子もなく、迫せまる賊に剣を振って抵てい抗こうしている。そのすぐ側そばには、剣を受けたのだろう安世が、片かた腕うでから血を流して脂あぶら汗あせを搔いていた。

　円を作る兵の真ん中に匿かくまわれた朗清と言えど、数で押されては戦わないわけにはいかない。どころか、狙ねらいは一人と言わんばかりに、隙すきあらば朗清を狙って剣が振るわれる。

　応戦する朗清は、敵の剣に冠かんむりを弾はじき飛ばされる。一いち撃げきを入れたことで賊は口の端はしを上げた。

「なるほど。数でしか勝まされないごろつきだな」

　刃は先さきで額を切ったらしい朗清は血を流しながらも、吐はき捨てるように言って敵を一刀のもとに斬り捨てる。

　なおも迫る新手の白はく刃じんに、朗清は怯ひるまず刃やいばを受け、払はらい、過あやまたず敵を戦せん闘とう不能に陥おちいらせる一撃を見み舞まった。

　名将と呼ばれる朗清の強さは疑いようもないが、賊との兵力差は見るからに倍。何より彩華を驚かせたのは、逃げてきた朗清の兵がいつもより少なく、半数程度しかいないことだった。

「……何故なぜいつもより、少ないのですか？」

　包囲され、劣れつ勢せいに陥っているのは、どう考えても普段より少ない兵数のせいだった。

「私が……、兵を少なくしてと言ったから？　そんな、私のせいで…………」

　馬も馬車もないのは、逃げるために捨てたか、最初に潰つぶされたか。なんにしても、このままではいずれ数に押され体力は尽つき、朗清にも賊の剣が届いてしまう。

　彩華は嫌いやに大きく脈打つ胸を押さえて、春霞宮の角から広場へ踏み込んだ。

　今ここで朗清のために何かしなければ、何かできることはないか。そう考えても何も浮かばない。それなのに、彩華の足は迷わず朗清へと近づき、口は勝手に動いた。

「お待ちなさい！　陛下に何をしているのですか！」

　制止の声を上げるが、彩華の言葉は剣を打ちつける騒そう音おんに紛れて聞こえていない。

　その間にも、朗清を守るために賊と剣を交えていた兵が、敵の多さから腕を斬りつけられ武器を取り落とす。崩くずれた兵の隙すき間まから、朗清目がけて剣が突つき込まれた。

「やめて…………！」

　血の気を失なくして叫ぶ彩華へ応こたえるように、塀の上で猫ねこが咆ほう哮こうした。人間の叫びにも似た威い嚇かくの声に、彩華の背後から普段鳴かない元玄が、遠とお吠ぼえのような野太い咆哮を響ひびかせる。

　仲丹、叔灰も続けて咆哮すると、複数の嘶いななきが上がり、彩華のみならず近くにいた賊も振り返った。

「おい、今動物の声、が…………はぁ？」

　先頭で砂さ塵じんを巻き上げるのは、老いてなお恐おそれ知らずの軍馬。後ろには星斗や馬うま鹿しか、四し不ふ像ぞうもおり、迫る足音に地面が揺ゆれ、賊が困こん惑わくの声を上げた。

「な、なんだあれは……！　う、馬と、変な生き物が！」

　驚きよう愕がくの声に、左右にいる者が気づくと、さらにその左右も異変に気づいて彩華を振り返る。

「何処から現れやがったんだ……。っていうか、なんだ、あれ？」

「何かは知らねぇが、こっちに向かってくるぞ！　おい！」

「こ、ここ、危なくないか……っ？　に、逃げたほうがいいんじゃ？」

　彩華は珍ちん獣じゆうに驚おどろいた賊の攻こう勢せいが鈍にぶった姿を目にし、焦しよう燥そうに煽あおられ心を決めた。

　今ここで朗清を失えないと、叫ぶような思いに従う。

「お行きなさい！　走るのです！」

　いつにない強い表情で火球に指示すると、足の速い廏うまやの珍獣たちが彩華を避よけて賊に向かって突とつ進しんを始めた。

「おいおい、不味まずいぞ！　逃げろ、逃げろぉ！」

「火球、陛下を傷つけてはなりません！」

　彩華の声に応えるように、賊の包囲を蹴け散ちらし突進した火球は、中央にいる朗清たち黒い鎧を避けるように右手に逸れる。

「元玄は向こうです！　お行きなさい！」

　左手を指すと、馬と共に来ていた元玄が、小型犬の仲丹と狼おおかみの叔灰を従えて、包囲を左右に割るよう、左手に走り込んだ。

「火球、星斗……っ？　これは、まさか！」

　配下の頭越ごしに走る馬に気づいた朗清の声が聞こえ、彩華は必死に声を上げる。

「陛下！　陛下、ご無事ですか！」

　珍獣によって割られた賊の合間に彩華の姿を認め、朗清は瞠どう目もくした。

「来るな……！　ここは危険だ、早く去れ！」

　珍獣の乱入で一部混乱したものの、朗清を殺そうとする賊ぞくの多くはまだ兵と剣を交えている戦闘状態。朗清も忠告を発しながら、横合いから隙を狙って襲おそって来た賊を斬り上げる。

　走り去った珍獣を見送って、朗清に向かおうとする賊に、彩華は止めようと手を伸のばす。

「無道はおやめなさい！　陛下を弑しいすおつもりですか！」

「う、うるさい！　邪じや魔まをするな！」

　凜りんとした声こわ音ねで叱しつ責せきする彩華に、賊は狼狽えながら逃げるように怒ど鳴なった。そのまま伸ばしかけていた手を払い除のけられ、彩華は痛みに身を引く。その瞬しゆん間かんを見ていた朗清は、味方の兵を押しのけ、彩華の下もとへ行こうと動いた。

「この、その者は無関係だ！　手を出すな！」

「陛下！　なりません！」

　朗清が味方に止められた直後、彩華を振ふり払った賊の足は、忍しのび寄っていた赤あか狐ぎつねの鋭えい利りな歯によって血を流した。

「うぁぁああ、痛いたた……っ、ぶふっ！」

　続いて、走り寄る勢いを殺さない元玄の体当たりで、痛みに叫さけんだ賊の両足は確かに地面を離れ、そのまま横よこ倒だおしになって転がる。

「な、何しやがる！　この女！」

「道に悖もとる行いをする己おのれにこそ行動を問いなさい！」

　彩華が叱責すると、摑つかみかかろうとした賊の新手は、脹ふくら脛はぎを仲丹に嚙かまれ、怯んだ瞬間、腕を叔灰に嚙みつかれて引きずり倒される。

「なんだこの毛玉の化け物！　おい、お前どういうことだ！」

　彩華が指示した瞬間を見ていた賊の一人が、剣を突き出して詰きつ問もんする。剣を防ぐ手段のない彩華が後ろに下がると、春霞宮から伸びる松の下に追い詰つめられてしまった。

　一度は彩華の強く真っ直すぐな視線に怯む賊だったが、剣を握り直して空いている手を伸ばそうとする。同時に、頭上に動く影かげがかかった。

　次の瞬間、迫る賊の頭に大おお蜥蜴とかげが降る。

「大人しくし──、ぅご……っ」

　首を大きく曲げて、賊は大蜥蜴の体重を支え切れず下した敷じきにされた。

「ぎゃ、ぎゃぁぁああ！」

　蜥蜴が苦手だったのか、近くで見ていた賊が心底から恐きよう怖ふした悲鳴を上げると、周囲の賊の目が彩華と大蜥蜴に集まった。

「そ、空から現れた！　そいつ、飛んできたぞ！」

「なんだと…………はっ、この姿……。りゅ、龍りゆうだ！　龍がいるぞ！」

「いえ、たぶん木登りしたまま落ちてきただけの大蜥蜴ですが……、大蜥蜴、そのままやっておしまいなさい」

　気を引き締しめた彩華が命じると同時に、大蜥蜴は下敷きにした賊を顧かえりみもせず、手近な賊へ向けて長い尻尾しつぽを振って殴おう打だを加える。

「い……っ、だぁぁああ！」

　脛すねを強打されて悶もだえる賊を気にせず、大蜥蜴はそのまま走り出した。大蜥蜴にさらに命令を下そうとした瞬間、今度は頭上から化け鳥ちようの叫びが轟とどろく。

　見れば、真ま孔く雀じやくと白孔雀が大きな羽を広げて松から飛び立った。そのまま滑かつ空くうすると、彩華の近くにいる賊の顔面に蹴け爪づめで襲いかかる。

　その姿を見て声を上げたのは、朗清を守る黒い鎧よろいの兵だった。

「おぉ、鳳ほう凰おうが助けに！　あの白いのも鳳凰か……っ？」

「いえ、ですからただの孔雀です。鳳凰などでは……いいえ。いっそ、この機に孔雀の真価を見せるのです。真孔雀、白孔雀！」

　朗清の兵からは喜びにも似た声が上がる中、真孔雀と白孔雀は化鳥の叫びと共に大きな翼つばさを広げると、次々に賊の顔を狙って襲いかかった。

「な、なんだ？　何が起きている！」

　口くち髭ひげを生やした文官風の男が説明を求めるが、切せつ迫ぱくした悲鳴が響き人々の目を集めた。

「助けてくれぇぇええ！　引きずり込まれるぅぅうう！」

「こ、こいつ、放しやがらねぇんだ！　恐ろしく怪かい力りきで……っ」

　見れば、地面に伏ふしたまま土を搔かく二人の賊が、水路に向かって引きずられている。その足元には、裾すそをしっかり嚙んだ江獺かわうそと大おお亀がめ。

　一人が助けるため屈かがむと、引きずられる賊の背中にいた鰐わに蜥蜴が伸ばされた指に向かって助走をつけて跳とぶ。寸前で気づいた賊は手を引いたものの、跳んだ鰐蜥蜴の直線状には、屈み込んだ股こ間かんがあった。

「あぁぁああぁぁああぁぁ！」

　悲痛な叫びから、鰐蜥蜴が容よう赦しやなく嚙みついたのは容易に想像がつく。

　その隙すきに、立てば人間の膝ひざより上に頭が来る江獺と、抱かかえることも難しそうな大亀は、大の大人を一人ずつ咥くわえて水路に消えた。目もく撃げきした者たちは無言で水音を聞く。

「へ……、へ…………っ、蛇へびだぁぁああ！」

　別のところから上がった叫びに目を向ければ、黒こく蛇だが人一人の腕を締め上げたまま這はいずっていた。近くの賊が助けようと囚とらわれた者を引っ張るが、全身筋肉の黒蛇は止まらない。

　珍獣たちが近づけば、賊は悲鳴を上げるか身を守るために避けるようになっている。中には剣けんを振る者もいるが、動きの読めない珍獣を相手に当てられない。

　目の前で行われる争いの音と気き迫はくに、思うように動けなくなっていた彩華は、賊を翻ほん弄ろうする珍獣を確かく認にんし、ようやく息を吐つけた。

「珍獣たちは大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫……。強い子たちだもの。…………だからっ」

　彩華は余計な力の抜ぬけた足を動かし、胸が痛いほどに心配な相手へと走り出した。

「陛下！」

　彩華の声に、兵に囲まれた朗清が目だけを動かし、続いて走り寄る彩華の姿に息を吞のんだ。

「来るなと言っただろう！」

　真っ直ぐに朗清だけを見て走る彩華は、剣を振る賊の姿が目に入っていなかった。

　朗清は襲ってくる賊を力任せに柄つかで殴なぐり、号令を発する。

「方円を開け！　こっちだ、来い！」

　円を描えがいていた陣じん形けいを崩くずし、兵は彩華のための道を作った。腕うでを伸ばす朗清へ向けて走る彩華の後を賊が追う。

　彩華を押し退のければ、朗清へと剣が届くのだ。

「飛べ！　恐おそれるな！」

「はい……！」

　彩華は走る勢いのまま地面を蹴ける。

　細い背中に伸ばしていた賊の腕は、宙を搔いた。

　彩華は朗清に腕を摑まれ、力強く引き寄せられる。

　胸に彩華を抱いだいた朗清の号令で、黒い鎧の兵はすぐさま陣形を立て直し賊に剣を向けた。

「陛下！　お怪け我がはございませんか？」

「全く、無茶をする！　最初に言うのがそれか？」

　叱しかるように言いつつ、朗清は何処どこか楽しげに目を細めた。

　そんな場合ではないのに、彩華は胸がむず痒がゆく、口が緩ゆるみそうになる。

　額の傷以外、朗清は大きな怪我をしている様子はなかった。

　朗清は彩華を守るように背後へ回すと、隙なく賊へと目を光らせる。

「本当に……、わからない、方だ…………」

「安世どの……っ」

　掠かすれた声に目を向けた彩華は、白い顔の安世を支えるように手を伸ばした。瞬間、手にはぬるい液体が触ふれる。

　安世の赤い背子でわかりにくかったが、足元には滴したたるほどの血が流れていた。

　失血を少しでも抑おさえようと、安世は無事な片手で腕を押さえているが、十分な止血とは言えない。朗清も兵も防ぼう御ぎよにかかりきりで、安世の手当てをする者がいなかったのだ。

「痛むと思いますが我が慢まん願います」

　言って、彩華は艶えん紅こう色しよくの帯をほどく。傷口を確かめて、肩かたのつけ根にある血管を圧あつ迫ぱくした。

「なんと……、本当に、元公主とは思えない、手つき…………」

「珍ちん獣じゆうが怪我をすることもございますので、慣れております」

　答えながら、彩華は安世の背子を脱ぬがせ、傷口自体を押さえるよう指示する。従いながらも、安世は珍獣、と納なつ得とくいかない様子で呟つぶやいた。

「あ、新手だ！　後ろにまた変なのが！」

「なんっなんだよ……もう！」

　さらに新手の珍獣が走り込む姿に、賊ぞくの中で泣き言が聞こえる。

　走り込む珍獣を確認した彩華は、周囲の剣戟に負けないよう声を上げた。

「獏ばく、止まってはいけません、あちらへお行きなさい！　山荒、離はなれすぎてはなりませんよ！」

　彩華の声に従い、猪いのししのように突とつ進しんする獏と共に、豪猪やまあらしの山荒は時折身を返しては、服の上からでも容赦なく針毛を刺さす。

「え……？　なんだ、あの女！」

「この世のものとは思えない奴やつらを操あやつってるぞ！」

　珍獣たちに向けられていた畏い怖ふの目が、彩華にも向けられるようになったが、当の彩華は新たに現れた穿せん山ざん甲こうと猫ねこ熊ぐまに気を取られていた。

「あなたたちはこちらへおいでなさい！」

　珍獣の特性を知っているからこそ、あまり足の速くない穿山甲と猫熊を呼び寄せる。

　人間でも追いつける速度で彩華に向かい始めた穿山甲の姿に、好機と見たのか賊の一人が引き摺ずる尻尾に手を伸のばした。

「痛……っ、は？　え、き、切れた、切れたぁあ！」

　途と端たんに、摑んだ者が悲鳴を上げて、血を流す手を周囲に見えるように掲かかげる。

　その間に賊の足元を走る猫熊は、芋いもも踏ふみ割る脚きやく力りよくで賊の足を踏んで回っていた。

「ぐぅあ！　……ち、小さいからって油断するな。こいつら、化け物だぞ！」

　賊が悲鳴を上げる中、今度は塀へいの上から猩しよう々じようと金きん絲し猴こう、日ひ避よけ猿ざるも現れる。

「おい、また新手が来たぞ！　目があって口があって、腕が長くて毛むくじゃらで！」

「今度はなんだ、あれはぁ！　恐ろしい化け物に違ちがいないぞ……！」

　もはや、ただの動物とは思わず、賊は見たこともない猩々たちの姿に戦せん々せん恐きよう々きようとなって及および腰ごしになり始める。よく見れば猿とわかるはずの猩々たちにまで、混乱の声を上げていた。

「何をしているか……っ。邪じや魔まなけだものなどどうでも良い！　狙ねらいは偽ぎ帝ていのみよ！」

　惑わく乱らんする手下に、口髭の男が怒いかりも露あらわな叫さけびを上げる。

　怒ど鳴なられ、朗清に切っ先を向け直す賊の姿に、彩華は慌あわてて猩々に命じた。

「そんな……！　猩々、陛下たちをお助けなさい！」

　答えるように猩々が吠ほえると、日避猿が飛び、兵の視線を攪かく乱らんする。

「うわ、なんか飛んで来たぞ！　こっちに来るな！」

「ぎゃ……！　あ、頭に何か攻こう撃げきされた！」

　金絲猴が身軽に賊の頭を跳んで移動すると、未知への恐きよう怖ふから浮うき足立つ者が次々と叫びを上げ、さらに混乱を広めていく。

　日避猿と金絲猴が、近くにいた星斗の背に着地した。動きを止めた珍獣の姿に、近くの賊はともかく剣を構える。

　突とつ如じよ現れた珍獣に賊が判断を迷っていると、その間に地面を走った猩々が、剣を握にぎる賊の腕を摑つかんで引きずり倒たおした。

「あぁいたたたたた……！　はな、放せぇぇええ！」

　人間に倍する握あく力りよくで腕を握られ、賊は痛みを訴うつたえながら剣を落とし悶もだえた。

　猩々が次の指示を仰あおぐように彩華を見る。口を引き結んだ彩華は、大きく頷うなずいて見せた。

「人を傷つけてはいけないと教えてきましたが、今日だけは別です。皆みな、存分におやりなさい！　陛下をお守りするのです！」

　腕を振ふって命じると、途端に珍獣たちは咆ほう哮こうを上げて賊を威い嚇かくする。

「お、お前か！　お前が操っているのか！」

　賊の中で彩華に気づいた者が、摺り足で距きよ離りを詰つめ兵越ごしに剣を突つき込んだ。

　珍獣たちに集中して、周囲への警けい戒かいが疎おろそかになってしまっていた彩華は声も出ない。

「俺の守る者を狙うとは、いい度胸だ！」

　戦いながらも案じていた朗清が、すぐさま突き込まれた剣けんを掬すくい上げるように払はらい除のける。なおも体勢を整えて彩華を狙おうとする賊に、横から容赦のない蹴りが見み舞まわれた。

「彩華さま！　大丈夫か？」

　駆かけつけた相真は、賊から剣を奪うばうと彩華を庇かばうように賊へ向けて構える。ただ、初めて見る顔に朗清の兵には警戒の色が浮かんだ。

　相真も顔を見られないためか、幅ふつ巾きんを目ま深ぶかに被かぶっている。

「大だい丈じよう夫ぶです！　春霞宮を手伝う者なのです。相真、怪我は？」

「それ言われるのは、彩華さまだろ。無茶するなよな。本当は逃にげてほしいけど、そうも言ってられない。季き皓こうと顕けん曠こうまで出ちまった！」

「た、大変……！　こちらへ来ているの？」

　頷く相真は、迫せまる賊を慣れた剣捌さばきで退けると、大門に続く道を指した。春霞宮の壁かべ沿いの道には、すでに季皓と顕曠の姿がある。

　季皓は穢けがれのない白い体毛に、厳げん粛しゆくな黒い縞しま模様が入り、瞳ひとみは凍いてつく青灰色の白びやつ虎こだ。顕曠は金色の体毛に、赤みを帯びた棚たな引びく鬣たてがみを持ち、瞳までもが金に輝かがやく獅し子しだった。

　彩華が珍獣を操っている姿に畏怖していた賊たちも、彩華の視線の先を追って、凍こおりつく。

　幾いくつもの視線に晒さらされる中、何故なぜか上じよう機き嫌げんに甲かん高だかい声で鳴きながら走る恵中の後ろで、二頭の大型肉にく食しよく獣じゆうが咆哮を轟とどろかせた。

[image: ]

　突如現れた白虎と獅子の姿に、人間は誰だれも本能的な命の危険を感じて動きを止めてしまう。

「季皓、顕曠、それに恵中！」

　彩華の声に反応して三匹びきの珍獣は一度目を向けるが、元玄が吠え立てると、途端に白虎と獅子は賊に向かって牙きばを剝むき走り出した。

「い、いけません！　殺してはなりませんよ！」

　彩華の警告に白虎と獅子の耳だけが動く。

　止まりはしなかったものの、白虎と獅子は左右片方ずつ前足を横に振ると、爪つめを出さずに太い腕うでで薙なぎ払った。

　そんな手て抜ぬき攻撃でも、やられた賊は左右に飛び、周りの賊を巻き込んで地面に激げき突とつする。

　また皆みな無言となって静せい寂じやくが降りるが、その後には恐怖を含ふくんだ悲鳴が迸ほとばしった。

「ひぃぃいい、く、食われる！　逃げろぉお！」

「あの女、普ふ通つうじゃないぞ！　虎とらを操りやがった！」

「な……っ、に、逃げるな！　逃げるなら報ほう酬しゆうはなしだぞ！」

「莫ば迦か言うな！　あんなの聞いてねぇよ！」

「あんな化け物どもと戦うなんて、命が幾つあっても足りない！」

「待て、戦わんか！　化け物ではなく、偽帝を誅ちゆうすのだ！」

　逃げる手下に口角泡あわを飛ばす口くち髭ひげの男だが、従う者はほとんどいない。どころか、白虎と獅子の登場に、朗清の兵たちも及び腰になっている。

　ただ賊と違うのは、朗清を守ろうと動きはしないこと。

「やばい、やばい、やばい、やばい……！」

「おい、どうしたんだ？」

「とんでもないもん見ちまった！　おい、みんなに報しらせろ！」

　遠目に見ていた周辺住民さえ、大声を上げて猛もう獣じゆうたちから逃げ始めた。

　珍獣に賊が蹴け散ちらされる中、朗清は威嚇の咆哮を上げる猛獣に目を向けて彩華へ問う。

「……鎮しずめられるか？　俺たちは何をすればいい？」

　真っ直すぐに向けられた朗清の目には、彩華に対する信しん頼らいがあった。彩華ならば珍ちん獣じゆうを御ぎよせると信じる朗清の思いに触ふれ、彩華は込み上げる高ぶりのまま返事をする。

「っ……お任せください。その間、動かないようお願いします！」

　言うや、彩華は兵の中から抜ぬけ出し、勢い込んで笛を吹ふく。帯に吊つるしていた指ほどの大きさがある笛からは、人間には聞き取りにくい微び音おんしか生じないが、珍獣たちは耳を震ふるわせた。

「元玄、仲丹、叔灰！　弟たちを止めるのです！」

　凜りんと命じる彩華の声に犬たちが走る。興奮して牙を剝きだす白虎と獅子の周囲を走り、しきりに鳴き交かわした。

　彩華は白虎と獅子が犬たちに意識を向けたことを確かく認にんして、次の指示を出す。

「戻もどりなさい。こちらへ！」

　笛を吹いて春霞宮から伸びる松の下へ行き足元を指すと、犬たちが駆け寄り、その後ろに白虎と獅子も続く。兄弟のように育てたことで、猛獣も犬たちを模も範はんとして彩華の指示に従うよう躾しつけてあったのだ。

「さぁ、いい子ですね。座りなさい。……相真、馬たちを」

「わかった。星斗！」

　相真が指笛を鳴らすと、星斗が駆け寄ってくる。応じて、廏うまやの珍獣たちも一いつ緒しよに駆けてきて、元玄たちを挟はさんで猛獣の近くに立った。

　自身よりも大きな動物がいれば、白虎も獅子も無む闇やみには暴れない。相真と頷き合った彩華は、他ほかの珍獣への対処のため宙に腕を伸のばした。すると、待っていたかのように舞まい降りる、鮮あざやかな緑色の鸚哥いんこ。

「さぁ、お願いしますね。皆を止めるのです」

　彩華が元玄たちから離はなれて言うと、鸚哥は考えるように首を横に傾かしげる。その間に、彩華の足元に寄ってきた猫ねこ熊ぐまが立ち上がっていた。

「ほら、雷かみなりです」

　彩華が促うながした瞬しゆん間かん、雷らい鳴めいの音が鸚哥の口から発される。あまりに良くできた声真似まねに、誰もが雲のない秋晴れの空を見上げて困こん惑わくした。

「噓うそだろ……！　雷の音が確かに…………？」

「……やっぱり、雷獣なんだ…………」

　賊ぞくと兵の声が重なる中、気ままに歩いていた珍獣も本能を刺し激げきする轟ごう音おんに動きを止める。

「彩華さま！　遅おそくなりました！」

　折良く縄なわや餌えさを手に老人たちが駆けつけ、彩華は珍獣に目を走らせ優先順位を決めた。

「老趙は馬と元玄たちを春霞宮に戻して！　他の者は大おお蜥蜴とかげと孔く雀じやくが喧けん嘩かしない内に！」

　珍獣たちに恐おそれをなした賊はすでに逃げ出している。逃げ遅おくれた者も、足を摺すりながら距離を取ろうと必死になっており、珍獣に害が及ぶことはないだろう。

　彩華は珍獣の捕ほ獲かくは任せて、今一度朗清の下もとへ足を向けた。

　賊の半数は珍獣に恐れをなして逃げたが、朗清を挟んだ半数の賊はまだ兵と剣けんを交えている。

　近づく彩華に気づいた賊は、喉のどを攣つらせて言った。

「うわ、こっちに来たぞ……っ」

　彩華の接近に、まるで珍獣相手のように足を摺って距離を取ろうとする。

　賊自らが道を空けたため、彩華の歩みを邪じや魔まする者はいなくなった。

「何をしている、殺せ！　これは世を正す義挙である！」

　怯ひるむ賊に口髭の男が怒ど号ごうを上げた。まだ残る珍獣で加勢しようかと首を巡めぐらせる彩華に、朗清は揺ゆるぎない声で命じた。

「案ずるな。そこで見ていろ」

「は、はい！」

　彩華は胸の前で手を組み合わせて頷く。まるで彩華の返事が合図であったかのように、朗清たちと賊の戦せん闘とうが再開された。

　残った賊は数が同じでも、質が違ちがうようだ。朗清を守るのは精兵。傷を負いながらも、着実に賊を切り伏ふせていく。

「地力はこちらが上だ、逃がすな！　魚ぎよ[image: 鱗]りんの陣じんを敷しけ。必ず捕とらえるぞ！」

　朗清は配下を鼓こ舞ぶすると、自らも剣を振ふって首しゆ謀ぼう者である口髭の男に向かい敵を押す。

　陣形の後ろへ回り込もうとする賊もいるが、朗清の剣の前には数の有利がなければ歯が立たない様子だった。

「く……っ、せっかくの好機だったというのに！」

　悔くやしげに吐はき捨てる口髭の男に、朗清は目の前の賊を切り伏せながら答える。

「好機だと？　己おのれの才覚をよく考えてから行動に移るべきだったな」

「偽ぎ帝てい如ごときが、わしを軽かろんじるか！」

　赫かく怒どする口髭の男に、朗清は苛か烈れつな視線を向けた。

「その傲ごう慢まんが、そもそもの間違いだと、何故気づかない……！　お前には敬われるほどの何がある、何を成した、誰を救ったと言うのだ？」

「ひ……っ。武力以外によりどころのない粗そ暴ぼう者が、わかったようなことを」

　朗清に睨にらまれ震えあがる口髭の男は、逃げ腰ごしになっていても負け惜おしみのように吐き捨てる。

　そんな口髭の男の動きに、残った賊は逃とう走そうの構えを見せた。

「この簒さん奪だつ者めが！　きっと天はお主の非道を許しはせぬぞ。正しき皇帝の血筋にいずれ帝位は戻る。その時、お主には偽帝として相応ふさわしい罰ばつが下ろう！」

　最後の抵てい抗こうとばかりに、後退を始めながら罵ののしる口髭の男。

　すぐさま安世が兵の間から言い返そうとするが、近くの朗清によって抑おさえ込まれた。遠目から見る彩華にも、安世の顔色が悪いままであることがわかる。

「人情も知らぬ非情の男め！　血ち塗ぬられたその手で、いずれ民たみをも殺すだろう。この都にまで戦火を広げる血に飢うえたけだものめが！」

「お前の言う人情は、賄賂わいろをやり取りして法を曲げることか。自分の手を汚よごさないだけで、一体どれだけの血を流させた？　戦場に身を置いたのは事実。罵りたければ罵れ。俺はこの国を救うためなら何処どこまでも突つき進む！　救える命があるのなら、何処までもな！」

　剣のように鋭するどい眼光で、朗清は口髭の男に啖たん呵かを切った。

「黙だまれ！　貴様が余計なことをしなければ、全すべて上手うまくいっていたのだ。下の者が上の者を敬うことの何が悪い。古くからの習いを軽んじるか。戦う以外能もないくせに、天子にお仕えするこのわしを侮あなどるな！」

　朗清の挑ちよう発はつに乗って地じ団だん駄だを踏ふむ口髭の男だが、朗清の指し摘てきしたことを否定はしない。

「お前が賄賂を毟むしり取ることで、俺の故国に貧困に喘あえいだ民が流入してきて悪事をなした。だから根本から民が悪事に走らないよう、賄賂を行う酷こく吏りを廃はいした。こちらこそ、何が悪いと言いたい、な！」

　賊を自ら倒たおしながら、朗清は口髭の男との距きよ離りを詰つめる。

　話に乗っているのは逃にがさないためだった。

「皇帝を偽いつわる大罪人が、偉えらそうに！　殺せ、殺した者には一生遊んで暮らせるだけの褒ほう賞しようをくれてやる！」

　雇やとい主を逃がそうとする賊に喚わめき散らす口くち髭ひげの男がどういう人物か、さすがに彩華にもわかった。ただの私し怨えん、しかも己の悪行を棚たなに上げて、朗清を批判して殺そうとしているのだ。

　私利私欲のため、誰だれも救わない自尊心のため、思い違った傲慢のために、朗清を亡なき者にしようとしている。ようやく事態の根底が見えた彩華は、体中の血が沸ふつ騰とうするような感覚を覚えて、胸の内が口を衝ついて出た。

「偽りがあるのはどちらですか……っ。いやしくも天子に仕えると言うのなら、己の欲こそ律しなさい！　陛下は数ならぬ身の私にさえ目を向けてくださる、お優やさしい方だというのに！」

「な……！　待て、危険だ！」

　朗清は慌あわてて制止の声を上げたが、彩華の耳には届かない。

　彩華は抜き身の剣を持つ口髭の男に向けて言い募つのった。

「情を知らないなどとは言わせません。陛下の恩情にて生きるあなたや私こそ、その証あかしでしょう。国を傾かたむけた責を負うべき人間がこうしていられるのも、陛下の慈じ悲ひ深き配はい慮りよに他ならないではありませんか。陛下のお志こそ、憂ゆう国こくの情より発した博愛仁慈の正しき為い政せい者の姿です！」

　救える命は救うと言った朗清は、そのとおり悪政を行った葉氏までも救う道を選んだのだ。

　だからこそ、彩華も士倫も叔父おじである先帝も今を生きている。

　同情でも、憎にくむべき葉氏である彩華を思い、珍ちん獣じゆうを思い、春霞宮の存続さえ考えてくれた。

　そんな朗清を血に飢えたけだものなどと罵る口髭の男に、彩華は怒いかりの目を向ける。

「お優しいのに、どうして陛下が怖こわい顔ばかりなさっているのかと思えば……っ。国のため、民のために苦心なさるだけではなかったのですね。…………陛下の笑え顔がおには、温かな人ひと柄がらが滲にじみ出るのです。陛下の笑みを見たことがあるのなら、非情などとは言えないはずです！　殺せば全てが解決するだなんて乱暴な考えをするあなたのような方がいるから、陛下は難しい顔ばかりで、易やす々やすとは笑えなくなっていらっしゃるではありませんか！」

　彩華の叱しつ責せきに、口髭の男は上手くことが運ばない焦あせりと苛いら立だちの捌はけ口を定めた。

　武器を持ち、兵に囲まれた朗清よりも、丸腰で立つ彩華のほうが容易たやすいと。

「……わしの顔も知らない下等な人間が、偉そうな口を…………！　だいたい、お前は何者だ。お前さえいなければ上手くいったものを！」

　唾つばを飛ばして怒ど鳴なる口髭の男は、今まで使わなかった剣を手に彩華へ襲おそいかかる。

　埒らち外がいの行動に、逃げようとしていた賊も対応できない。彩華も恐きよう怖ふに動けず身を竦すくめた。

「彩華……！」

　横から抱だき込まれた彩華の代わりに、口髭の男の剣を白はく刃じんが受け止める。

　硬こう質しつな音を立てて剣が打ち合うと、残ざん響きようを搔かき消す失笑が彩華の頭上から漏もらされた。

「公主の顔も知らないで、言うことではないな」

　呆あきれを含ふくんだ朗清の声。見上げた彩華は、いつかの廏うまやと同じように、肩かたを抱き寄せられ、朗清の胸に身を預ける姿勢となっていた。

「何を……っ」

　対処の追いつかない口髭の男に、朗清は手首を返し、剣の軌き道どうを完全に彩華から逸そらす。

「この者を傷つけることは、許さん！」

　言うと同時に、朗清は過あやまたず得物を握にぎる指を斬きる。口髭の男は反射的に腕うでを引いた。

「それと、これは安世の分だ」

　朗清は彩華を庇かばうように抱いたまま、半はん端ぱに上がった口髭の男の腕を斬りつける。安世が負った傷と同じように斬られた口髭の文官は、情けない悲鳴を上げて剣を取り落とした。

「お前が苦しめた民の分はいずれ、正しく罰を下す。大人しく沙さ汰たを待て」

　何処か苛立ちを含んだ冷れい徹てつな声で、朗清は痛みに狼狽うろたえる口髭の男を突き飛ばす。

　その間に、残りの賊ぞくを兵が制圧しており、口髭の男は朗清の兵の足あし下もとに倒れ込んで、首に剣けんを突つきつけられた。

「天から罰が下る時があるなら、それは人の身では抗あらがいようもないだろう。だが、俺は生きている限りこの国のため、民のために成せることを成すのみだ」

　朗清は強く言い切る言葉と同じように、強く彩華を腕に抱いた。

　争う音が収まり、彩華は細く息を吐きだす。そうして体を動かすと、羞しゆう恥ち心を思い出した。

「あ……、へ、へい、へ、いか…………」

　朗清を見上げた彩華は、いつにない体の近さを意識して、さらに思考が飽ほう和わする。強こわ張ばった舌は思うように動かず、顔には瞬またたく間に熱が集まった。

　何より彩華を狼ろう狽ばいさせたのは、助けられる直前に聞いた己の字あざな。朗清に字を呼ばれたという恥はずかしさで、頭が沸騰しそうだと危あやぶんだ途と端たん、弾はじけるような歓かん声せいが辺りを包んだ。

「な、何ごとですか？」

　驚おどろいて辺りを見ると、いつの間にか民衆が広場を囲むように集まっている。目を見開き口々に叫さけぶ民衆は、うるさいほど手を打ち鳴らしていた。

　その姿は、喝かつ采さい。

　あまりのことに怯おびえ、彩華は思わず朗清に身を寄せる。

「すごい、すごい……！　瑞ずい獣じゆうさまが現れた！」

「おい、瑞獣さまってのはなんのことだ？　何処にいる」

「あのお方を守るために、瑞獣が戦ったんだ！　そこの離り宮きゆうに連れて行かれるのを見たぞ！」

　朗清への喝采の合間に、彩華の存在に目を留める者たちもいる。

「ありゃ、噂うわさに聞く廃はい園えんに住まう公主さまじゃないか？　あの傷いたんだ離宮のさ」

「あぁ、聞いたことがあるぞ。獣を慈いつくしみ愛する公主さまだ。まさか瑞獣って……」

「し、新帝は…………、瑞獣に守護されたお方だったんだ……！」

「…………え……？」

　驚きの声は彩華と朗清の口から同時に零こぼれ落ちる。

「吉きつ兆ちようが現れたなら、暮らしも良くなるわよね！」

「もちろん、天子が加護を受けるなら、瑞獣の恩おん恵けいが民にもあるはずさ！」

　明るい期待に目を輝かがやかせる民衆は、喝采をやめない。

「陛下……、陛下…………！」

　兵に身を支えられながら、安世が朗清を呼び、何やら身み振ぶり手振りで要よう請せいする。意図を察した朗清は、迷うように彩華を見下ろし、ついで気持ちを切り替かえるように、一度目を閉じた。

　その仕草を以前にも見ている。彩華が予期したとおり、瞼まぶたを開いた朗清は、皇こう帝ていの顔になって民衆を見み渡わたした。

「……出会った時とは、違ちがう。だが、俺にも変えられない信念がある。…………先に謝っておく、すまない」

　視線に民衆が気づくと、朗清は彩華を抱いていないほうの手を上げる。

　すると、皇帝の動きを認めて、民衆は押し黙った。

「聞け、藍陽の民たみよ！　今この国は危難の時を迎むかえている。だが天は我らを見捨てない。今、宗室の姓せいは易かわり天命は改められた。ここから、かつての繁はん栄えいは必ず取り戻もどせる。どれだけの艱かん難なん辛しん苦くがあろうと、その日まで、戦うことを約束しよう。戦い、そして民を守ることを。その誓ちかいの証が、そなたらが見た瑞獣である！」

　朗清は宣言すると共に、高々と拳こぶしを掲かかげる。すると、最初に集まっていた民衆の声に引かれて増えた聴ちよう衆しゆうが、先ほどの喝采を超こえる大だい音おん声じようで朗清を新帝として讃たたえた。

　興奮した声に晒さらされ、体が震ふるえるようだ。彩華は耳鳴りと共にまた思考が飽和する。押し寄せるような人々の声と熱気に当てられ、掠かすれた声で間の抜ぬけた問いを向けてしまった。

「ど、どういうことでございましょう？」

「……言い訳はしない。…………まずは移動しよう」

　彩華を見下ろし、朗清は皇帝の顔から春霞宮でよく見るようになった素すの表情に変わる。申し訳なさそうにしながらも、己おのれを律するように眉まゆに力を入れる様子に、彩華は朗清を困らせたくない一心で、最後の言葉だけを何とか捉とらえて頷うなずいた。

「は、はい、あら？　…………足に、力が……」

　今さらながらに恐怖が襲ったのか、民衆の声に気け圧おされたのか、彩華は足が震え、朗清に縋すがらなければ立っていられない状態に陥おちいっていた。

「……こうして見世物になるのも不本意だろう。離宮も近い。少々の無礼は許してくれ」

　言うや、朗清は彩華の膝ひざ裏うらに手を入れて、軽々と抱きかかえてしまう。さらにはそのまま春霞宮の大門へと歩き出し、寄って来た兵に息も乱さず指示を与あたえ始めた。

「離宮から縄なわを貰もらって賊を捕ほ縛ばくしろ。安世の手当ても離宮でさせてもらおう。いいか？」

　朗清の腕の中で、彩華は熱に浮かされたように、ただ頷くことしかできなかった。
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　思わぬ民衆の評価に固まる彩華と朗清を守るため、兵は民の突とつ然ぜんの動きに周囲を警けい戒かいする。

「珍獣から逃にげ出した者もいるので、正しい判断ですね」

「は……！」

　息を吞のむ旧臣に、士倫は口を噤つぐむよう手振りで示す。

「逃げるなら、注意が逸れている今だと思うのですが？」

「おぉ……っ」

　口くち髭ひげごと震わせ喜色を露あらわにした旧臣は、右みぎ腕うでを庇って士倫と共に路地裏へと急いだ。

「は、はは……。誰だれも気づいておらぬわ。さすがは士倫さま。お助けいただき感謝しますぞ」

　朗清に対する侮ぶ蔑べつを表情に浮かべて、思い出したように士倫へのおべっかをつけ加える旧臣。士倫は普ふ段だんと変わらぬ笑えみを浮かべて首を傾かしげた。

「どうして僕が、あなたなんかを助けると思うのですか？」

「え……？　いえ、今こうして──」

　困こん惑わくする旧臣を無視して、士倫は隠かくれた見張りへと命じた。

「この醜みにくい愚おろか者を連れて行け」

「は、承うけたまわりました」

　背後から旧臣の口を塞ふさぐ見張りに、訳がわからない様子で旧臣は呻うめく。

「うるさいですね。この期ごに及およんで余計なことを喋しやべらないでください。もうあなたはいりません。……邪じや魔まにならない辺りで口を封ふうじろ」

　淡たん々たんと命じれば、見張りもなんの感情も浮かべずに応じる。

　あまりに温度のないやり取りに、旧臣は遅おくれて意味を理解し、顔面蒼そう白はくとなった。

　旧臣は必死の抵てい抗こうを試みて暴れるが、肉体労働を主とする見張りの拘こう束そくが緩ゆるむことはない。暗殺者も兼かねる見張りに抱かかえられ、旧臣は路地の奥へと引き摺ずられ始める。

　懇こん願がんするように見つめる旧臣に、士倫は変わらぬ笑顔を見せた。

「これで少しは他ほかの旧臣も操あやつりやすくなります。僕の策さく謀ぼうから外れる愚か者には死が待っていると知るでしょうから。最期に少しは役に立ってくれて良かった」

　命の危機に、旧臣は恐きよう怖ふで瞳ひとみを潤うるませる。

　その泣き顔では彩華相手のようには心動かされないことを知り、士倫は考え込む。すでに路地の奥に消えた旧臣のことなど眼中にない。

　不意に、手を動かした途端、袖そでから落ちる白黒の針毛。慌あわてて持ってきてしまった物を屈かがんで拾おうとした途端、士倫は背後に迫せまる足音を捉えた。

「おい、あんた、あ……、じゃなくて、従兄いとこさま」

　振ふり返ると相真が辺りに険しい視線を走らせている。

「先ほど、口髭の生えた賊の頭目と一いつ緒しよにおられたと思いますが。奴やつは何処どこに？」

　士倫は見られていた事実に、内心で相真も始末すべきかを算段する。ふと手に持つ針毛の感かん触しよくを確かめて、弱々しい笑みを浮かべてみせた。

「……え、えぇ。いきなり首元に何かを突つきつけられて、体を支えろと、こちらまで。その後は、僕を押しのけてあちらに走って行かれました」

　士倫が見張りに引き摺られて行ったほうを指すと、相真は疑わしげに一いち瞥べつを向ける。

「……ぐぁえ…………っ」

　潰つぶれたような呻きを捉え、相真はすぐさま走り出す。士倫が続いて路地の奥へ駆かけつけると、そこには地面に大の字に倒たおれた旧臣の死体が転がっていた。

「な……！　おい、どうした！」

　相真と共に近寄る士倫は、旧臣の脇わきに座り込んで息を確かめるふりで身を屈める。

「まだ温かいが、死んでる。首をひと搔かきか」

　相真がそう確かめる間に、死体の手に白黒の特とく徴ちよう的な針毛を持たせた。

「どうやら、僕の首に突きつけたのはこれだったようですね」

　今見つけたようなふりをして、士倫は相真に旧臣が持っているものを確かめさせる。春霞宮で珍ちん獣じゆうの世話をする相真は、すぐにそれが豪猪やまあらしの針毛であることを視し認にんした。

　顔を強張らせる相真に、士倫は微笑ほほえみそうになる口元に力を入れて沈ちん痛つうな表情を繕つくろう。

　見張りは士倫が選んだ者だ。無能が集まった旧臣と違って、使えるだけの判断能力がある。

　まだ近くにいた見張りは、士倫と相真の会話を聞いて、この場で証人を作るため旧臣をわかりやすく殺したのだろう。士倫が、旧臣の死に関かかわっていないと印象づけるために。

「……このことは陛下に報告しなければいけないのでしょうが、僕はここにいては何かと問題がある身でして…………」

「いや、それは俺もなんですが……」

　含がん意いを持って言う士倫に、相真も心底ばつが悪そうに返した。偽いつわりの見受けられない相真に、士倫は思わず聞き返す。

「おや、何故なぜですか？」

「いや、それは……。て、って言うか、ですね！　あなたもどうして陛下がいらっしゃる直前に現れたんですか？」

「先日いただいた豪猪の針毛に彫ちよう刻こくしようとしたのですが、思いの外脆もろく上手くいかなかったので、新たにもらえないかと。いただくだけならすぐなので、急いで訪ねました」

　士倫は淀よどみなくそれらしい噓うそを吐つく。

「本気か？　……いや、この人ならそんな理由でやりかねない気も…………」

　相真は疑いの目を向けるが、士倫ならしそうだと心が納なつ得とくしてしまったために、追つい及きゆうの言葉が出ないようだ。

　相真は、諦あきらめた様子で会話を切り上げにかかる。

「ともかく、兵にはこのこと言っておきます。面めん倒どうだから、従兄さまのことは言いません」

　そう答えながら、相真は旧臣の手にある針毛を回収する。賊ぞくの頭目と春霞宮の関わりを疑わせる物品の回収と共に、彩華が心痛めることを防ごうというのだろう。士倫のことを他言しないのは、針毛のことも他言無用という取引だ。

「そうですか。それは感謝せねばなりませんね」

「いえ、感謝はいいです。その代わり……」
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　一度言葉を切った相真の目が変わる。

「彩華さまをこれ以上変なことに巻き込まないでください。あの方を悲しませるような真似まねをするなら、お覚かく悟ごを」

　元から凜り々りしい顔が、肉にく食しよく獣じゆうを思わせる冷れい徹てつな獰どう猛もうさを孕はらんでいる。士倫はその顔を凝ぎよう視しして、思わず言った。

「……相真と言いましたね。あなた、僕に仕える気はありませんか？　もちろん、今までどおり彩華どのの手伝いをしていいですし、今の身分を保っていて構いません。表向きは今のままで、僕と一緒に──」

「ちょ、ちょっと待ってください。なんでそうなるんですか！　嫌いやですよ！」

　心底嫌そうに言って立ち上がる相真に、士倫はさらに勧かん誘ゆうを口にしようとするが、すぐさま踵きびすを返される。

「お、俺は兵に報しらせに行きますから、後は勝手に消えててください……っ」

　相真はそれだけ言い残すと、逃げるように路地を去ってしまった。

「……もう一人くらい腕のいい暗殺者が欲しかったんですが」

　残念、と唇くちびるだけを動かして士倫は呟つぶやいた。

　死体に背を向け、士倫は路地裏から広場へと一度視線を投げる。

　朗清と彩華の姿は見えないが、まだ民衆による喝かつ采さいは続いていた。

　そうして征せい服ふく者である朗清に恐きよう々きようとしていた民衆が、掌てのひらを返して喝采する姿は滑こつ稽けいでもあり、劇的な変化でもある。

「今回は、瑞ずい獣じゆうの加護を謳うたう利点を、確認できたと思っておきましょう」

　そう呟きながら士倫は内心、彩華を手の内に収める方策を考え始めていた。

　すでに人慣れしていない彩華には優やさしい従兄としての顔を印象づけている。相真や老人の一部には警戒されているが、彩華への忠誠心を思えば、落とすべきは彩華一人だ。

　彩華の心を得られれば、春霞宮に住まう者は丸ごと手にできると思っていいだろう。

「さて、春霞宮はまるで宝の山ですね。価値のわからない者に荒あらされるのは惜おしすぎる」

　士倫は一人、策謀に染まった笑みを浮うかべると、歓かん呼この声に背を向け、静かにその場を去っていった。
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　宮城の後宮は手入れこそされているが、広い敷しき地ちに聞こえるのは風に揺ゆれる草木の囀さえずりのみ。

　水上に渡わたされた石造りの亭てい子しで、彩華は一人、幾いく重えにも敷しき布ふが重ねられた造りつけの座で人を待っていた。

　身に纏まとうのは紅色の濃のう淡たんを合わせた半はん臂ぴと上じよう衣い、緑青の下か裳もに淡あわい色の囲い裳もを重ねている。

「風が冷たいですね」

　風向きが変わり、彩華は髪かみを押さえて水気を孕んだ涼りよう風ふうに耐たえると、漂ただよう香かおりに花を探した。

「まぁ……。見事な金きん桂けいと丹たん桂けい。いい匂におい」

　風に散る淡たん黄こう色しよくと橙とう黄こう色しよくの小さな花を見ていた彩華は、水上の亭子に続く石橋を渡る足音に気づく。見れば、冕べん服ぷくを纏う朗清が威い風ふう堂どう々どうと歩み寄っていた。

「待たせて悪かった」

「勿もつ体たいないお言葉です。こちらこそ、お招きありがとうございます」

　座を降りて拱きよう手しゆしようとする彩華を片手で止め、朗清は供も連れず亭子へと入って来た。

「花の季節らしいと聞いてな、室内よりもいいかと思ったのだが。時間潰つぶしになったか？」

「はい、とても素す敵てきな庭園でございますね」

「俺も花の季節と言われて初めて見て回ったが、ここからの景色が一番いいと思ったんだ」

　言いながら、朗清は当たり前のように彩華の隣となりに座り、亭子から水を隔へだてて見える景色を堪たん能のうし始める。

　あまりの近さに彩華は息も忘れて胸中で叫さけんだ。久しぶりの再会に緊きん張ちようしていたこともあり、熱くなる顔を朗清に気づかれないよう扇あおぐ。

　朗清は襲おそわれた日以来、春霞宮にも来ていない。首しゆ謀ぼう者の口くち髭ひげの旧臣が不可解な死を遂とげたこともあり、後始末だけでも大変そうだというのは想像がついた。

　そんな中、宮城からの使者が現れ、朗清の名で招かれて今日に至る。

　珍獣を逃にがしたことに対するお咎とがめではないと胸むねを撫なで下ろしたものの、招待の名目は過日の礼だという。

「この間のことで、さすがに死人が出る事態が恐おそろしかったのだろう。旧臣が大人しくなって、な。今やれる政策をやろうと色々と忙いそがしくなっているんだ」

「存じております。──まだ、あの方を亡なき者にした犯人は、わかっていないのでしょうか？」

　彩華の問いに、朗清は難しい顔で頷うなずいた。

　朗清襲しゆう撃げきは、口髭を蓄たくわえた旧臣の一人が私し怨えんによって起こした暴挙だ。喝采する民衆に目を奪うばわれた隙すきに逃げ出しており、次に見つかった時には、すでにこと切れていた。

「その件も気になるが、この機会を逃のがせない。このまま都が落ち着くよう全力を尽つくす。民たみを救うためにも、今できることは全すべてやってしまいたいところだ」

　礼の意味はわからない彩華だったが、朗清が目を生き生きと輝かがやかせる姿に微び笑しようが浮かんだ。

　朗清は喝采する民衆に宣言したとおり、国を救うために戦い、戦いに挑いどむことを恐れるどころか、戦えることを励はげみとして国の安あん寧ねいのために邁まい進しんしようとしている。

　そんな姿に、彩華は胸が熱くなる想おもいと、面おもてに出してはいけないという自制の狭はざ間まで顔を袖そでに隠かくした。

「……すまない、つまらない話を」

「いえ、国を思うお言葉を謝られる必要はございません。一人の民として、嬉うれしく思います」

「そ、そうか……」

　すぐさま顔を上げて否定すれば、朗清は目を眇すがめるようにして笑う。

　その顔は彩華も初めて見る表情で、何処どこか照れているようにも見えた。

　朗清を見る度たびに脈が速くなる。

　彩華は許してくれる優しさに甘えては駄だ目めだと、自制のために胸を押さえた。

　それでも、朗清が笑うさまは無理をしているようでもなく、嫌きらわれてはいないのではないかと希望に縋すがりたくなる。

「遅おそくなったが、改めて礼を言う。あの時は助かった。珍ちん獣じゆうたちの助けがなければ死んでいたかもしれない」

　死を予期するほどの窮きゆう状じようだったのかと、彩華は息を詰つめた。

　朗清を待つ間、彩華は後宮の庭園を独り占じめにできた上に、香り高い茶も菓か子しも一人では食べきれないほど用意されている。

　これだけ歓かん待たいされる謂いわれはないと恐きよう縮しゆくしていたのだが、彩華が気づいていなかっただけで朗清にとっても瀬せ戸と際ぎわだったらしい。

「そんな……。陛下なら、ご自身で切り抜ぬけられたのでは？」

「いや、あそこで軽傷で済んだのは、やはり珍獣が半数まで減らしてくれたからだ。死なずとも、逃げ帰ったとなれば旧臣を勢いづかせることになっていた」

　政治的にも死ぬかもしれない局面だったと言われ、彩華は深刻な朗清の顔を改めて見る。

「そう、だったのですか……。お力になれて良うございました。──そう言えば、安世どのの容体は如何いかがでしょう？」

　いつも朗清の側そばに控ひかえている安世の姿はない。

　後宮の中であるため、管かん轄かつ外の黒い鎧よろいの兵もいなかった。

「そうだ、それも礼を言いたかったのだ。安世も離り宮きゆうですぐ手当てができたから良かった。腕の内側を斬きられていて、出血がひどかったからな……」

　安世は、春霞宮に担かつぎ込むと気絶した。意識を保てなくなるほど、失血していたのだ。

　それほどの傷でも、朗清が安全になるまで耐えた安世に、彩華は感かん嘆たんの息を吐ついた。

「安世どのも、お強いのですね」

「そうだな」

　朗清は誇ほこらしげに微笑ほほえむ。その瞳ひとみには、確かな信しん頼らいがあった。

　そんな目で朗清に見てもらえる安世が羨うらやましいという思いが、彩華の胸中に過よぎる。

「そうだ、礼の前に、安世の非礼も詫わびなければいけなかったな。葉氏とは言え、関かかわりのない者を一方的に責めるのは──」

　彩華は胸中の思いに意識が向いてしまい、慌あわてて朗清の謝罪を止めた。

「いいえ、陛下が謝罪なさる必要はございません。安世どのが仰おつしやったように私の至らなさもございます。それに心身の疲ひ労ろうで攻こう撃げき的になるのは珍獣も同じですから。怒おこるのではなく、慈いつくしんで休ませて元気にさせなければ」

　安世に怒ってはいない。

　そう伝えようと考えず言葉を並べた彩華は、朗清が突とつ然ぜん口を片手で覆おおったことに驚おどろく。

　彩華が瞬まばたく間に、朗清は肩かたを震ふるわせると、堪たまらず噴ふき出した。

「ふ、はは……っ。公主にとって、安世は珍獣と同じか？」

「え…………？　いえ、そのような……っ、あ」

「……どうした」

　不意に気づいて声を上げる彩華に、笑っていた朗清は異変を察すると真ま面じ目めに問う。

「…………もう、彩華とは呼んでくださらないのでしょうか？」

　思わず聞いた彩華は、次の瞬しゆん間かん、赤くなって身を引く。

「わ、弁わきまえのないことを申しました。お忘れください」

「あぁ……、あの時の、聞こえていたのか…………」

　何処かばつが悪そうに朗清は呟つぶやく。

　彩華が上目に窺うかがうと、口を覆ったまま視線を泳がせる朗清の耳が、赤くなっている気がした。

「馴なれ馴れしくはないだろうか？　俺に呼ばれて嫌いやなのでは？」

「陛下であれば、お好きに呼んでくださってかまいません。その……できれば、彩華と呼んでほしいくらいです」

　胸の前で手を組み合わせて、彩華は意を決して胸の内を伝えた。

　字あざなを得たのは簪かんざしを挿さしてから。その頃ころにはすでに母もおらず、先せん帝ていの訪おとずれもないまま、彩華を敬けい称しようなしに呼ぶ者は周囲にいなかった。

　真しん剣けんが目前に迫せまる窮きゆう地ちだったにも拘かかわらず、朗清に名を呼ばれた瞬間、新しん鮮せんな驚きと喜びを覚えたのだ。字を呼ばれるほど親しい者は、いなかったから。

「本気か……？　叔父おじを追った者だぞ？」

　心底不思議そうに問い直す朗清に、彩華も不思議そうに返す。

「陛下は葉氏を誅ちゆう滅めつしようとはなさらない情け深いお方。国を傾かたむけた罪となれば、姪めいである私も連座で処しよ刑けいされてしかるべきです。陛下の寛かん大だいなご判断に感謝こそすれ、先帝陛下の処しよ遇ぐうに物申すなど……」

「あの時も、そんなことを言っていたな……。単に、藍陽から軍を動かすのが危なかっただけだと言ってもか？」

「陛下がそう仰るなら、そうした事情もあったのでしょう。ですが、藍陽に残った私はこうしてここにおります。葉氏に恩情をかけられたからこそではないでしょうか」

「色々、実務的に追い打ちが難しかったという理由があって、結果生かしたにすぎないのだが……。禅ぜん譲じようを騙かたる放ほう伐ばつだという者もいる。禅譲を行った葉氏を無む為いに殺すのが躊躇ためらわれただけだとは思わないのか？」

　禅譲相手を殺すのは外聞が悪いだけで、軍事力で国を脅おどし取った皇帝。朗清を悪く見ればそうした評価になるのだろう。

　それでも、葉氏が生きているのは朗清の恩情による判断だと、彩華は思っていた。

　朗清は必要以上に命を奪うことを良しとしない、優やさしさを持つ人物なのだと。

「先帝陛下に過誤があったことは事実にございます。私にとっては良い叔父であっても、それは必ずしも為い政せい者としての良さには繫つながりません。──珍獣の世話でも同じなのです。優しくするだけでは、幼い獣けものを良く育てることはできません。厳しさを持って育てなければ、いずれ成獣となった時に困るのは、その獣なのです」

　先帝の真意が、臣下を許し改心を願ったと言った士倫の言葉どおりだとしても、結果的には安世が言ったように温ぬるい対応で奸かん臣しんをのさばらせただけとなった。

　先帝は、国を育て間ま違ちがった。彩華は安世の批判を耳にして考えた末、そう理解したのだ。

「葉氏の存続をお許しくださったことに感謝しております。あの時私が安世どのに意見しましたのは、ただの、甘えでした」

　言って、彩華はこの機に謝ろうと決める。

　安世はいないが、彩華なりに朗清に甘えないよう考えた結果を口にした。

「過日は、陛下をご不快にさせる発言をいたしました。申し訳ございません。お申しつけいただければ、今後は春霞宮の者に案内をさせましょう」

「は……？　どうしてそうなる。いや、やはり俺と顔を合わせるのは気まずいか？」

「いえ、陛下が葉氏である私をご不快に思うかと考えたのですが……」

「待て、公主──いや、彩華」

　本当に呼ばれると、それはそれで恥はずかしい。

　彩華はまともに朗清の顔を見られず、声も上ずってしまった。

「は……、はい…………」

「安世が言ったことを気にしているのか？　はっきり言っておく。俺が不快に思うことなどない。できれば、これからも彩華に相手をしてほしい」

　本当にはっきりと言葉にされ、彩華は嬉しさで声が出なくなる。

　朗清に答えを求められて、必死に頷うなずくしかなかった。

　安あん堵どの息を吐いた朗清は、ふと考えるように一度口を閉じる。

「そうだ。俺のことも、朗清と呼んでくれないか？」

「……え？　そ、そんな、恐おそれ多い」

「あぁ、皆みなの前でではない。例えば、春霞宮へ行った時、他ほかに誰だれもいない時にな」

「ですが、陛下。それは、陛下を軽かろんじることにはなりませんか？」

　戸と惑まどい、翻ほん意いを促うながす彩華に、朗清は自じ嘲ちようを浮うかべた。

「彩華の言うように、先帝が何がしかの信念を持って政まつりごとを行った末に、志叶かなわず禅譲したのなら、きっと足りなかったのは民たみから見た国を知る視点だ。俺は幸い、その視点がある。ならば、国の基もとが人であることを忘れないために、天子として以外の立場を維い持じしたいと思うのだ」

　そのために陛下という敬称ではなく、高朗清という人間の名を呼ばれる場が欲しい、と。

「あそこでは個人でいたくなるという、俺自身の感情もある。これは命令じゃない。俺の我わが儘ままだが……、叶えてくれないか？」

　疲つかれたような顔で庭園を眺ながめる朗清は、何処どこか切実で寂さみしげな横顔をしている。

　何より我儘を言われるくらいには信頼されていると思えたことが、彩華の背を押した。何かしら朗清の憂うれいを晴らす助けになるのなら、と一度唾つばを飲み込む。

「承知いたしました、ろ……朗清さま」

　緊きん張ちようで硬かたい声でしか呼べなかったが、それでも朗清は満足げに彩華を見て微笑ほほえんだ。

　冕べん冠かんの玉たま飾かざり、旒りゆう越ごしではあったが、確かに皇帝の顔ではない朗清の笑顔だった。

「──では彩華、呼び立てた礼の続きだ」

「続き、ですか？」

　すでに朗清からの礼は聞き、持て成されている。これ以上他に何があるのだろうと、疑問を顔に浮かべる彩華に、朗清は申し訳なさそうに言った。

「俺からは、礼しか言えない。それほど皇帝の権力は強く、何を言っても命令と同じだ。褒ほめすぎても貶けなしすぎてもいけない。そのため、今回の件で公おおやけに彩華の功を賞すことはできない」

　何より、賊ぞくの撃げき退たいは皇帝の独力でなければ体面に傷がつく。

　朗清は軍事力に物を言わせたと誹ひ謗ぼうもされるが、何よりもその軍事力が強みなのだ。

　余人の助力を必要としたなどとは言えない。

「代わりに、瑞ずい獣じゆうを守り育てた功が認められた。そのため、功には褒ほう賞しようを与あたえなければいけない。離り宮きゆうの修しゆう繕ぜん費ひを来年の予算に計上する。そして、珍ちん獣じゆうの、いや名目上は瑞獣のためになるが、飼料代は離宮の管理費に上乗せすることに決まった。離宮の管理費は、今まで昭季公主として授さずけていた禄ろくを基準とする」

「え……、えぇぇええ…………？」

　つい声を上げてしまった彩華は口を押さえる。そんな様子を、朗清は咎とがめない。

　公主ではなくなったため、払はらわれなくなった禄と同額が支給される、さらに餌えさ代は別に上乗せに加え、来年になれば修繕費まで入るとなれば、驚おどろきもする。

　そもそも、朗清は春霞宮を取り潰つぶすと宣言したのだ。

　もちろん離宮取り潰しは朗清が口頭とはいえ撤てつ回かいの意志を表明しているが、元はと言えば無む駄だを削さく減げんするためだったはず。

　安世も庭園で、春霞宮取り潰し撤回には反対していた。

　彩華はどういう心変わりだろうかと、朗清を窺う。視線に気づくと朗清は苦く笑しようを浮かべた。

「費用を計上したのは安世だ。それだけ、あの時の助けはありがたかった。──そうそう、その菓か子し類も安世が用意した。確か、木の実の餡あんが入った小麦菓子が美味うまいと言っていたな」

　並べられているのは揚あげ菓子、焼き菓子、胡ご麻まで覆おおった餅もちや干した果物や砂さ糖とう漬づけもある。

　あまり甘味が得意ではないらしい朗清から見れば胃い凭もたれする景観だろうが、彩華からすればこの心躍おどる菓子類を用意してくれたという安世に直接お礼が言いたくなった。

「彩華が憂うことはない。予算についてもあの一件で少々当てができてな」

　そう朗清は言うが、彩華にはそれほどのことをなしたという実感がない。

　だからこそ、居住まいを正して朗清に拱きよう手しゆを示した。

「お心を砕くだいてくださったそのご慈じ愛あい、感謝いたします。ですが、お申し出を辞退させていただきたく存じます」

　朗清は目を瞠みはると片手を上げて拱手を解かせる。

「何故なぜだ？　断る理由を聞かせてもらおう」

　彩華は一度視線を下げると、己おのれの胸中を整理する。

　一番に思い浮かんだのは、初めて目まの当たりにした権力闘とう争そうに対して、いかに自分が無関心だったかという衝しよう撃げきだった。

「私は珍獣の価値を知らず、民が何を思い、不安に晒さらされ、救いを見み出いだすかも知りませんでした。珍獣を管理するという与えられた役目さえ、満足にこなせていなかったとわかりました」

　何故朗清と安世が瑞獣に強く反応したかなど、民衆の反応を見るまで考えもしなかった。

　それほどの影えい響きよう力を持つ存在だと知りもせずに、ただ育てていただけ。

「瑞獣を管理するからには、今までのように漫まん然ぜんと飼育するだけではいけないのだと思います。その……、どうすべきかは、まだ答えが出せていないのですが。私は、宗室に連なる者として視野が狭せまかったのです。それなのに、過分な褒賞などいただけません」

　彩華は自省と共に、朗清に頭を下げた。

　公主として認められたいと思いながら、役目を十全には果たしていなかったのだ。

　このまま朗清の感謝に甘えたくはない。

　ここで甘えてしまえば、朗清と側そばで語り合いたいと願うことさえ分不相応な人間になってしまいそうだと思えた。

「国の安あん寧ねいを保つという宗室の義務とも言うべき事こと柄がらに無関心であった私が、償つぐないもせずに賞されるわけにはまいりません」

　一度役に立ったからと言って、過去の不ふ甲が斐いなさが払ふつ拭しよくできるわけでもない。罰ばつを受けこそすれ、功を賞されるべきではないのだ。

「顔を上げてくれ。過去を責めるつもりはない。褒賞は今の彩華に対してだ。そこまで気負わなくていい」

「いいえ、私が朗清さまに甘えてしまうのが恥ずかしいのです。情けないのです。そう仰おつしやるならせめて、もう一度これからの頑がん張ばりで少しでも朗清さまのお役に立ててから……っ」

　言い募つのり辞退しようとする彩華に、朗清はふと笑った。

「珍獣のことについては自信が有り余っていると思っていたが、どうしてそんなに謙けん遜そんをする？　先日の件で、十分役に立ったではないか。瑞獣だけではなく、珍獣全すべてが」

「はい、もちろん珍獣たちは朗清さまのお力となれるでしょう。お命じくだされば、どの子でも朗清さまの下もとへと引き渡わたす所存です」

　悲ひ壮そうな表情で覚かく悟ごを決めて告げる彩華に、朗清も眉まゆを顰ひそめた。

「いや、そうじゃない。……言っただろう？　瑞獣を手元に置いても、早死にさせては意味がない。俺は珍獣たちに無理をさせるつもりはないのだ」

　珍獣の引き渡しを断られ、彩華は覚悟を決めて言った分だけ落ち込んだ。彩華が役立てることは、占せん有ゆうしてしまっていた珍獣を皇こう帝ていに正しく返すことだと思ったのだが。

　俯うつむいてしまった彩華の不安を読み取った朗清は、一度目を閉じて逡しゆん巡じゆんした。

「……例えば、そうだな。俺は馬を水辺に連れて行くことはできても、水を飲むよう強制することはできない。それと同じように、珍獣を手に入れたところで俺では扱あつかえない。何より、珍獣が彩華を慕したう心は強制できないんだ。あの庭園に通うことで、それがよくわかった」

　朗清の言葉で可能性を見出した彩華は勢い込んで顔を上げる。

「では、朗清さまに従うよう躾しつけ直しを──っ」

　すぐさま、朗清は片手を上げて彩華の言葉を遮さえぎった。

「そこじゃなくて、だな……。なんと言えばいいのか。彩華、どうして自らの功を認めない？」

「私に功など、ございません。珍獣たちは元より朗清さまのものなのですから」

「それではあまりにも、自己評価が低すぎないか？　あの時は凜り々りしく珍獣に指示を出していただろう。あれは彩華の技量あってこそだ」

　言い聞かせるように見つめる朗清に対して、必死だっただけの彩華はいまいち頷けない。

　珍獣についての功だと言われても、彩華が知るのは春霞宮という狭い世界でしかなく、国を救おうという志を持つ朗清に評価されるほど何かを成したとは思えないのだ。

「もしも……彩華が離宮にいなかったとして、珍獣たちは今日まで無事だったと思うか？」

　朗清が方向性を変えるように問う。

　母が死んでから今日まで、公主としての禄あってこその生活だった。

　労働という点においても老人たちは歳としで、年を追うごとに珍獣の世話に占しめる彩華の割合は増えていっていたのだ。

　彩華が春霞宮に留とどまらなければ、もっと早くに珍獣の飼育は行き詰づまっていただろう。

　沈ちん黙もくが答えであり、朗清は優やさしく笑う。

「珍獣たちが今日まで健すこやかにすごせたのは、彩華のお蔭かげだ。珍獣たちを守り育てた己を誇ほこっていい。何もしていないなどと言うな。今日まで珍獣たちと共にすごした彩華の日々は、そなたの努力の賜たま物ものだ。だからこそ、珍獣は彩華に任せるべきだと俺は思っている」

「朗清さま…………」

　投げかけられた言葉に、彩華は目め頭がしらが熱くなった。

　少しでも、公主として春霞宮と珍獣を任せられた役目を、果たせたと思える肯こう定ていの言葉に、彩華の胸は震ふるえる。

　彩華の張り詰つめた空気がなくなったことで、朗清は安あん堵どの息と共に指を一本立ててみせた。

「それからもう一つ、功になる予定があると言ったら、少しは己を肯定できるか？」

　今度は彩華が埒らち外がいな朗清の言葉に目を瞠った。

　珍獣以外に関かかわって生きていない彩華に、他ほかの功など考えつきもしない。

「まだ本決まりではないが……。他言無用で頼たのむ」

　言って、朗清は一度周囲を確かく認にんした。

　後宮には元から朗清以外住む者はおらず、後宮に仕える宦かん官がんなどは朗清と彩華の会話が聞こえない場所で待機している。

　それでも朗清は声を潜ひそめて言った。

「俺は、地方を害する異民族を排はい除じよすることばかり考えていた。だが彩華の助言を受けて、先帝が集めた美術品を金に換かえ、金銭で異民族と講和することを決めた。今はそのために美術品を扱う商人と値段交こう渉しようをしようとしているんだが、如何いかんせん俺の周りにその手のことに詳くわしい者がいなくてな、商人に足元を見られて──。いや、今のは愚ぐ痴ちだ。忘れてくれ」

　眉み間けんに皺しわを寄せた朗清に、彩華は戸と惑まどいながら首を横に振ふった。朗清に合わせて、自然と声は囁ささやくようになり、知らず互たがいに顔を寄せ合う。

「私は何も。朗清さまがお考えになって、決定なさったこと。私の功などではございません」

「……彩華の言葉で争わない道を考えられた。調和を目指せば共に生きる道があると、珍ちん獣じゆうたちをもって示してくれたからこそだ。──改めて、礼のための褒ほう賞しようを受け入れてほしい」

　朗清と間近で見つめ合い真しん摯しに申し入れられるが、彩華の迷いは晴れない。

　彩華が困る様子を見下ろし、朗清は視線を彷徨さまよわせた末、白状するように重い声で呟つぶやいた。

「…………俺の、罪つみ滅ほろぼしもあるんだ」

「罪滅ぼし、ですか？　いったい誰だれに対する罪なのでしょう？」

　自分ではないことを前提に聞く彩華に、朗清は肩かたを落とした。

「最初に、顔を合わせた日、後宮入りなどという無礼を命じただろう？」

「無礼だなど……。私のほうこそお断りするという無礼をいたしました。朗清さまは私を罪に問うこともなく恩情をかけてくださっています。なんの罪があるというのでしょう？」

　罪滅ぼしの必要はないと言えば、朗清は余計にばつが悪そうな顔で黙だまる。彩華は慌あわてて罪の所在を語る。

「本当に朗清さまがお気になさる必要はないのです。私など葉氏の公主として、己の不甲斐なさを恥はじ入るばかりで。後宮に入れば、私でも、国の安寧のために役立つこともできたのではないかと、後から考える始末で……」

　瑞獣が朗清の手にあるということで民たみが安心を得られるなら、彩華も国を安んじる一助になったのではないかと今なら思う。

「何より珍獣は皇帝のものにございます。私が手元に囲って守ろうという考え自体が間ま違ちがっていたのです。朗清さまがお求めになったならば、持てる力を尽つくしてお応こたえせねばならないはずでした」

　考えなしに後宮入りを断ったと彩華が言い募るほど、朗清は呻うめき声を上げた。

「……これが良心の呵か責しやくというものか…………いや、好機と見ていいのか？　仕切り直すのも一つの手だろうか？」

「あの、朗清さま？」

　苦しげな声を漏もらしながら俯く朗清に、彩華は窺うかがって顔を近づける。

　すると朗清は意を決した様子で、彩華との顔の近さも気にせず口を開いた。

「実は国のためというより、あの後宮入りの提案は自分のためだったのだ」

　思わぬ言葉と近すぎる顔の距きよ離りに、彩華は内心大おお慌あわてに陥おちいるが、朗清は気づかず続ける。

「故国啓から強く婚こん姻いんを迫せまられ、焦あせった。元主家からの申し出を断れず、彩華の思いを蔑ないがしろにして利用しようとした。……すまない。他人の目があって、頭を下げることは、できないが」

　声は聞こえずとも、見える範はん囲いに宦官がいる。渋しぶい顔で謝罪する朗清に、彩華は初めて会った時のことを思い出す。

「故国からの申し入れに苦く慮りよなさっていると安世どのが仰っていたのは、啓からの婚姻についてだったのですね……」

　彩華の後宮入りで解決できると安世は言ったが、それだけで朗清は動かなかった。

　安世が都の安あん寧ねいのためと言って、ようやく動いたのを、彩華は覚えている。

　ふと、思いついた疑問が、彩華の口から零こぼれ落ちた。

「朗清さまは……ご結婚が、お嫌いやなのですか？」

「帝位に登ったからには、義務ではあると思う。ただ、相手は知った姫ひめで、白くて柔やわらかくて、なんと言うか、弱々しすぎて不安しかない。話も合わなかった覚えがあるな。俺は不調法で詩や楽器はてんで駄だ目めなのだが、姫はその手の教養がご自じ慢まんだった」

「……つまり、お好みではないと？」

　彩華は思わず前のめりになって確認する。

　白くて柔らかいことの何が悪いのかわからないが、話の合わない啓の姫を迎むかえる不安が朗清に二の足を踏ふませていたらしい。

　今ある婚姻の話に朗清が乗り気ではないとは言え、士倫が言った故国に想おもい人がという話が否定されたわけではない。だからこそ、彩華は朗清の好みが気になった。

　ただ、何故なぜ気になっているかという点にまでは考えが至らないまま。

「いや、それは……、その。美人であることはわかっているんだが、どうも…………。俺が行くのは苦難の道だ。共に歩むなら、強さが欲しい。いや、うむ、女性に求めることではないのかもしれないが──」

　何やら言い訳のように呟く朗清だったが、彩華は朗清が女性に求める資質を繰くり返した。

「強さ……」

　呟いて、彩華は自身の体を確かめる。

「あぁ……、彩華は、強さを持っていると、思うぞ？」

「はい。毎日、飼料を運ぶため、体は強いほうだと思っております」

　希望を垣かい間ま見みたように彩華が頰ほおを上気させると、朗清は明後日あさつての方向を向いて、脈なしと呟く。安世並みの強さを求めているなら、と不安に襲おそわれ彩華は聞いていなかった。

　さらに、強さがなければどうだと言うのかと、自身の胸の内に疑問を呈ていすに至り忙いそがしい。

　混乱しそうになる彩華は、首筋に髪かみが擦こすれる感かん触しよくに力が抜ぬけ、答えを導き出した。

「強さがなければ、お役に立てないもの……、うん」

　言い訳のような呟きをやめ、乾かわいた咳せき払ばらいをした朗清は、気を取り直すように声をかける。

「……話が逸それた。──それで、褒賞を受けてはくれないか？　本当は皇こう帝ていの命を救ったとなれば、式典でも催もよおして讃たたえなければならないんだが、体面のために別の理由をつけての褒賞になってしまってすまない」

　言われて、彩華は民衆に囲まれての喝かつ采さいを思い出す。

　またあれをするのかと思えば、掌てのひらに嫌な汗あせが滲にじんだ。

「い、いえ……、そこまで朗清さまが仰おつしやってくださるなら。珍獣たちの健康のためを思えば、私の拘こだわりは横へ置くべきでしょう」

「そうか、良かった。だが、本当に彩華には感謝をしているんだ。それは、覚えておいてくれ」

　安堵と共に微笑ほほえむ朗清に、彩華は胸に湧わく喜びが自らを奮い立たせるように感じた。

「そこまで私一人を思ってくださる情の深い朗清さまなら、きっと国を安寧に導いてくださるでしょう。私は、そんな朗清さまに感謝される己おのれが恥ずかしくないよう、精しよう進じんいたします」

「……彩華は、不思議だな…………」

　朗清は何かを確かめるように彩華を見ていた。

「朗清さま？　どうなさいました？」

　間近に見つめ合う距離が、二人だけで話しているという特別な印象を彩華に与あたえる。

　こうして朗清と話していられる時間が長く続けばいいと、埒らちもないことを考えてしまった。

「……世界は天地人で構成されるという。天があり地があるここで、人として俺の誓ちかいの証人になってくれないか？　噓うそ偽いつわりのない彩華にしか頼めない」

　功や褒賞に続く申し入れに、彩華は意図がわからないながらに頷うなずいた。埒もないことを考えた恥ずかしさも手伝って、何度も小刻みに頷く。

　途と端たんに朗清に手を握にぎられ、変な声が出そうになるのを必死に唇くちびるを引き結んで耐たえた。

「俺が皇帝になったことを天命だと言う者がいる。だが俺は、己の心のままに進み、成り行きで皇帝になってしまった。そのために皇帝として国を負うには準備が足りず、力不足で宮城一つ思うとおりに動かせていない」

　朗清が口にしたのは、皇帝という絶対的な地位故ゆえに、他言できない悔かい恨こんの言葉。

　間近に覗のぞく朗清の瞳ひとみには、後悔と共に先を見み据すえる情熱が宿っていた。

　胸の内を吐と露ろして下を向いていた朗清の目が、瞬まばたきと共に彩華を正面から捉とらえる。

　瞬しゆん間かん、彩華はその瞳に宿る情熱が燃え移ったかのような高ぶりを覚えた。

「今は瑞ずい獣じゆうの守護という噂うわさを利用させてもらうが、必ずいずれ自ら瑞獣を招き寄せるような皇帝になることを、天と地、そして彩華に誓おう。いつでも、彩華の思うところを俺に聞かせてくれ。それが何げない日常の悲喜でも、耳に痛い諫かん言げんでも、俺は彩華の言葉を一人の人間として聞くつもりだ」

　朗清の言葉は、彩華を噓偽りのない人物だと信しん頼らいするからこそ。

　余人を排はいした今この場所であるために、朗清が口にできた二人だけの誓い。

　彩華は応えたい一心で、朗清に手を重ねた。

　朗清も皇帝として、人間として手て探さぐりのまま今を懸けん命めいに歩いている。

　ただ、見据える先があるのが、彩華との違ちがいだ。

　彩華は自分には足りないものを見た気がして、胸が熱くなった。

「朗清さまの誓せい願がんが叶かないますことを、心より願っております。未熟な私ではございますが、叶うなら、その日を共に迎えられますよう」

　決して大きくはないが、下を流れる水の音に飲まれない彩華の声は、確かに朗清に届く。

　目を瞠みはった朗清は悩なやむように一度、彩華から目を逸らした。ふと、彩華の髪に目を留める。

「丹たん桂けいの花が、髪についているぞ。取るから少し動くな」

　言うと髪に触ふれた朗清は、彩華についていた小さな花を眼前に差し出す。

　指の腹に乗るほど小さな花を、剣けんを握って固くなった朗清の指が摘つまむさまに、彩華は微笑ましさを覚えた。

「まぁ、ありがとうございます」

　花から朗清へと改めて目を向けた彩華は、不意に顔の近さを思い出して固まる。

　肌はだに感じるほど朗清に見られているという気き恥はずかしさに、彩華が俯うつむこうとすると、朗清は丹桂の花を落として彩華の顎あごに指を添そえる。

「ろ、朗清さま……？　あの…………」

「俺に触れられることが、嫌ではないか？」

「いえ、そのような、ことは……」

　心なしか近づいている朗清の顔に、彩華が慌あわて始めると、不意に首元の髪が大きく動いた。

　朗清も気づいて動きを止めれば、彩華の首元から二対の双そう眸ぼうが朗清の眼前へと現れる。

「そ、双皙。駄目ですよ、出てきては……っ」

「双、皙……？　何故？」
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「す、すみません。その、心細くて、つい…………」

　つい連れてきてしまったと言う彩華に、朗清は瞬きを繰り返す。

　彩華も初めての場所が心細くてという自身の言い訳に、幼子のようだと恥ずかしくなり、頰に熱が集まった。

　その間に、双皙の頭の一つが、彩華の顎に添えられた朗清の指に赤い舌を閃ひらめかせる。

　咎とがめられたように朗清が指を放せば、今度はもう一方が彩華と合わせた手に頭を向けた。

　両手を胸の前に上げる朗清に、彩華は慌てて双皙の二つの頭を押さえる。

「いけません。隠かくれていてと言ったではありませんか」

　見えないよう首元に戻もどそうとするが、双皙は彩華の手に頭を擦こすりつけ懐なついてくる。

「も、もう……。ここは水辺ですから寒いでしょう？　あ、いけませんと言うのに」

　遊ぶように手に纏まとわりついてくる双皙の愛らしさに、彩華は本気で怒おこれずつい口元も緩ゆるんでしまう。

「……ふ、ふふ」

　朗清が口元を押さえて笑う姿に、彩華は場所を思い出し、慌てて双皙を袖そでの中に手ごと隠した。

　春霞宮でのように、珍ちん獣じゆうと戯たわむれていていい場所ではない上に、無断で連れ込んだのだ。

　怒られてもしょうがないと、上目に朗清を窺うかがえば、慈いつくしむような笑えみを向けられていた。

「ふふ、やはり俺は、そうして珍獣を慈しむ、彩華の笑顔が好きなようだ」

　瞬間、彩華の顔は熱せられたように赤くなった。

　眩暈めまいがするような熱と、耳にした言葉の意味に混乱する頭を持て余し、彩華は答えられもせず、袖から不服そうに見上げてくる双皙の二対の瞳を見下ろす。

　紅葉した葉のように火ほ照てる彩華の頰を、桂花の香かおる風が撫なぜるように吹ふき抜けていった。








あとがき






　初めての方も、そうでない方も、お手に取っていただきありがとうございます。九ここの江え桜さくらです。今回は中ちゆう華かもの。と同時に、動物ものです。

　書いていて大変だったのは、出てくる動物を全すべて漢字表記にしたことでした。日本語での表記もあれば、中国語での表記もあります。また、古い時代の呼ばれ方で書いている動物もいますが、全部実在する、実在の可能性がある動物となっております。

　さて、皆みなさんは古代中国と聞いて何を思い出すでしょう？

　私は中学の頃ころ、『南なん総そう里さと見み八はつ犬けん伝でん』を読んだことから、影えい響きようを与あたえたという『水すい滸こ伝でん』に手を出したことがあります。そのまま隣となりに並んだ『封ほう神しん演えん義ぎ』を読みまして、『西さい遊ゆう記き』にも手を出しました。が、絵本のイメージで読みだしてしまったために途と中ちゆうで挫ざ折せつ。思ったよりずっと長くて格調高かったです。

　その後、『封神演義』を読んだことがあるという話から、友人にハードカバーの『太たい公こう望ぼう』（宮みや城ぎ谷たに昌まさ光みつ）と某ぼう無む双そうゲームを渡わたされた時は、まさか歴史小説に嵌はまるとは思っていませんでした。

　こうして並べると、もっと別の小説を読むべきだったと自覚します。『金きん瓶ぺい梅ばい』とか『紅こう楼ろう夢む』とか、せめて恋れん愛あいが主しゆ軸じくになるものを。もちろん読書に遅おそいということはないので、今からでも近所の図書館にあったら読んでみようと思っています。




　今回イラストを担当していただきました、ゆき哉かな先生。

　キャラクターの姿を豊かに描えがいていただき、本当にありがとうございます。動物も可愛かわいく、特とく徴ちようがわかりやすく描かれており、動物園に行きたい気持ちになりました。

　担当女史には、毎度タイトルをお任せしてしまって申し訳ありません。私のネーミングセンスのなさが悔くやまれますが、可愛いタイトルをつけていただきありがとうございました。

　この場をお借りして、刊行に尽じん力りよくくださった皆さまにもお礼を申し上げます。




　改めて、お手に取っていただきありがとうございます。

　寒い季節です。温かい汁しる物ものの美味おいしい季節でもあります。本を片手に寝ね正しよう月がつでもいいじゃない。体重計はそっと仕し舞まって。

　こんな標語で冬を過ごしてはどうでしょう？

　それではまた、お会いできることを祈いのって。


九江　桜
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「見送りはいい。急に来て悪かったな、彩さい華か」

「いえ、またいつでもお越しくださいませ。お待ちしております」

　皇帝である朗ろう清せいを庭で見送る彩華の足元には、犬たちが今や遅しと身を寄せて遊ぶ時を待っていた。朗清の足音が遠ざかった途と端たん、背後から黒い大型犬、元げん玄げんに体当たりをされる。

　よろつくが、元玄も本気ではないので彩華は苦笑して振り返った。すると元玄は草の上に寝転んで、紫の舌を出し尻尾しつぽを振りながら、期待の目で彩華を見上げてくる。

「うふふ、いいのですか？　だったら、えい……っ」

　彩華は元玄の腹に身を投げ、柔やわらかな毛に顔を埋うずめた。

「ふふ、換かん毛もうで毎日毛け繕づくろいしている成果ですね、元玄。ふわふわで気持ちいい」

　元玄の真っ黒なお腹なかに頰ほおを寄せ毛並みを撫なでると、風切り音を上げるほど尻尾が振られた。

　彩華も嬉うれしくなってさらに撫でれば、小型犬の仲ちゆう丹たんが跳はねるような身軽さで元玄に登り、抗こう議ぎするように鳴く。

「もう、仲丹は幾いくつになっても甘えん坊ですね」

　仲丹の長い赤毛に指を入れ、頰を挟はさみ込むように撫でた。満足そうに目を細めて薄うす紅べに色いろの舌を出す表情に、彩華も微笑ほほえみを返す。

　出遅れた狼おおかみの叔しゆく灰かいは、控ひかえめに彩華の足に頭を擦すりつけて相手をしてくれるようせがんだ。応じて灰色の硬かたい毛を撫でようとすると、元玄が太い前足を上げて彩華の手を引き寄せ阻そ止ししてくる。

　すると仲丹と叔灰は、押すように彩華へと体を擦りつけて甘え始めた。

　犬たちに取り合われて困りながらも、彩華の顔は笑み崩くずれる。笑声を上げながら、草の上で犬たちと戯たわむれる彩華は、近づく足音に気づかなかった。

「……ぷ…………っ」

　噴ふき出す音に驚いて見れば、いつの間にか戻ってきていた朗清が、片手で口元を隠かくして肩かたを震ふるわせている。

「ろ、朗清さま……っ。ど、どど、どうして…………？」

「邪じや魔まをするつもりは、くく……。帯おび留どめが、落ちたみたいでな、ふ…………ふふっ」

　込み上げる笑いで、喋しやべるのもひと苦労な朗清の言葉に、彩華は元玄の足下に落ちた象ぞう牙げの細さい工くを見つけた。掌てのひらに収まる象牙を拾い、姿勢を正そうと動くと、驚いた仲丹が警けい戒かいの声を上げる。

　反応した元玄が動き、下した敷じきにしていた彩華は体勢を崩した。

　相手にしてもらえない不ふ機き嫌げんから爪つめを出していた叔灰が下か裳もを押さえていたことで、彩華の裾すそが膝ひざまで捲まくり上がってしまう。

「き……きゃぁぁああ！」

　彩華が羞しゆう恥ちに叫さけべば、朗清も白い足首を目にして狼狽うろたえた声を上げる。

「うわ、わぁ……！　すまない、いや、今のは事故だ！」

「見ないでください！　お願いします……！」

「見てない、見てないから！」

　あまりのことに涙声になる彩華に、朗清も顔を逸そらして慌あわてた。

　そんな人間たちの叫びに、元玄と叔灰は彩華を守るように左右に立つと、互たがいに体を寄せ合い低く身構える。

　彩華を守ろうとする姿は勇いさましく頼もしいが、足を隠したい彩華は毛皮に挟まれて身動き取れなくなってしまった。大型犬の力は強く、彩華はもがくしかない。

　さらには吠ほえながら彩華の膝に乗り上がった仲丹の重みで、下裳が太ふと腿ももまで捲れてしまった。

「きゃぁぁああ！」

　ひと際きわ高い彩華の悲鳴に、朗清の背後から新たな足音が近づいて来た。

「陛へい下か、如何いかがされました？　悲鳴が聞こえましたぞ？」

「待て、来るな！　何でもないから戻れ、安あん世せい！」

　慌てて命めいじる朗清は、自みずからも踵きびすを返して背を向ける。

「あ、朗清さま、帯留め……」

　彩華がなんとか犬の間から片手を抜き、差し出そうとするが、朗清は羽は織おっていた背はい子しを脱ぬぐと、彩華に向けて放った。

　過あやまたず彩華の脚を覆おおう朗清の背子に、膝に乗っていた仲丹は抗議するように唸うなり始める。

「え、あの、この背子は……？　ろ、朗清さま？」

　足元が隠れたことで、彩華は余裕を取り戻す。元玄の頭の向こうに見た朗清は、すでに歩き出してしまっていた。

「本当にすまん、彩華。これからはもっと珍ちん獣じゆうたちを興こう奮ふんさせないよう気をつける。だから今日はこれで、……またな」

　心苦しそうに早口で言い募つのった朗清は、片手を上げるだけで振り返らない。微かすかに見えた耳は赤く、彩華の下に置いて行く帯留めにも背子にも、気を回す余裕はない様子だった。

「は、はい！　……また！」

　再会を告げる言葉に、彩華は勢い込んで答えた。

　足早に去った朗清に聞こえていたかはわからない。それでも、彩華は胸むねの内で次の訪おとずれを待ち侘わび、気もそぞろとなっていた。

「また……また、来てくださるそうですよ。これも、その時にお返しすればいいですよね？　あ、背子も汚よごれないようにしなくちゃ」

　浮き立つ声で言いながら、彩華は慌てて背子を胸に抱だく。

　犬たちは鼻の上に皺しわを寄せ、彩華の手を塞ふさいだ背子を不満げに見下ろしていた。
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